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(57)【要約】
　本明細書に記載の実施形態は、例えば、陰圧創傷療法
と組み合わせた複数の創傷被覆材を使用して創傷を治療
する装置、システム、および方法に関する。陰圧創傷療
法装置は、陰圧源およびコントローラを含み得る。陰圧
源は、流体流路を介して創傷被覆材に結合するように構
成された入口を含み得る。流体流路は、流体流路内の圧
力を測定するように構成される圧力センサを含み得る。
圧力センサは、第一の流体流路内の圧力を測定するよう
に構成された第一の圧力センサと、第二の流体流路内の
圧力を測定するように構成された第二の圧力センサとを
含み得る。コントローラは、陰圧源を操作し、測定され
た圧力に基づいて、流体流路の少なくとも一つに関連す
る少なくとも一つの動作状態の表示を提供するように構
成され得る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の流体流路を介して複数の創傷被覆材に結合し、陰圧を前記複数の創傷被覆材に提
供するように構成された複数の入口を含む、陰圧源であって、前記複数の流体流路が、
　第一の創傷被覆材を前記複数の入口の第一の入口に流体接続するよう構成される第一の
流体流路と、
　第二の創傷被覆材を前記複数の入口の第二の入口に流体接続するよう構成される第二の
流体流路と、を含む、陰圧源と、
　前記複数の流体流路内の圧力を測定するように構成された複数の圧力センサであって、
複数の圧力センサが、
　前記第一の流体流路内の圧力を測定するように構成される第一の圧力センサと、
　前記第二の流体流路内の圧力を測定するように構成される第二の圧力センサと、を含む
、複数の圧力センサと、
　前記陰圧源を操作し、前記第一または第二の圧力センサの少なくとも一つによって測定
される圧力に基づいて、前記第一または第二の流体流路の少なくとも一つに関連する少な
くとも一つの動作状態の表示を提供するように構成される、コントローラと、を含む、陰
圧創傷療法装置。
【請求項２】
　前記少なくとも一つの動作状態が、閉塞、漏れ、過圧、または被覆材小康状態を含む、
請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記陰圧源および前記第一および第二の入口を支持するように構成されたハウジングを
さらに含む、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記第一の流体流路が、ユーザに前記第一の創傷被覆材と前記陰圧源との間の流体接続
を示すように構成された第一の識別子を含み、前記第二の流体流路が、ユーザに前記第二
の創傷被覆材と前記陰圧源との間の流体接続を示すように構成された第二の識別子を含む
、請求項１～３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記第一および第二の識別子が、印刷された絵文字、印刷されたアイコン、エンボス加
工が施された絵文字、エンボス加工が施されたアイコン、点字文字、または色コードの少
なくとも一つを含む、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記第一および第二の識別子が、前記入口マニホールド分岐取付部に近接して位置付け
られる、請求項４または５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記コントローラが、前記第一の流体流路内の動作状態と関連する第一の表示、および
前記第二の流体流路内の動作状態に関連する第二の表示を提供するようにさらに構成され
ている、請求項１～６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記第一および第二の表示が、視覚的または音声表示の一つまたは複数である、請求項
７に記載の装置。
【請求項９】
　複数の流体流路を介して複数の創傷被覆材に結合し、陰圧を前記複数の創傷被覆材に提
供するように構成された複数の入口を含む、陰圧源であって、前記複数の流体流路が、
　第一の創傷被覆材を前記複数の入口のうち第一の入口に流体接続するように構成された
第一の流体流路であって、第一の流体流路が流れ制限器または流れ拡大器を含む、第一の
流体流路と、
　第二の創傷被覆材を前記複数の入口のうち第二の入口に流体接続するように構成された
第二の流体流路と、を含む、陰圧源と、前記複数の流体流路の少なくとも一つにおける圧
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力を測定するように構成された圧力センサと、
　前記陰圧源を操作し、前記圧力センサによって測定される圧力に基づいて、前記第一ま
たは第二の流体流路の少なくとも一つに関連する少なくとも一つの動作状態の表示を提供
するように構成される、コントローラと、を含む、陰圧創傷療法装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも一つの動作状態が、閉塞、漏れ、過圧、または被覆材フル状態の一つま
たは複数を含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記コントローラが、経時的な圧力変化に基づいて、前記少なくとも一つの動作状態の
表示を提供するように構成される、請求項９～１０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第一の流体流路内の経時的な圧力変化が、前記第二の流体流路内の経時的な圧力変
化とは異なり、前記コントローラが、前記第一および第二の流体流路内の経時的な圧力変
化の差に基づいて、前記第一または第二の流体流路内の閉塞を検知するようにさらに構成
されている、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記陰圧源および前記第一および第二の入口を支持するように構成されたハウジングを
さらに含む、請求項９～１２のいずれか一項の装置。
【請求項１４】
　前記第一の流体流路が、ユーザに前記第一の創傷被覆材と前記陰圧源との間の流体接続
を示すように構成された第一の識別子を含み、前記第二の流体流路が、ユーザに前記第二
の創傷被覆材と前記陰圧源との間の流体接続を示すように構成された第二の識別子を含む
、請求項９～１３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第一および第二の識別子が、印刷された絵文字、印刷されたアイコン、エンボス加
工が施された絵文字、エンボス加工が施されたアイコン、点字文字、または色コードの少
なくとも一つを含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記コントローラが、前記第一の流体流路内の動作状態と関連する第一の表示、および
前記第二の流体流路内の動作状態に関連する第二の表示を提供するようにさらに構成され
ている、請求項９～１５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１７】
　前記第一および第二の表示が、視覚的または音声表示の一つまたは複数である、請求項
１６に記載の装置。
【請求項１８】
　複数の流体流路を介して複数の創傷被覆材に結合し、陰圧を前記複数の創傷被覆材に提
供するように構成された陰圧源であって、前記複数の流体流路が、
　第一の創傷被覆材を前記陰圧源に流体接続するように構成された第一の流体流路であっ
て、第一の流体流路が第一の流体流路内に流体の通過を阻止するように構成された第一の
バルブを有する、第一の流体流路と、
　第二の創傷被覆材を前記陰圧源に流体接続するように構成された第二の流体流路であっ
て、第二の流体流路が第二の流体流路内に流体の通過を阻止するように構成された第二の
バルブを有する、第二の流体流路と、を含む、陰圧源と、
　前記複数の流体流路内の圧力を測定するように構成される圧力センサと、
　前記陰圧源を操作し、前記測定された圧力に基づいて前記第一または第二の流体経路の
少なくとも一つに関連付けられた動作状態を検知するように構成される、コントローラと
、を含む、陰圧療法装置。
【請求項１９】
　前記コントローラが、前記第一のバルブが開いて、前記第一の流体流路内の流体の通過
を可能にし、前記第二のバルブが閉じて、前記第二の流体流路内の流体の通過を阻止する
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とき、前記第一の流体流路内の動作状態を検知するように構成される、請求項１８に記載
の装置。
【請求項２０】
　前記第一の流体流路内の前記動作状態が、前記第一の流体流路内の閉塞を含む、請求項
１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記複数の流体流路が、第三の創傷被覆材を前記陰圧源に流体接続するように構成され
た第三の流体流路をさらに含み、前記第三の流体流路が前記第三の流体流路内の流体の通
過を阻止するように構成された第三のバルブを含む、請求項１８～２０のいずれか一項に
記載の装置。
【請求項２２】
　前記コントローラが、前記第一のバルブが開いて、前記第一の流体流路内の流体の通過
を可能にし、前記第二のバルブが閉じて、前記第二の流体流路内の流体の通過を阻止し、
前記第三のバルブが閉じて前記第三の流体流路内の流体の通過を阻止するとき、前記第一
の流体流路内の動作状態を検知するように構成される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記コントローラが、
　前記第一のバルブを閉じて、前記第一の流体流路内の流体の通過を阻止し、
　前記第二のバルブを閉じて、前記第二の流体流路内の流体の通過を阻止し、
　前記第三のバルブを開いて、前記第三の流体流路内の流体の通過を可能にし、
　前記測定された圧力を第一の閾値と比較することに基づき、前記第三の流体流路内の閉
塞の存在を判定し、
　前記閉塞が前記第三の流体流路内に存在すると判定することに応答して、前記閉塞の表
示をユーザに提供するように構成された、請求項２１または２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記コントローラが、前記第三の流体流路の閉塞を判定することに応答して、
　前記第一のバルブを開いて、前記第一の流体流路内の流体の通過を可能にし、
　前記第二のバルブを開いて、前記第二の流体流路内の流体の通過を可能にし、
　前記第三のバルブを閉じて、前記第三の流体流路内の流体の通過を阻止し、
　前記測定された圧力を第二の閾値と比較することに基づき、前記第一および第二の流体
流路の一つまたは複数における閉塞の存在を判定し、
　前記閉塞が前記第一および第二の流体流路に存在しないと判定することに応答して、前
記第三の創傷被覆材を交換するための表示を提供するように、さらに構成される、請求項
２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記コントローラが、
　前記閉塞が前記第一または第二の流体流路の少なくとも一つに存在すると判定すること
に応答して、前記閉塞の表示を前記ユーザに提供するように、さらに構成される、請求項
２４に記載の装置。
【請求項２６】
　請求項１８～２５のいずれか一項に記載の前記装置を操作する方法。
【請求項２７】
　陰圧創傷療法装置を操作する方法であって、
　第一の流体流路に関連付けられた第一のバルブを閉じることであって、前記第一の流体
流路が、陰圧源と第一の創傷被覆材との間の流体接続を提供するように構成され、前記第
一のバルブを閉じることが前記第一の流体流路の流体の流れを阻止するように、第一のバ
ルブを閉じることと、
　第二の流体流路に関連付けられた第二のバルブを開くことであって、前記第二の流体流
路が、陰圧源と第二の創傷被覆材との間の流体接続を提供するように構成され、前記第二
のバルブを開くことが前記第二の流体流路の流体の流れを可能にするように、第二のバル
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ブを開くことと、
　前記第二の流体流路内の測定された圧力に少なくとも部分的に基づいて、前記第二の流
体流路と関連付けられる動作状態を判定することと、
　前記動作状態の表示を提供することと、を含む、方法。
【請求項２８】
　前記第二の流体流路に関連する前記動作状態が、前記第二の流体流路内の閉塞を含む、
請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記第二の流体流路の閉塞を判定することに応答して、
　前記第二のバルブを閉じて前記第一のバルブを開くことと、
　前記第二の被覆材を交換するための表示を提供することと、をさらに含む、請求項２８
に記載の方法。
【請求項３０】
　前記第一の流体流路に関連する動作状態を判定することをさらに含む、請求項２８に記
載の方法。
【請求項３１】
　前記陰圧源と第三の創傷被覆材との間の流体接続を提供するように構成された第三の流
体流路をさらに含み、前記第三の流体流路が、前記陰圧源および前記第三の創傷被覆材の
間の流体接続を提供するように構成された第三のバルブを含み、前記第三のバルブを閉じ
ることが、前記第三の流体流路内の流体の流れを阻止する、請求項２７～３０のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項３２】
　陰圧創傷療法システムを操作する方法であって、
　第一の流体流路に関連付けられた第一のバルブを開くことであって、前記第一の流体流
路が、陰圧源と第一の創傷被覆材との間の流体接続を提供するように構成され、前記第一
のバルブを閉じることが前記第一の流体流路の流体の流れを阻止するように、第一のバル
ブを開くことと、
　第二の流体流路に関連付けられた第二のバルブを閉じることであって、前記第二の流体
流路が、陰圧源と第二の創傷被覆材との間の流体接続を提供するように構成され、前記第
二のバルブを開くことが前記第二の流体流路の流体の流れを可能にするように、第二のバ
ルブを閉じることと、
　第三の流体流路に関連付けられた第三のバルブを閉じることであって、前記第三の流体
流路が、陰圧源から第三の創傷被覆材までの流体接続を提供するように構成され、前記第
三のバルブを閉じることが前記第三の流体流路の流体の流れを阻止するように、第三のバ
ルブを閉じることと、
　前記第一の流体流路内の測定された圧力に少なくとも部分的に基づいて、前記第一の流
体流路内の閉塞の存在を判定することと、
　前記第一の流体流路における前記閉塞を判定したとき、
　前記第一のバルブを閉じることであって、前記第一のバルブを閉じることが前記第一の
流体流路内の流体の流れを阻止するように、第一のバルブを閉じることと、
　前記第二および第三のバルブを開くことであって、前記第二および第三のバルブを開く
ことが前記第二および第三の流体流路内の流体の流れを可能にするよう、第二および第三
のバルブを開くことと、
　前記第二または第三の流体流路の少なくとも一つにおける閉塞の存在を判定することと
、
　前記第二および第三の流体流路に閉塞がないことを判定することに応答して、ユーザが
前記第一の創傷被覆材を置き換えるよう表示を提供することと、
　前記第二または第三の流体流路の少なくとも一つに閉塞があると判定することに応答し
て、前記ユーザに表示を提供することと、を含む、方法。
【請求項３３】
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　前記複数の創傷被覆材の少なくとも一つをチェックするようにユーザに警告するように
構成されたインジケータと、
　前記インジケータを定期的に起動するように構成されたプロセッサと、
　前記ユーザが前記複数の創傷被覆材の少なくとも一つをチェックするために、前記ユー
ザが前記警告をリセットすることを許可にするように構成されたボタンと、を含む、請求
項１～３２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３４】
　前記装置の動作に関連付けられたフィードバックを提供するように構成された複数のイ
ンジケータをさらに含む、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　少なくとも一つの創傷被覆材が、前記創傷被覆材の下に陰圧の存在または不在の少なく
とも一つを示すように構成された複数のインジケータをさらに含むよう構成された一つま
たは複数のインジケータを含む、請求項１～３４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３６】
　Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部であって、
　ポンプから延在する導管またはチューブに接続するか、または前記ポンプ自体に接続す
るために使用するポンプ導管取付部分であって、前記Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付
部の底部を形成するシャフトを有するポンプ導管取付部分と、
　創傷被覆材から延在する流体流路のカップリングに接続するために使用する二つの被覆
材導管取付部分であって、前記Ｙ字形状の上部を形成するシャフトを有する二つの被覆材
導管取付部分と、
　接合部であって、前記二つの被覆材導管取付部の前記シャフトの近位端と前記ポンプ導
管取付部分の前記シャフトの遠位端とが前記接合部で合う、接合部と、を備える、Ｙ字形
状入口マニホールド分岐取付部。
【請求項３７】
　前記ポンプ導管取付部が、前記Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部の近位端にメス非
ルアーコネクタを含む、請求項３６に記載のＹ字形状入口マニホールド分岐取付部。
【請求項３８】
　前記被覆材導管取付部が、前記Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部の遠位端にメス非
ルアーコネクタを含む、請求項３６に記載のＹ字形状入口マニホールド分岐取付部。
【請求項３９】
　組み込まれたバルブ、クランプ、キャップ、および／またはその他の閉鎖機構をさらに
備える、請求項３６に記載のＹ字形状入口マニホールド分岐取付部。
【請求項４０】
　手動遮断バルブである前記Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部に組み込まれたバルブ
をさらに備える、請求項３６に記載のＹ字形状入口マニホールド分岐取付部。
【請求項４１】
　電気機械式バルブである前記Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部に組み込まれたバル
ブをさらに備える、請求項３６に記載のＹ字形状入口マニホールド分岐取付部。
【請求項４２】
　コントローラが、前記バルブと通信して、各バルブを個別に、またはユニットとして開
閉することができる、請求項４１に記載のＹ字形状入口マニホールド分岐取付部。
【請求項４３】
　前記接合部が、前記接合部の周りで前記シャフトを回転させるヒンジを含む、請求項３
６に記載のＹ字形状入口マニホールド分岐取付部。
【請求項４４】
　前記シャフトが可撓性のプラスチックチューブである、請求項３６に記載のＹ字形状入
口マニホールド分岐取付部。
【請求項４５】
　前記Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部が、柔らかいシリコーンスリーブで包まれて
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いる、請求項３６に記載のＹ字形状入口マニホールド分岐取付部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２０１７年２月２８日に提出された「ＭＵＬＴＩＰＬＥ　ＤＲＥＳＳＩＮＧ
　ＮＥＧＡＴＩＶＥ　ＰＲＥＳＳＵＲＥ　ＷＯＵＮＤ　ＴＨＥＲＡＰＹ　ＳＹＳＴＥＭ」
と題された米国仮出願第６２／４６４，９８８号、２０１７年２月２８日に提出された「
ＭＵＬＴＩＰＬＥ　ＤＲＥＳＳＩＮＧ　ＮＥＧＡＴＩＶＥ　ＰＲＥＳＳＵＲＥ　ＷＯＵＮ
Ｄ　ＴＨＥＲＡＰＹ　ＳＹＳＴＥＭ」と題された米国仮出願第６２／４６４，９９２号、
２０１７年２月２８日に提出された「ＭＵＬＴＩＰＬＥ　ＤＲＥＳＳＩＮＧ　ＮＥＧＡＴ
ＩＶＥ　ＰＲＥＳＳＵＲＥ　ＷＯＵＮＤ　ＴＨＥＲＡＰＹ　ＳＹＳＴＥＭ」と題された米
国仮出願第６２／４６５，０１１号、の優先権を主張し、これらのそれぞれは、その全体
が参照により本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　本明細書に記載の実施形態は、例えば、陰圧創傷療法と組み合わせた複数の創傷被覆材
を使用して創傷を治療する装置、システム、および方法に関する。
【０００３】
　関連技術の説明
　陰圧創傷療法（ＮＰＷＴ）は、創傷部位における肉芽組織の形成を促進し、かつ人体の
通常の炎症プロセスを補助しながら、同時に有害なサイトカインおよび／またはバクテリ
アを含む可能性がある過剰な流体を除去することにより、創傷の治癒を促進する。ところ
が、既存のＮＰＷＴシステムは、一度に一つの創傷のみを治療できるため、典型的に少な
くとも限定される。既存のＮＰＷＴシステムが二つ以上の創傷を治療するために使用され
る場合、これは効果的でない不正確な治療をもたらす。しかしながら、治療の便益を完全
に実現するには、ＮＰＷＴのさらなる改良が必要とされる。
【発明の概要】
【０００４】
　いくつかの実施形態では、陰圧創傷療法装置は、陰圧源、複数の圧力センサ、およびコ
ントローラが含まれる。陰圧源は、複数の流体流路を介して複数の創傷被覆材に結合し、
陰圧を複数の創傷被覆材に提供するように構成された複数の入口を含む。複数の流体流路
は、第一の創傷被覆材を複数の入口の第一の入口に流体接続するように構成された第一の
流体流路と、第二の創傷被覆材を複数の入口の第二の入口に流体接続するように構成され
た第二の流体流路とを含む。複数の圧力センサは、流体流路内の圧力を測定するように構
成される。複数の圧力センサは、第一の流体流路内の圧力を測定するように構成された第
一の圧力センサと、第二の流体流路内の圧力を測定するように構成された第二の圧力セン
サとを含む。コントローラは、陰圧源を操作し、第一または第二の圧力センサの少なくと
も一つによって測定される圧力に基づいて、第一または第二の流体流路の少なくとも一つ
に関連する少なくとも一つの動作状態の表示を提供するように構成される。
【０００５】
　前述の段落の装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載される以下の特
徴の、任意の組み合わせを含み得る。少なくとも一つの動作状態は、閉塞、漏れ、過圧ま
たは被覆材フル状態を含み得る。装置は、陰圧源および第一および第二の入口を支持する
ように構成されたハウジングをさらに含み得る。第一の流体流路は、ユーザに第一の創傷
被覆材と陰圧源との間の流体接続を示すように構成された第一の識別子を含み得る。第二
の流体流路は、ユーザに第二の創傷被覆材と陰圧源との間の流体接続を示すように構成さ
れた第二の識別子を含み得る。第一および第二の識別子が、印刷された絵文字、印刷され
たアイコン、エンボス加工が施された絵文字、エンボス加工が施されたアイコン、点字文
字、または色コードの少なくとも一つを含み得る。第一および第二の識別子は、入口マニ
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ホールド分岐取付部に近接して位置付けられ得る。コントローラは、第一の流体流路内の
動作状態と関連する第一の表示、および第二の流体流路内の動作状態に関連する第二の表
示を提供するようにさらに構成され得る。第一および第二の表示は、視覚的または音声表
示の一つまたは複数とすることができる。
【０００６】
　いくつかの実施形態では、陰圧創傷療法装置は、陰圧源、圧力センサ、およびコントロ
ーラを含み得る。陰圧源は、複数の流体流路を介して複数の創傷被覆材に結合し、陰圧を
複数の創傷被覆材に提供するように構成された複数の入口を含み得る。複数の流体流路は
、第一の創傷被覆材を複数の入口の第一の入口に流体接続するように構成された第一の流
体流路と、第二の創傷被覆材を複数の入口の第二の入口に流体接続するように構成された
第二の流体流路とを含み得る。第一の流体流路は、流れ制限器または流れ拡大器と、複数
の流体流路の少なくとも一つの圧力を測定するように構成された圧力センサとを含み得る
。コントローラは、陰圧源を操作し、圧力センサによって測定される圧力に基づいて、第
一または第二の流体流路の少なくとも一つに関連する少なくとも一つの動作状態の表示を
提供するように構成することができる。
【０００７】
　前述の段落の装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載される以下の特
徴の、任意の組み合わせを含み得る。少なくとも一つの動作状態は、閉塞、漏れ、過圧ま
たは被覆材フル状態の一つまたは複数を含み得る。コントローラが、経時的な圧力変化に
基づいて、少なくとも一つの動作状態の表示を提供するように構成され得る。第一の流体
流路内の経時的な圧力変化は、第二の流体流路内の経時的な圧力変化とは異なることがで
きる。コントローラは、第一および第二の流体流路の経時的な圧力変化の差異に基づいて
、第一または第二の流体流路内の閉塞を検知するようにさらに構成することができる。装
置は、陰圧源および第一および第二の入口を支持するように構成されたハウジングをさら
に含み得る。第一の流体流路は、ユーザに第一の創傷被覆材と陰圧源との間の流体接続を
示すように構成された第一の識別子を含み得る。第二の流体流路は、ユーザに第二の創傷
被覆材と陰圧源との間の流体接続を示すように構成された第二の識別子を含み得る。第一
および第二の識別子が、印刷された絵文字、印刷されたアイコン、エンボス加工が施され
た絵文字、エンボス加工が施されたアイコン、点字文字、または色コードの少なくとも一
つを含み得る。コントローラは、第一の流体流路内の動作状態と関連する第一の表示、お
よび第二の流体流路内の動作状態に関連する第二の表示を提供するようにさらに構成され
得る。第一および第二の表示は、視覚的または音声表示の一つまたは複数とすることがで
きる。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、陰圧療法装置は、陰圧源、圧力センサ、およびコントローラ
を含み得る。陰圧源は、複数の流体流路を介して、複数の創傷被覆材に結合し、陰圧を複
数の創傷被覆材に提供するように構成することができる。複数の流体流路は、第一の流体
流路および第二の流体流路を含み得る。第一の流体流路は、第一の創傷被覆材を陰圧源に
流体接続するように構成され得る。第一の流体流路が第一の流体流路内に流体の通過を阻
止するように構成された第一のバルブを有することができる。第二の流体流路は、陰圧源
に第二の創傷被覆材を流体接続するように構成され得る。第二の流体流路は、第二の流体
流路内の流体の通過を阻止するように構成された第二のバルブを有することができる。複
数の圧力センサは、複数の流体流路内の圧力を測定するように構成され得る。コントロー
ラは、陰圧源を操作し、測定された圧力に基づいて第一または第二の流体経路の少なくと
も一つに関連付けられた動作状態を検知するように構成され得る。
【０００９】
　前述の段落の装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載される以下の特
徴の、任意の組み合わせを含み得る。コントローラが、第一のバルブが開いて、第一の流
体流路内の流体の通過を可能にし、第二のバルブが閉じて、第二の流体流路内の流体の通
過を阻止するとき、第一の流体流路内の動作状態を検知するように構成され得る。第一の
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流体流路内の動作状態は、第一の流体流路内の閉塞を含み得る。複数の流体流路は、陰圧
源に第三の創傷被覆材を流体接続するように構成された第三の流体流路をさらに含み得る
。第三の流体流路は、第三の流体流路内の流体の通過を阻止するよう構成された第三のバ
ルブを含み得る。コントローラが、第一のバルブが開いて、第一の流体流路内の流体の通
過を可能にし、第二のバルブが閉じて、第二の流体流路内の流体の通過を阻止し、第三の
バルブが閉じて第三の流体流路内の流体の通過を阻止するとき、第一の流体流路内の動作
状態を検知するように構成され得る。
【００１０】
　前述の二段落のいずれかの装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載さ
れる以下の特徴の、任意の組み合わせを含み得る。コントローラが、第一のバルブを閉じ
て、第一の流体流路内の流体の通過を阻止し、第二のバルブを閉じて、第二の流体流路内
の流体の通過を阻止し、第三のバルブを開いて、第三の流体流路内の流体の通過を可能に
し、測定された圧力を第一の閾値と比較することに基づき、第三の流体流路内の閉塞の存
在を判定し、閉塞が第三の流体流路内に存在すると判定することに応答して、閉塞の表示
をユーザに提供するように構成され得る。コントローラが、第三の流体流路の閉塞を判定
することに応答して、第一のバルブを開いて、第一の流体流路内の流体の通過を可能にし
、第二のバルブを開いて、第二の流体流路内の流体の通過を可能にし、第三のバルブを閉
じて、第三の流体流路内の流体の通過を阻止し、測定された圧力を第二の閾値と比較する
ことに基づき、第一および第二の流体流路の一つまたは複数における閉塞の存在を判定し
、閉塞が第一および第二の流体流路に存在しないと判定することに応答して、第三の創傷
被覆材を交換するための表示を提供するように、さらに構成され得る。コントローラは閉
塞が第一または第二の流体流路の少なくとも一つに存在すると判定することに応答して、
閉塞の表示をユーザに提供するように、さらに構成され得る。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、陰圧創傷療法装置を操作する方法は、第一の流体流路に関連
付けられた第一のバルブを閉じることを含む。第一の流体流路は、陰圧源と第一の創傷被
覆材との間の流体接続を提供するように構成され得る。第一のバルブを閉じることは、第
一の流体流路内の流体の流れを阻止することができる。方法は、第二の流体流路に関連付
けられた第二のバルブを開くことをさらに含み得る。第二の流体流路は、陰圧源と第二の
創傷被覆材の間の流体接続を提供するように構成され得る。第二のバルブを開くことによ
って、第二の流体流路内の流体の流れが可能となりうる。方法は、第二の流体流路内の測
定された圧力に少なくとも部分的に基づいて、第二の流体流路と関連付けられる動作状態
を判定することをさらに含み得る。方法は、動作状態の表示を提供することをさらに含み
得る。
【００１２】
　前述の段落の方法はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載される以下の特
徴またはステップの、任意の組み合わせを含み得る。第二の流体流路に関連する動作状態
は、第二の流体流路内の閉塞を含み得る。方法は、第二の流体流路の閉塞を判定すること
に応答して、第二のバルブを閉じて第一のバルブを開くことと、第二の被覆材を交換する
ための表示を提供することと、をさらに含み得る。方法は、第一の流体流路に関連付けら
れた動作状態を判定することをさらに含み得る。方法は、陰圧源と第三の創傷被覆材との
間の流体接続を提供するように構成された第三の流体流路をさらに含み得る。第三の流体
流路は、陰圧源と第三の創傷被覆材の間の流体接続を提供するように構成された第三のバ
ルブを含み得る。第三のバルブを閉じることは、第三の流体流路内で流体の流れを阻止す
る。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、陰圧創傷療法装置を操作する方法は、第一の流体流路に関連
付けられた第一のバルブを開くことを含む。第一の流体流路は、陰圧源と第一の創傷被覆
材との間の流体接続を提供するように構成され得る。第一のバルブブを閉じることは、第
一の流体流路内に流体の流れを阻止する。方法は、第二の流体流路に関連付けられた第二
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のバルブを閉じることをさらに含み得る。第二の流体流路は、陰圧源と第二の創傷被覆材
の間の流体接続を提供するように構成され得る。第二のバルブを開くことは、第二の流体
流路内の流体の流れを可能にする。方法は、第三の流体流路に関連付けられた第三のバル
ブを閉じることをさらに含み得る。第三の流体流路は、陰圧源から第三の創傷被覆材へ流
体接続を提供するように構成され得る。第三のバルブブロックを閉じることは、第三の流
体流路内に流体の流れを阻止する。方法は、第一の流体流路内の測定された圧力に少なく
とも部分的に基づいて、第一の流体流路内の閉塞の存在を判定することをさらに含み得る
。方法は、第一の流体流路における閉塞を判定したとき、第一のバルブを閉じることと、
（例えば、第一のバルブを閉じることが第一の流体流路内の流体の流れを阻止する）第二
および第三のバルブを開くことと、（例えば、第二および第三のバルブを開くことが第二
および第三の流体流路内の流体の流れを可能にする）第二または第三の流体流路の少なく
とも一つにおける閉塞の存在を判定することと、第二および第三の流体流路に閉塞がない
ことを判定することに応答して、ユーザが第一の創傷被覆材を置き換えるよう表示を提供
することと、第二または第三の流体流路の少なくとも一つに閉塞があると判定することに
応答して、ユーザに表示を提供することと、をさらに含み得る。
【００１４】
　いくつかの実施形態では、陰圧療法装置は創傷被覆材を含み得る。創傷被覆材は、創傷
に面する側および創傷に面する側と反対側の非創傷面側を含む実質的に伸縮可能な創傷接
触層を含み得る。創傷接触層の創傷に面する側は、創傷に接触するように構成され得る。
創傷接触層の創傷に面する側は、複数の電子構成要素および複数の電子構成要素の少なく
とも一部を接続する複数の電子接続を支持することができる。創傷接触層の創傷に面する
側は、複数の電子構成要素から少なくとも一つの電子構成要素を支持する実質的に非伸縮
性の材料の第一の領域を含み得る。少なくとも一つの電子構成要素は、接着材料を有する
実質的に非伸縮性の材料の第一の領域に取り付けられうる。
【００１５】
　前述の段落の装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載される以下の特
徴の、任意の組み合わせを含み得る。創傷接触層の創傷に面する側は、複数の電子接続か
らの少なくとも一つの電子接続を支持する実質的に非伸縮性の材料の第二の領域を含み得
る。創傷接触層は、複数の電子構成要素および複数の電子接続および少なくとも複数の電
子構成要素および複数の電子接続を覆う相似被覆を支持する基材を含み得る。相似被覆は
、流体が複数の電子構成要素と複数の電子接続と接触することを防ぐように構成され得る
。基材は熱可塑性ポリウレタンから形成され、相似被覆はウレタンから形成され得る。創
傷接触層は、陰圧が創傷に加えられた時に流体が創傷接触層を通過できるように構成され
た複数の穿孔を含み得る。複数の穿孔が、創傷から除去された流体が創傷に向かって流れ
戻ることを防止するために、実質的に一方向の流体の流れが創傷接触層を通過するのを可
能にするようにさらに構成され得る。
【００１６】
　前述の二段落のいずれかの装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載さ
れる以下の特徴の、任意の組み合わせを含み得る。創傷接触層の創傷に面する側は、創傷
内の少なくとも一つの電子構成要素を位置付けるように構成された追加的な接着材料の領
域を含み得る。創傷接触層の創傷に面する側は、少なくとも一つの電子構成要素を囲む実
質的に非伸縮性の材料の第三の領域を含み得る。少なくとも一つの電子構成要素は、セン
サ、発光体、プロセッサ、または通信コントローラの一つまたは複数を含み得る。複数の
電子接続は、複数の電気トレースを含み得る。装置は、創傷被覆材と流体接続するように
構成される、陰圧源をさらに含み得る。創傷被覆材は、創傷接触層の非創傷面側の上に位
置付けられた吸収層と、吸収層の上に位置付けられた裏当て層とをさらに含み得る。創傷
接触層は裏当て層に封止され得る。装置は、裏当て層のポートをさらに含み得る。ポート
は創傷被覆材を陰圧源に流体接続するように構成され得る。接着材料は熱硬化性でありう
る。
【００１７】
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　前述の段落のいずれかの装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載され
る以下の特徴の、任意の組み合わせを含み得る。装置は、複数の創傷被覆材の少なくとも
一つをチェックするようにユーザに警告するように構成されたインジケータと、インジケ
ータを定期的に起動するように構成されたプロセッサと、ユーザが複数の創傷被覆材の少
なくとも一つをチェックするために、ユーザが警告をリセットすることを許可にするよう
に構成されたボタンと、をさらに含み得る。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、創傷被覆材を製造する方法は、創傷に面する側および創傷に
面する側に対向する非創傷面側を含む、実質的に伸縮可能な創傷接触層を提供することを
含む。創傷接触層の創傷に面する側は、創傷に接触するように構成され得る。方法は、実
質的に非伸縮性の材料の第一の領域を、創傷接触層の創傷に面する側上に位置付けること
と、複数の電子構成要素および複数の電子接続を創傷接触層の創傷に面する側に位置付け
ることと、をさらに含み得る。複数の電子構成要素からの少なくとも一つの電子構成要素
が、実質的に非伸縮性の材料の第一の領域によって支持され、少なくとも一つの電子構成
要素が接着材料で実質的に非伸縮性の材料の第一の領域に取り付けられうる。
【００１９】
　前述の段落の方法はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載される以下の特
徴またはステップの、任意の組み合わせを含み得る。創傷接触層は基材を含み得る。方法
は、複数の電子構成要素および複数の電子接続の周りで基材を穿孔することと、少なくと
も複数の電子構成要素および複数の電子接続にわたって相似被覆を塗布することと、をさ
らに含み得る。相似被覆は、流体が複数の電子構成要素と複数の電子接続と接触すること
を防ぐように構成され得る。方法はさらに、複数の電子構成要素および複数の電子接続の
周りで基材を穿孔する前に、基材上の複数の電子構成要素および複数の電子接続の複数の
場所を識別することを含み得る。複数の位置を識別することは、基材上に位置するＲＦＩ
Ｄチップまたはアンテナの位置、または基材の外部の電子構成要素に接続されるように構
成された電子接続の位置の一つまたは複数を識別することを含み得る。
【００２０】
　前述の二段落のいずれかの方法はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載さ
れる以下の特徴またはステップの、任意の組み合わせを含み得る。方法はさらに、追加的
接着材料の領域を創傷接触層の創傷に面する側に適用することを含み得る。追加的な接着
材料は、創傷内の少なくとも一つの電子構成要素を位置付けるように構成され得る。方法
はさらに、追加的接着材料の領域を適用する前に、少なくとも一つの電子構成要素の位置
を識別することを含み得る。創傷接触層は基材を含み得る。方法はさらに、少なくとも複
数の電子構成要素および複数の電子接続にわたって相似被覆を塗布することを含み得る。
相似被覆は、流体が複数の電子構成要素と複数の電子接続と接触することを防ぐように構
成され得る。方法は、接着材料の領域を、創傷接触層の創傷に面する側に適用することで
あって、追加的接着材料が創傷内に少なくとも一つの電子構成要素を位置付けるように構
成されるように、適用することと、複数の電子構成要素および複数の電子接続の周りで基
材を穿孔することと、をさらに含み得る。方法はさらに、複数の電子構成要素および複数
の電子接続の周りで基材を穿孔する前に、基材上の複数の電子構成要素および複数の電子
接続の複数の場所を識別することを含み得る。
【００２１】
　前述の三段落のいずれかの装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載さ
れる以下の特徴またはステップの、任意の組み合わせを含み得る。方法はさらに、接着材
料の領域を適用する前に、少なくとも一つの電子構成要素の位置を識別することをさらに
含み得る。複数の位置を識別することは、基材上に位置するＲＦＩＤチップまたはアンテ
ナの位置、または基材の外部の電子構成要素に接続されるように構成された電子接続の位
置の一つまたは複数を識別することを含み得る。方法は、実質的に非伸縮性の材料の第二
の領域を、創傷接触層の創傷に面する側上に位置付けることと、第二の領域上の複数の電
子接続から少なくとも一つの電子接続を支持することと、をさらに含み得る。方法は、創
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傷接触層の創傷に面する側上に位置する実質的に非伸縮性の材料の第三の領域によって少
なくとも一つの電子構成要素を囲むことをさらに含み得る。方法は、創傷接触層を少なく
とも一つの切断線に沿って切断して、複数の電子構成要素および複数の電子接続を含む創
傷接触層の領域を分離することと、創傷接触層の領域を、吸収層または裏当て層の一つま
たは複数に取り付け、創傷被覆材を形成することと、をさらに含み得る。基材は熱可塑性
ポリウレタンであってもよく、また相似被覆はウレタンから形成される。接着材料は熱硬
化性でありうる。
【００２２】
　以下に開示されるポンプの実施形態のいずれも、および、陰圧創傷療法の実施形態のい
ずれも含むがこれらに限定しないものとし、本出願に開示された配置または実施形態のい
ずれかの特徴、構成要素、または詳細のいずれも、新しい配置および実施形態を形成する
よう本明細書に開示された配置または実施形態のいずれかのその他の特徴、構成要素、ま
たは詳細のいずれとも相互に組み合わせ可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は、いくつかの実施形態によるＴＮＰ装置および遠隔データ処理システムを
含む陰圧療法システムを示す。
【図２】図２は、図１のＴＮＰ装置を含む陰圧療法システム、ならびに入口マニホールド
分岐取付部、圧力センサおよび複数の流体流路、いくつかの実施形態による創傷上に配置
された創傷被覆材を図示する。
【図３】図３は、図２の陰圧療法システム２００のいくつかの実施形態を図示したもので
ある。
【図４Ａ】図４Ａは、いくつかの実施形態による、図３の入口マニホールド分岐取付部を
例示する。
【図４Ｂ】図４Ｂは、いくつかの実施形態による、図３の入口マニホールド分岐取付部を
例示する。
【図４Ｃ】図４Ｃは、いくつかの実施形態による、図３の入口マニホールド分岐取付部を
例示する。
【図５】図５は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムの図を示す。
【図６】図６は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムの図を示す。
【図７】図７は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムの図を示す。
【図８Ａ】図８Ａは、いくつかの実施形態によるＴＮＰ装置の図を示す。
【図８Ｂ】図８Ｂは、いくつかの実施形態によるＴＮＰ装置の図を示す。
【図９】図９は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムによって実施される診
断プロセスを示す。
【図１０】図１０は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムによって実施され
る診断プロセスを示す。
【図１１】図１１は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムによって実施され
る診断プロセスを示す。
【図１２Ａ】図１２Ａは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置を図示したものであ
る。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置を図示したものであ
る。
【図１２Ｃ】図１２Ｃは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置を図示したものであ
る。
【図１２Ｄ－Ｇ】図１２Ｄ～図１２Ｇは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置のユ
ーザインターフェースを図示する。
【図１３】図１３は、いくつかの実施形態による創傷被覆材を図示する。
【図１４】図１４は、創傷被覆材に接続された流体コネクタの一実施形態の断面を図示す
る。



(13) JP 2020-508767 A 2020.3.26

10

20

30

40

50

【図１５Ａ】図１５Ａは、いくつかの実施形態による陰圧インジケータを組み込む創傷被
覆材の実施形態を図示する。
【図１５Ｂ－Ｃ】図１５Ｂおよび図１５Ｃは、いくつかの実施形態による陰圧インジケー
タを組み込む創傷被覆材の実施形態を図示する。
【図１５Ｄ】図１５Ｄは、いくつかの実施形態による陰圧インジケータを組み込む創傷被
覆材の実施形態を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本明細書に開示された実施形態は、陰圧源および創傷被覆材構成要素および装置を含む
、減圧によって複数の創傷を治療する装置および方法に関する。創傷に重ね、パッキング
する材料を含む装置および構成要素は、本明細書では総称して被覆材として称される場合
がある。
【００２５】
　本明細書に開示するいくつかの実施形態は、ヒトまたは動物の体に対する創傷療法に関
する。そのため、本明細書における創傷へのいかなる言及も、ヒトまたは動物の体上の創
傷を指すことができ、本明細書における体へのいかなる言及も、ヒトまたは動物の体を指
し得る。本明細書で使用される用語「創傷」は、幅広い通常の意味を有するのに加えて、
陰圧を使用して治療されてもよい、患者のいかなる体の一部を含む。創傷という用語は広
く解釈され、皮膚が断裂、切開、もしくは穿孔される、または外傷によって挫傷が引き起
こされる開放創および閉鎖創、あるいは患者の皮膚における任意の他の表面もしくは他の
状態または欠陥、あるいは減圧治療によって利益を得る他のものを包含することを理解さ
れたい。よって、創傷は、流体が生成されることもされないこともある、組織の任意の損
傷領域として広く定義される。そのような創傷の例としては、腹部創傷、または手術、外
傷、胸骨切開、筋膜切開、あるいは他の状態のいずれかの結果としての他の大規模または
切開性の創傷、裂開創傷、急性創傷、慢性創傷、亜急性創傷および裂開創傷、外傷性創傷
、フラップおよび皮膚移植片、裂傷、擦傷、挫傷、火傷、糖尿病性潰瘍、褥瘡性潰瘍、ス
トーマ、術創、外傷性潰瘍および静脈性潰瘍などが挙げられるが、それらに限定されない
。
【００２６】
　そのような創傷の治療は、陰圧創傷療法を使用して実施することができ、減圧または陰
圧が、創傷の治癒を容易にして促進するように、創傷に印加され得る。本明細書に開示さ
れる創傷被覆材および方法は、身体の他の部分に適用されてもよく、創傷の治療に必ずし
も限定されないことも、理解されるであろう。
【００２７】
　本開示の実施形態は、概して、局所陰圧（ＴＮＰ）療法システムで使用するように適用
可能であることが理解されるであろう。手短に言えば、陰圧創傷療法は、組織の浮腫を減
少させ、血流および顆粒組織形成を促し、過度の滲出液を除去することによって、「治癒
が困難な」創傷の多くの形態を閉鎖および治癒するのを支援し、細菌負荷（および、それ
ゆえ感染リスク）を低減してもよい。加えて、治療によって、創傷の不安を減らすことが
可能になり、より早期の治癒に導く。ＴＮＰ療法システムはまた、流体を除去し、閉鎖の
並列された位置で組織を安定化するのに役立つことで、外科的に閉じられた創傷の治癒を
支援してもよい。ＴＮＰ治療のさらなる有益な使用は、過剰な流体を除去することが重要
であり、組織の生存度を確保するために移植片が組織に近接していることが求められる、
移植片およびフラップにおいて見出すことができる。
【００２８】
　本明細書に使用する通り、－ＸｍｍＨｇなど、減圧または陰圧レベルは、７６０ｍｍＨ
ｇ（または１ａｔｍ、２９．９３ｉｎＨｇ、１０１．３２５ｋＰａ、１４．６９６ｐｓｉ
など）に相当し得る、平常の周囲気圧に対する圧力レベルを表す。したがって、陰圧値－
ＸｍｍＨｇは、例えば、７６０ｍｍＨｇをＸｍｍＨｇ下回る、すなわち言い換えると、圧
力（７６０－Ｘ）ｍｍＨｇという圧力を反映する。加えて、ＸｍｍＨｇよりも「低い」ま



(14) JP 2020-508767 A 2020.3.26

10

20

30

40

50

たは「小さい」陰圧は、気圧により近い圧力に相当する（例えば、－４０ｍｍＨｇは－６
０ｍｍＨｇよりも低い）。－ＸｍｍＨｇよりも「高い」または「大きい」陰圧は、気圧か
らより離れた圧力に相当する（例えば、－８０ｍｍＨｇは－６０ｍｍＨｇよりも高い）。
いくつかの実施形態では、局所的な周囲気圧は基準点として使用され、そのような局所的
な気圧は、必ずしも、例えば、７６０ｍｍＨｇでなくてもよい。
【００２９】
　本開示のいくつかの実施形態に関する陰圧範囲は、約－８０ｍｍＨｇ、または約－２０
ｍｍＨｇから－２００ｍｍＨｇの間であり得る。これらの圧力は、７６０ｍｍＨｇであり
得る、平常の周囲気圧に対して相対的であることには留意されたい。それゆえ、－２００
ｍｍＨｇは、実質的には約５６０ｍｍＨｇであろう。いくつかの実施形態では、圧力範囲
は、約－４０ｍｍＨｇと－１５０ｍｍＨｇとの間であり得る。あるいは、－７５ｍｍＨｇ
以下、－８０ｍｍＨｇ以下、または－８０ｍｍＨｇ超過の圧力範囲が使用され得る。また
、他の実施形態では、－７５ｍｍＨｇを下回る圧力範囲が使用され得る。代替として、お
よそ－１００ｍｍＨｇまたはさらに－１５０ｍｍＨｇより上の圧力範囲が、陰圧装置によ
り供給され得る。
【００３０】
　本明細書に記載する創傷閉鎖デバイスのいくつかの実施形態では、創傷収縮の増加が、
囲んでいる創傷組織における組織拡張の増加につながり得る。この影響は、場合により、
創傷閉鎖デバイスの実施形態によって創傷に適用される引張力の増加と連動して、組織に
適用される力を変化させること、例えば、時間と共に創傷に適用される陰圧を変化させる
ことによって増大する場合がある。いくつかの実施形態では、例えば、正弦波、方形波を
使用して、および／または一つまたは複数の患者の生理学的指標（心拍など）と同期して
、時間と共に陰圧を変化させてもよい。
【００３１】
　図１は、いくつかの実施形態によるＴＮＰ装置１０２および遠隔データ処理システム１
２２を含む陰圧療法システム１００を示す。ＴＮＰ装置１０２は、流体流路を介してＴＮ
Ｐ装置１０２と流体連通する創傷被覆材を使用して創傷を治療するように使用され得る。
ＴＮＰ装置１０２には、相互に電気的通信するように構成される、コントローラ１０４、
メモリデバイス１０６、陰圧源１０８と、ユーザインターフェース１１０と、電源１１２
と、圧力センサ１１４と、トランシーバ１１６とを含み得る。電源１１２は、ＴＮＰ装置
１０２の一つまたは複数の構成要素に電力を供給することができる。
【００３２】
　コントローラ１０４は、少なくともメモリデバイス１０６に格納された指示に従って、
ＴＮＰ装置１０２の一つまたは複数の他の構成要素の動作を制御することができる。例え
ば、コントローラ１０４は、陰圧源１０８の動作およびそれによる陰圧の供給を制御する
ことができる。陰圧源１０８には、限定されないが、ロータリーダイヤフラムポンプまた
は他のダイヤフラムポンプ、圧電ポンプ、蠕動ポンプ、ピストンポンプ、ロータリーベー
ンポンプ、液封式ポンプ、スクロールポンプ、圧電変換器によって動作するダイヤフラム
ポンプ、または他の任意の好適なポンプもしくはマイクロポンプ、あるいは上記のものの
任意の組み合わせなどのポンプを含み得る。ユーザインターフェース１１０は、ユーザ入
力を受信するか、またはユーザ出力を患者または介護者に提供する一つまたは複数の要素
を含み得る。ユーザ入力を受信する一つまたは複数の要素は、ボタン、スイッチ、ダイヤ
ル、またはタッチスクリーンなどを含み得る。
【００３３】
　圧力センサ１１４は、（ｉ）ＴＮＰ装置１０２および創傷被覆材接続する流体流路の圧
力、（ｉｉ）創傷被覆材での圧力、（ｉｉｉ）ＴＮＰ装置１０２における圧力、またはそ
の中の圧力をなど、創傷被覆材下の圧力を監視するために使用できる。いくつかの実施で
は、圧力センサ１１４は、ＴＮＰ装置１０２を複数の創傷被覆材に接続する複数の流路な
ど、複数の流体流路の圧力を測定するように位置付けられた少なくとも二つ以上の圧力セ
ンサを含み得る。その他の実装では、圧力センサ１１４は、圧力の差異測定を行うことを
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可能にするよう、流体流路に位置付けられるか、または流体流路に流体接続される少なく
とも二つ以上の圧力センサを含み得る。例えば、第一の圧力センサは、創傷の上流に（例
えば、ＴＮＰ装置１０２の入口に、またはその近くに）位置付けられてもよく、第二の圧
力センサは、創傷におけるもしくは創傷の近くの、またはキャニスタまたは被覆材におけ
るもしくはそれらの近くの圧力を検知するように位置付けられてもよい。
【００３４】
　トランシーバ１１６は、ネットワーク１２０を介してデータ処理システム１２２と通信
するように使用され得る。トランシーバ１１６は、例えば、ＴＮＰ装置１０２によって管
理された療法プログラムに対するアラーム、測定された圧力、または変化のようなデバイ
ス使用データをデータ処理システム１２２に送信することができる。いくつかの実施例で
は、トランシーバ１１６は、陰圧療法システム内の一つまたは複数の遮断バルブと通信す
る。ネットワーク１２０は、例えば、セルラー方式通信ネットワークのような有線または
無線通信ネットワークなどの通信ネットワークであることができる。メモリデバイス１０
６は、トランシーバ１１６によって送信され得るデバイス使用データを記憶するように使
用され得る。いくつかの実施形態では、データ処理システム１２２は、動作パラメータな
どのデータをＴＮＰ装置１０２に送信できる。
【００３５】
　図２は、いくつかの実施形態による陰圧療法システム２００を示す。システム２００は
、図１のＴＮＰ装置１０２と、第一の流体流路２０８と、第一の創傷２２０上に置かれる
ように構成された第一の創傷被覆材２０２と、第二の流体流路２１０と、第二の創傷２２
２上に置かれるように構成された第二の創傷被覆材２０４と、入口マニホールド分岐取付
部２０６、および第三の流体流路２１２とを含む。ＴＮＰ装置１０２は、第一の流体流路
２０８、入口マニホールド分岐取付部２０６、および第三の流体流路２１２を介して、Ｔ
ＮＰ装置１０２と流体連通する第一の創傷被覆材２０２を使用して、第一の創傷２２０を
治療するために使用され得る。ＴＮＰ装置１０２はまた、第二の流体流路２１０、入口マ
ニホールド分岐取付部２０６、および第三の流体流路２１２を介して、ＴＮＰ装置１０２
と流体連通する第二の創傷被覆材２０４を使用して第二の創傷２２２を治療するために使
用することができる。
【００３６】
　入口マニホールド分岐取付部２０６は、ＴＮＰ装置１０２と第一および第二の創傷被覆
材との間に取り付けられ、それによって有利なことに、ＴＮＰ装置１０２が同時に創傷被
覆材の両方の中またはその下で陰圧を生成し維持することを可能にする。この例では、入
口マニホールドはＴＮＰ装置に組み込まれていない。代わりに、Ｙ型コネクタなどの入口
マニホールド分岐取付部２０６が、第一および第二の流体流路２０８－Ｂを第三の流体流
路２１２に接続するために使用される。他の実施例では、入口マニホールドは、第一およ
び第二の流体流路が統合された入口マニホールドを介してＴＮＰ装置に直接接続するよう
に（図１２Ａ～図１２Ｃに示すように）ＴＮＰ装置１０２に組み込むことができる。
【００３７】
　第三の流体流路２１２内の圧力を測定するために、圧力センサ１１４が、例えば、ＴＮ
Ｐ装置１０２の入口においてまたはその近くにおいて、第三の流体流路２１２に位置付け
られる。ＴＮＰ装置１０２のコントローラは、圧力センサ１１４によって測定された圧力
を監視し、陰圧療法システム２００内で動作状態（例えば、閉塞、漏れ、過圧または被覆
材フル状態）が発生したかどうかを判定することができる。
【００３８】
　いくつかの実例では、コントローラは、測定された圧力を予想される測定された圧力（
または流れ）と比較することによって動作状態が存在すると判定できる。「予想される」
圧力（または流れ）は、正常な状態で動作する陰圧システムにおける圧力センサによって
測定される圧力とすることができる。予想圧力は、陰圧源（またはユーザによって選択さ
れる圧力）によって供給される圧力に等しいか、またはほぼ同等であってもよい（例えば
、１、２、３、４、５、１０、１５、または２０Ｍｍｈｇ以内）。対照的に、「予想外の
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」圧力（または流動）は、予想圧力（または流動）以外の任意の測定された圧力とするこ
とができる。例えば、いくつかの実施例では、閉塞、過圧、または被覆材フル状態を経験
する創傷被覆材は、圧力センサを予想圧力よりも低く（例えば、より正の圧力）測定させ
うる。その他の例では、漏れ状態を経験する創傷被覆材は、圧力センサが、予想圧力より
も低い圧力を測定させうる。いくつかの実施例では、動作状態は、測定された圧力（例え
ば、測定された圧力のスパイク、ディップ、増加、または減少）を変更することができる
。いくつかの実施形態では測定された圧力は、それが期待されるか予想外のかを判定する
ために、一つまたは複数の閾値と比較される。
【００３９】
　いくつかの実施例では、ＴＮＰ装置１０２は、二つ以上の創傷被覆材が接続された時に
のみ機能する（例えば、陰圧を提供する）。さらに、ユーザを混乱させないように、単一
の創傷被覆材のみが接続されている場合に利用可能なＴＮＰ装置のいくつかのインジケー
タまたは機能は無効とし得る。例えば、いくつかの実例では、被覆材フルインジケータは
、二つ以上の接続された創傷被覆材を持つＴＮＰシステムでは使用できない。このため、
使用できない機能を使用してユーザを混乱させないように、被覆材フルインジケータを前
面パネルから無効または削除できる。
【００４０】
　図３は、陰圧療法システム２００いくつかの実施形態を示す。システム２００は、ＴＮ
Ｐ装置１０２、第一の流体流路２０８、第一の創傷被覆材２０２、第二の流体流路２１０
、第二の創傷被覆材２０４、複数の統合された入口マニホールドまたはコネクタ３０２、
３０４を含む。複数の統合された入口マニホールド３０２、３０４は、ＴＮＰ装置１０２
と統合され、第一の流体流路２０８を介して第一の創傷被覆材２０２および第二の流体流
路２１０を介して第二の創傷被覆材２０４に流体接続される。
【００４１】
　いくつかの実例では、流体流路２０８は、長くおよびＴＮＰ装置１０２から離れた位置
にあることができる。したがって、流体流路が一つまたは複数のインジケータ３０６、３
０８を含むことが望ましいことがあり、これは、ユーザが複数の統合された入口マニホー
ルド３０６、３０８の特定の入口にどの流体流路２０８が接続されていることを識別する
のに役立つ。
【００４２】
　示されるように、第一の流体流路２０８は複数の第一の識別子（星印）３０６を含み、
第二の流体流路２０８は複数の第二の識別子（三角）３０８を含む。両方の実例では、少
なくとも一つの識別子３０６、３０８は、入口マニホールド３０６、３０８に近接して位
置し、少なくとも一つの識別子は、創傷被覆材に近接して位置する。いくつかの実施例で
は、流体流路は三つ以上の識別子３０６、３０８を含み得る。例えば、識別子３０６、３
０８は、流体流路の長さにわたって位置することができる。さらに、別の方法として、識
別子３０６、３０８は、印刷された絵文字、印刷されたアイコン、エンボス加工が施され
た絵文字、エンボス加工が施されたアイコン、点字文字、または色コードなどを含み得る
。いくつかの実施例では、電子制御された表示（表示装置上のＬＥＤ、インジケータなど
）は、各流体流路と関連付けられる。これにより、ＴＮＰ装置１０２は、関連する被覆材
で発生した可能性のある動作状態を示すことが容易になる。
【００４３】
　いくつかの実施形態では第一および第二の流体流路の組み合わせ圧力を測定するために
、少なくとも一つの圧力センサを入口マニホールド（統合マニホールドまたは取付けマニ
ホールドのいずれか）と共に配置することができる。ＴＮＰ装置１０２のコントローラは
、圧力センサによって測定された圧力を監視し、流体流路のいずれかで動作状態が発生し
たかどうかを判定する。いくつかの態様では、コントローラは、第一の流体流路２０８内
の動作状態と関連する第一の表示、および第二の流体流路２１０内の動作状態に関連する
第二の表示を提供するように構成され得る。
【００４４】
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　いくつかの実施例では、陰圧療法システムは三つ以上の創傷被覆材を含む。従って、流
体流路および入口の数は、創傷被覆材の数に対応することができる。例えば、四つの創傷
被覆材を有する陰圧療法システムは、少なくとも四つの流体流路および少なくとも四つの
入口マニホールドを有することができる。いくつかの実施例では、単一の創傷被覆材は、
二つ以上の流体流路を介してＴＮＰ装置と通信するように構成され得る。いくつかの実施
例では、陰圧療法システムは、流体流路および／または創傷被覆材よりも多くの入口マニ
ホールドを含み得る。これらの例において、追加的な入口は無視またはプラグすることが
できる。
【００４５】
　図４Ａ～図４Ｃは、いくつかの実施形態による入口マニホールド分岐取付部２０６を例
示する。いくつかの実施例では、入口マニホールド分岐取付部２０６は、図３の統合され
た入口マニホールドの代わりに使用され得る。図示するように、Ｙ字形状入口マニホール
ド分岐取付部２０６は、三つの導管取付部分３０６、３０８、４１０を含み得る。ポンプ
導管取付部分４１０は、ポンプまたはＴＮＰ装置から延在する導管またはチューブに接続
するか、またはポンプ自体に接続するために使用できる。ポンプ導管取付部分４１０は、
Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部の近位端にオス非ルアーコネクタを含み得る。オス
コネクタは、導管またはポンプのメスコネクタに取り付けることができる。ポンプ導管取
付部分４１０は、取付部分から延在し、入口マニホールド分岐取付部２０６のＹ形状の底
部分を形成するシャフト４０８を有する。
【００４６】
　Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部は、二つの被覆材導管取付部分３０６、３０８も
含む。被覆材導管取付部分３０６、３０８は、創傷被覆材から延びる流体流路のカップリ
ングに接続するために使用され得る。いくつかの実施形態では、導管またはチューブは、
入口マニホールド分岐取付部をＹ字形状入口マニホールド分岐取付部２０６に接続するた
めに使用され得る。導管またはチューブは、軟質ブリッジ、硬質チューブまたは流体を輸
送する働きをしてもよい、いかなる他の装置であってもよい。導管またはチューブは、近
位端および遠位端におけるカップリングを含み得る。導管またはチューブは、遠位端にお
ける入口マニホールド分岐取付部のカップリングに接続され、導管の近位端でＹ字形状入
口マニホールド分岐取付部の導管取付部分に接続され得る。
【００４７】
　被覆材導管取付部分３０６、３０８は、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部の遠位端
にメス非ルアーコネクタを含み得る。メスコネクタは、入口マニホールド分岐取付部のカ
ップリングのオスコネクタまたは導管のカップリングに取り付けることができる。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、入口マニホールド分岐取付部２０６または導管は、組み込ま
れたバルブ、クランプ、キャップ、および／またはその他の閉鎖機構を含み得る。したが
って、一つの創傷被覆材へのおよびそれからの流体の流れまたは流体の通過は、別の創傷
被覆材が陰圧を適用し続ける間にブロックすることができる。いくつかの実施形態では、
閉鎖機構はバルブ（例えば、戻り止めバルブ）とすることができる。
【００４９】
　いくつかの実施例では、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部２０６に組み込まれたバ
ルブは、手動遮断バルブである。例えば、ユーザは、導管取付部分３０６に関連付けられ
たバルブを手動で閉じることができ、それによって、第一の創傷被覆材２０２へのおよび
それからの流体の流れを遮断することができる。同様に、ユーザは、導管取付部分３０８
に関連付けられたバルブを手動で閉じることができ、それによって、第二の創傷被覆材２
０４へのおよびそれからの流体の流れをと遮断することができる。いくつかの実施例では
、バルブは導管取付部分４１０内に存在し、ここで前述のバルブの閉鎖は第一および第二
の創傷被覆材２０２、２０４へのおよびそれからの流体の流れを遮断する。
【００５０】
　いくつかの実施例では、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部２０６に組み込まれたバ
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ルブは、電気機械式バルブである。例えば、コントローラ（例えば、図１で説明したＴＮ
Ｐ装置のコントローラ）は、バルブと通信して、各バルブを個別に、またはユニットとし
て開閉することができる。バルブとＴＮＰ装置１０２との間の通信は、有線または無線で
ありうる。例えば、ＴＮＰ装置１０２の無線トランシーバ（例えば、図１を参照）は、バ
ルブの無線トランシーバと通信することができる。バルブの無線トランシーバは、入口マ
ニホールド分岐取付部２０６内、または入口マニホールド分岐取付部２０６に近接して配
置され得る。
【００５１】
　被覆材導管取付部分３０６、３０８は、それぞれシャフト４０４、４０２を含み、コネ
クタのＹ形状の上部部分を形成する。シャフト４０４、４０２の近位端およびシャフト４
０８の遠位端は、接合部４０６で会合する。いくつかの実施形態において、接合部４０６
は、接合部４０６の周りにシャフト４０４、４０２、４０８の回転を許容するヒンジを含
み得る。いくつかの実施形態では、被覆材導管取付部分のシャフト４０４、４０２のみを
接合部４０６に対して移動でき、ポンプ導管取付部分のシャフト４０８は固定される。い
くつかの実施形態では、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部全体は、３６０°回転を可
能にする二つの部分にある。図４Ｃは、他方に対する各部品の回転を可能にする二つの自
由回転部品で形成される、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部の実施形態を図示する。
Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部の回転は、創傷被覆材から延びる創傷被覆材、およ
び導管が静止したままである間にユーザがポンプをねじることを可能にすることができる
。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、オスおよびメス非ルアーコネクタは、剛直なプラスチックと
することができる。いくつかの実施形態では、シャフト４０８、４０４、４０２は、可撓
性のプラスチックチューブとすることができる。いくつかの実施形態では、Ｙ字形状入口
マニホールド分岐取付部は、患者の快適性を高め、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部
が圧力ポイントになるのを防ぐために、柔らかいシリコーンスリーブで包まれ得る。
【００５３】
　図４Ａ～図４Ｃに図示したＹ字形状入口マニホールド分岐取付部２０６を利用して、単
一のポンプを二つの創傷被覆材に取り付けるために、ＴＮＰ装置１０２は、二つの創傷被
覆材内で同時に圧力を引き出すことができる。複数サイト被覆材およびＹコネクタのパフ
ォーマンスおよび流体管理は、単一ポンプのセットアップを伴う標準単一の創傷被覆材の
制御テストと同等である。取付部２０６はＹ字形状として図示されているが、取付部２０
６は、いくつかの実施で任意の適切な形状または形状の組み合わせでありうる。いくつか
の実施形態では、ルアー、クイックリリース、またはその他のタイプのコネクタは、取付
部２０６の一つまたは複数のコネクタ、ＴＮＰ装置１０２、および流体流路２０８、２１
０の一つまたは複数として使用することができる。
【００５４】
　いくつかの実施例では、陰圧療法システムは、三つ以上の創傷被覆材、および入口マニ
ホールド分岐取付部と流体連通する関連流体流路を含み得る。そのため、いくつかの実施
形態では、入口マニホールド分岐取付部は、二つ以上のＴＮＰ装置および／または三つ以
上の流体流路（例えば、一つの圧力源および三つの創傷被覆材（「１：３」）、１：４、
１：５、２：１、２：２、２：３、２：４、２：５）に取り付けられる。入口マニホール
ド分岐取付部は、第三の流体流路に接続できるＹ型コネクタなどの別個の取り付けとする
ことができ、または入口マニホールドはＴＮＰ装置１０２に組み込むことができる。入口
マニホールド分岐取付部が含む入口マニホールドの総数（例えば、入口マニホールド分岐
取付部によって実施される「分割」の数）は、接続される被覆材の数と同じであり得る。
いくつかの実例では、一つまたは複数の入口マニホールドは、単一の創傷被覆材に接続さ
れる。
【００５５】
　図５は、創傷被覆材に関連する各流体流路を測定するように位置付けられた圧力センサ
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５０２、５０４、５０６を持つ陰圧療法システム５００を図示する。特に、第一の圧力セ
ンサ５０２は、第一の流体流路２０８内の圧力を測定する。第二の圧力センサ５０４、第
二の流体流路２１０内の圧力を測定する。第三の圧力センサ５０６は、第三の流体流路２
１２内の圧力を測定する。
【００５６】
　流体流路のそれぞれ内にセンサを配置することによって、コントローラは各流体流路の
圧力を監視して、陰圧療法システム５００で動作状態が発生したかどうかを判定できる。
さらに、センサは流体流路のそれぞれに対する圧力を測定するため、動作状態を判定する
と、コントローラは特に、どの流路／創傷被覆材組み合わせが動作状態を経験しているか
を判定することができる。陰圧療法システム５００は、個々の創傷被覆材の機能を監視す
る能力を提供し、それによって単一の創傷被覆材を利用した陰圧療法システムによって提
供される同一の特徴および機能を可能にする。
【００５７】
　圧力センサ５０２、５０４、５０６は、創傷被覆材と入口マニホールド分岐取付部２０
６の間または創傷被覆材またはその近くなどの流体流路のどこにでも位置付けられうる。
いくつかの実施例では、コストを低減するために、圧力センサの数は、創傷被覆材の数よ
りも少ない。例えば、創傷被覆材の数がＮである場合、陰圧療法システムでのみＮ－ｌ圧
力センサのみが使用される。例えば、これらの例において、コントローラは、関連付けら
れた圧力センサがない被覆材が動作状態を経験しているかどうかを判定するためのプロセ
スを実行することができる。いくつかの実施例では、図４Ａ～図４Ｃに関して上述したよ
うに、入口マニホールド分岐取付部２０６への一つまたは複数の圧力センサ。
【００５８】
　複数の遮断バルブ５１２、５１４、５１６（例えば、図１２Ｃに図示するように）は、
バルブの閉鎖が関連する創傷被覆材へのおよびそれからの流体の通過を阻止するように、
陰圧療法システム５００内に位置付けられうる。遮断バルブ５１２、５１４、５１６は、
入口マニホールド分岐取付部２０６出口と対応する被覆材入口との間など、流体流路のど
こにでも配置され得る。いくつかの実施例では、図４Ａ～図４Ｃに関して上述したように
、一つまたは複数の遮断バルブは、入口マニホールド分岐取付部２０６に組み込まれる。
【００５９】
　いくつかの実施例では、バルブ５１２、５１４、５１６は手動遮断バルブである。例え
ば、ユーザは、第一のバルブ５１２を手動で閉じることができ、それによって第一の創傷
被覆材２０２へのおよびそれからの流体の流れをと遮断する。その他の例では、バルブは
電気機械式バルブである。例えば、ＴＮＰ装置１０２は、バルブと通信して、各バルブを
個別に、またはユニットとして開閉することができる。バルブとＴＮＰ装置１０２との間
の通信は、有線または無線でありうる。例えば、ＴＮＰ装置１０２の無線トランシーバ（
例えば、図１を参照）は、バルブの無線トランシーバと通信できる。いくつかの事例では
、バルブの無線トランシーバは、入口マニホールド分岐取付部２０６内または入口マニホ
ールド分岐取付部に近接して配置され得る。
【００６０】
　ＴＮＰシステム５００では、コントローラは、どの流体流路／創傷被覆材の組み合わせ
が動作状態を経験しているかを効率的に判定でき、いくつかの実施形態では、関連するバ
ルブを閉じてＴＮＰ装置の全体的効率を改善できる。例えば、創傷被覆材が動作状態を経
験しない通常の動作中、圧力センサ５０２、５０４、５０６はほぼ同じ圧力を測定し得る
。流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験する時、コントローラが以下を判定できるよう
に、流体流路／創傷被覆材に関連付けられた測定された圧力は変化する。（１）どの特定
の流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験しているかおよび／または（２）どの特定のタ
イプの動作状態が経験されているか。例えば、第一の流体流路／創傷被覆材で起こる閉塞
の下流で圧力が測定される場合、閉塞が流体の流れを制限し、その結果流体が流れる体積
が減少するため、第一の流体流路における測定された圧力が増加し得る（例えば、より負
になる）。別の例として、圧力が第一の流体流路／創傷被覆材の閉塞の上流で測定される
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場合、閉塞が、圧力が測定される流体流路の一部における流体の流れを深刻に制限または
阻止するため、第一の流体流路内の測定された圧力は減少し得る（例えば、より正になる
）。この圧力変化によって、コントローラは、第一の流体流路／創傷被覆材上で動作状態
（閉塞）が発生したと判定できる。いくつかの実施例では、動作状態は、測定された圧力
における一つのスパイクまたは複数のスパイクを引き起こす。他の例では、動作状態は、
測定された圧力の増加または減少を生じさせる。コントローラは、閉塞、過圧、圧力漏れ
、被覆材フル状態などについてこれらの判定を行うことができる。
【００６１】
　いくつかの実施例では、電子制御可能なバルブは、特定の被覆材に対して治療を停止さ
せて、圧力の損失を防ぎ、ＴＮＰ装置の全体的な効率を改善するために利用される。これ
は、多数の創傷被覆材を有する陰圧療法システムにおいて効果的でありうる。
【００６２】
　図６は、いくつかの実施形態による陰圧療法システム６００を示す。図示されたシステ
ムは、第一の流体流路２０８内の流れ低下器または制限器６０２を含み、複数の統合され
た入口マニホールド６０２、６０４は入口マニホールド分岐取付部２０６を置き換えたと
いう点で陰圧療法システム２００とは異なる。幾つかの実施形態では、入口マニホールド
６０２、６０４は、単一の入口および分岐取付部２０６と置き換えることができ、流れ制
限器６０２は、取付部２０６の通路または分岐の一つに組み込まれ得る。流れ制限器６０
２の追加により、コントローラは、単一の圧力センサ１１４を利用することにも関わらず
、どの創傷被覆材が動作状態を経験しているかを判定できる。
【００６３】
　流れ制限器６０２（小さな容積容器または小さなオリフィスなど）は、第一の流体流路
２０８と第二の流体流路２１０との間の流れの差異がコントローラによって知覚され得る
ように、第一の流体流２０８経路を通る流れを制限する。例えば、ＴＮＰ装置１０２は、
二つの創傷被覆材内で同時に圧力を引き出すことができる。流れ制限器６０２は、第一の
流体流路２０８の圧力を制限する。いくつかの実施形態では、通常の動作中、システム６
００（例えば、コントローラ）によって検知された流れは、流体流路２０８および２１０
を通る流れの組み合わせであり、それぞれが事前に知られることが可能である。（それぞ
れの流体流路の特性に基づいて計算され、較正を介して計算され、など）。閉塞などの動
作状態が発生すると、第一の流体流路２０８において、検知された流れは、流路２１０を
通る流れと等しいまたはほぼ等しい流れに減少する。こうして、システム６００は、流れ
の変化を検知するだけでなく、計測された流れに基づいて、流体が流体流路２１０を流れ
、流体流路２０８が閉塞を経験していることを検知する。同様に、システム６００は、流
体流路２１０内の閉塞などの動作状態を検知および示すことができる。動作状態の表示は
、ＬＥＤ、表示装置、およびこれに類するものを使用した音声視覚的表示など、本明細書
に記載される方法のいずれかを使用して実施され得る。例えば、流体流路２０８および２
１０のそれぞれは、特定の色または記号と関連付けられてもよく、そのような色もしくは
記号は表示および／または発表されてもよい。いくつかの実施形態では、測定された流れ
は、一つまたは複数の閾値と比較される。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、流れ（または流量）は、流量計を使用して直接監視または測
定することができる。いくつかの実施では、流れを間接的に監視または測定することがで
きる。例えば、流れは、圧力センサ１１４によって測定される圧力の変化を監視すること
によって判定することができる。コントローラは、例えば、圧力勾配、圧力の変化率、ま
たは圧力減衰率を判定することによって、流量を判定することができる。別の例として、
可変流量を生成する陰圧源を有するシステムでは、流量は、陰圧源（ポンプモータなど）
の圧力および速度に基づいて判定され得る。例えば、流量は、以下の式１に従って判定す
ることができる：
　　流量＝Ｃ１＊Ｆ＊Ｐ＋Ｃ２（式１）
　式中、Ｆは、ポンプ速度（ポンプモータ回転を測定するタコメータ信号の周波数）Ｐは



(21) JP 2020-508767 A 2020.3.26

10

20

30

40

50

、測定された圧力、Ｃ１およびＣ２は、適切な定数である。追加の詳細は、米国特許第８
，９０５，９８５号および米国特許出願公開第２０１２／０００１７６２号に記載されて
おり、それぞれが参照によりその全体が本明細書に盛り込まれる。
【００６５】
　いくつかの実施形態では、流れ制限器６０２は、流れを増やすように構成された流れ拡
大器と交換され得る。こうした場合において、動作状態の検知は、創傷２２０と関連する
流路２０８の流れが流れ制限器によって増大することを除いて、前述のものと同様である
。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、流れ制限器６０２は、流体流路２０８内の導管の一つまたは
複数よりも小さい直径を持つオリフィスなどの永久制限器である。いくつかの実施では、
流れ制限器６０２は、動作状態が存在するかどうかを判定する時に流体の流れを一時的に
制限する調節可能なバルブなどの一時的制限器である。いくつかの実施例では、コントロ
ーラは一時的流れ制限器を制御できる。特定の実施形態では、複数の流れ低下器および／
または増強装置が、三つ以上の創傷被覆材および関連する流体流路を含むシステムで利用
され得る。例えば、三つの創傷被覆材を持つシステムは、第一の流体流路内の流れ制限器
および第二の流体流路内の流れ増強装置を含み得る。同様に、三つの創傷被覆材を持つシ
ステムは、第一の流体流路内の流れ制限器と、第二の流体流路内の強い（またはより狭い
）流れ制限器とを含み得る。これらの実施例のいずれかにおいて、複数の流体流路の間の
流量の差異は、ＴＮＰ装置がどの流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験しているかを判
定することを可能にすることができる。
【００６７】
　いくつかの実施例では、キャニスタは、ＴＮＰ装置１０２および／または複数の統合さ
れた入口マニホールド６０２、６０４との間に連結され得る。キャニスタは、創傷２２０
、２２２から除去された滲出液を収集することができる。別の方法として、キャニスタは
、各々の創傷被覆材と入口マニホールド分岐取付部との間に連結され得る。
【００６８】
　図７は、いくつかの実施形態による陰圧療法システム７００を示す。システム７００は
、システム７００が、第三の創傷被覆材５１０、第三の創傷５１８、第四の流体流路５０
８および複数の遮断バルブ５１２、５１４、５１６を含むという点で、陰圧療法システム
２００とは異なる。システム２００に記載される創傷２２０－Ｂの治療に加えて、システ
ム７００は、第四の流体流路５０８、入口マニホールド分岐取付部２０６、および第三の
流体流路２１２を介してＴＮＰ装置１０２と流体連通する第三の創傷被覆材５１０を使用
して、第三の創傷５１８を治療するために利用され得る。
【００６９】
　複数の遮断バルブ５１２、５１４、５１６は、対応するバルブの閉鎖が、接続流体流路
／被覆材へのおよびそれからの流体の流れを遮断するように、流体流路内に位置付けられ
る。遮断バルブ２１は、入口マニホールド分岐取付部２０６出口から対応する被覆材入口
へと任意の位置に配置され得る。図示するように、第一のバルブ５１２は第一の流体流路
２０８上に位置付けられ、第二のバルブ５１４は第二の流体流路２１０上に位置付けられ
、第三のバルブ５１６は第四の流体流路５０８上に位置付けられる。
【００７０】
　いくつかの実施例では、複数のバルブ５１２、５１４、５１６は、手動遮断バルブであ
る。例えば、ユーザは、第一のバルブ５１２を手動で閉じることができ、それによって第
一の創傷被覆材２０２へのおよびそれからの流体の流れをと遮断する。その他の例では、
複数のバルブのそれぞれは電気機械式バルブである。例えば、ＴＮＰ装置は、バルブと通
信して、各バルブを個別に、またはユニットとして開閉することができる。バルブとＴＮ
Ｐ装置１０２との間の通信は、有線または無線でありうる。例えば、ＴＮＰ装置１０２の
無線トランシーバ（例えば、図１を参照）は、バルブの無線トランシーバと通信できる。
バルブの無線トランシーバは、入口マニホールド分岐取付部２０６内、または入口マニホ
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ールド分岐取付部に近接して配置され得る。
【００７１】
　図８Ａは、いくつかの実施形態による陰圧療法システム８００Ａを示す。この例では、
ＴＮＰ装置１０２は、少なくともコントローラ１０４、陰圧源１０８、複数の圧力センサ
５０２、５０４、および複数の統合された入口マニホールド３０６、３０８を含む。
【００７２】
　統合された入口マニホールド６０２、６０４を、単一の単位（例えば、図３および図１
２に図示するように）に組み合わせることができ、単一の陰圧通路が陰圧源１０８に接続
される。別の方法として、複数の統合された入口マニホールド３０６、３０８の各々は、
別の入口マニホールドと最初に組み合わせることなく、陰圧源に直接接続することができ
る。
【００７３】
　複数の圧力センサ５０２、５０４は、第一の圧力センサ５０２が第一の入口マニホール
ド３０６に接続された第一の流体流路２０８の圧力を測定し、第二の圧力センサ５０４が
第二の入口マニホールド３０８に接続された第二の流体流路２１０の圧力を測定するよう
に位置付けられる。いくつかの実施例では、圧力センサ５０２、５０４は、入口マニホー
ルド内に位置付けられ得る。他の例では、圧力センサはＴＮＰ装置１０２のハウジングに
位置する。
【００７４】
　図８Ｂは、いくつかの実施形態による陰圧療法システム８００Ｂを示す。この例では、
システム８００Ｂは、入口マニホールド分岐取付部２０６を含む。本明細書に記載される
ように、入口マニホールドは、入口マニホールド分岐取付部２０６（図４Ａ～図４Ｂに図
示するような）を含むことができ、および／または一つまたは複数の統合された入口マニ
ホールド（図１２Ａ～図１２Ｃに図示するような）を含み得る。
【００７５】
　入口マニホールド分岐取付部２０６は、流体流路２０８を介して第一の被覆材２０２に
流体接続された第一の分岐３０８上の圧力センサ５０４と、ＴＮＰ装置１０２のコントロ
ーラ１０４と通信する無線受信機８０４と通信する無線トランシーバまたは受信機８０２
とを含む。圧力センサ５０４は、流体流路２０８の圧力を測定する一方、圧力センサ５０
２は流体流路２０８および２１０での組み合わせ圧力を測定する。流体流路２０８または
２１０の一つまたは複数における閉塞などの動作状態は、本明細書に記載の方法のいずれ
かを使用してセンサ５０２および５０４によって測定される圧力に基づいて判定され得る
。いくつかの実施例では、入口マニホールド分岐取付部２０６は、例えば、圧力データを
提供するために、ＴＮＰ装置１０２と通信することができる。通信は、有線または無線（
例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）上に）とすることができる。いくつかの実施例
では、被覆材フル検知および／または他の動作状態の検知は、ユーザに対する表示を提供
するために使用できる。
【００７６】
　図９は、いくつかの実施形態による、陰圧創傷治療システム５００（例えば、図５を参
照）によって実施される診断プロセス９００を示す。プロセス９００は、陰圧創傷治療シ
ステムのコントローラによって実施され得る。上述のように、動作状態は、閉塞、漏れ、
過圧、被覆材フル状態等を含み得る。プロセスは、圧力センサ５０２、５０４、５０６に
よって測定される圧力を分析することによって、前述の動作状態の一つを検知することが
できる。
【００７７】
　ブロック９０２では、プロセスは、様々な流体流路２０８、２１０、および５０８にお
ける圧力を測定する圧力センサ５０２、５０４、５０６を監視する。いくつかの実施例で
は、コントローラは、所定の間隔で（１分、２分、５分、１０分、１５分、２０分、３０
分、または６０分など）、および／またはユーザによる入力に応答して、圧力センサ５０
２、５０４、５０６を連続的に監視する。
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【００７８】
　ブロック９０４で、プロセスは、複数の圧力センサの一つによって測定される圧力の変
化に少なくとも部分的に基づいて動作状態が発生したことを判定する。例えば、創傷被覆
材の一つにおける閉塞の発生は、測定された圧力における瞬時または長時間のスパイクま
たはディップを生じさせうる。別の例として、プロセスは、測定された圧力に基づいて（
または一つまたは複数の流量計が利用される場合は直接）流れを判定することができる。
図５に関連して説明した通り、創傷被覆材に関連付けられた流体流路のそれぞれにおける
状態を監視するために圧力センサを配置することにより、プロセス９００は、圧力センサ
５０２、５０４、５０６を監視し、特にどの流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験して
いるかを判定できる。したがって、陰圧療法システム５００は、個々の創傷被覆材の機能
を監視する能力を提供し、それによって、単一の創傷被覆材を利用した陰圧療法システム
によって提供される同一の組の特徴を有効にする。
【００７９】
　ブロック９０６で、プロセス９００は、動作状態を経験していると判定された流路／被
覆材（または流路／被覆材）の表示を提供する。いくつかの実施例では、一つまたは複数
のＬＥＤまたはその他のインジケータは、動作状態が検知されたことをユーザまたは介護
者に示すために使用できる。例えば、それぞれの創傷被覆材は、動作状態が関連する創傷
被覆材で検知されないとオンになり、動作状態が関連する創傷被覆材で検知されたときに
オフになる、対応するＬＥＤを持つことができる。いくつかの実施例では、他のインジケ
ータは、音響、無線メッセージ、表示通知および／またはユーザまたは介護者の注意を得
うる他の信号など、動作状態を経験している創傷被覆材に関連付けられうる。いくつかの
実施例では、ＴＮＰ装置は、加えて、または代替的に、動作状態を経験する創傷被覆材に
関連付けられたバルブを閉じることによって表示を提供することができる。
【００８０】
　図１０は、いくつかの実施形態による、陰圧創傷治療システム７００（例えば、図７を
参照）によって実施される診断プロセス１０００を示す。プロセス１０００は、陰圧創傷
治療システムのコントローラによって実施され得る。上述のように、動作状態は、閉塞、
漏れ、過圧、被覆材フル状態等を含み得る。プロセスは、圧力センサ５０２によって測定
される圧力を分析することによって、前述の動作状態の一つを検知することができる。プ
ロセスは動作状態が発生したと判定すると、診断を開始して、どの流路／被覆材が動作状
態を経験しているかを判定できる。いくつかの実施例では、プロセスは、どの流路／創傷
被覆材が動作状態を経験しているかを判定する診断モードを内蔵したファームウェアまた
はソフトウェアで実装される。いくつかの実施例では、オペレータは、ＴＮＰ装置のイン
ターフェース（タッチスクリーンインターフェースまたは専用ボタンまたはスイッチ）を
通して動作モード間を切り替えることができる。
【００８１】
　ブロック１００２で、プロセス１０００は、ＴＮＰ装置１０２の圧力を測定する圧力セ
ンサ５０２を監視する。いくつかの実施例では、プロセス１０００は、圧力センサ５０２
を連続的に監視する。他の例では、プロセス１０００は、所定の間隔で圧力センサ５０２
を監視する（１分、２分、５分、１０分、１５分、２０分、３０分、または６０分）。他
の例では、プロセスは、ユーザによる入力に応答して圧力センサを監視することができる
。
【００８２】
　ブロック１００４で、プロセスは、動作状態が発生した（またはしたかもしれない）と
判定し、どの流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験しているかを判定するための診断モ
ードを開始する。診断モードの間、プロセスは、圧力センサ５０２によって測定される圧
力の変化、流れの変化等に少なくとも部分的に基づいて、動作状態が発生したことを判定
することができる。例えば、流体流路／創傷被覆材の一つにおける動作状態の発生は、圧
力センサ５０２によって測定された圧力の瞬時または長時間のスパイクまたはディップを
生じさせうる。
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【００８３】
　ブロック１００６では、流体流路／創傷被覆材がテストのために選択される。いくつか
の実施例では、ユーザおよび／またはプロセスはこの選択を行うことができる。例えば、
ユーザは、プロセスに入力を提供することによって選択を行うことができる。セクション
は、ユーザの疑いに基づいて任意の一つ、またはプロセスの提案に基づいて任意の一つで
あることができる。いくつかの実施例では、プロセスは選択を行うことができる。プロセ
スの選択は、例えば、ユーザ入力に基づいて、またはコントローラ内のデータに基づいて
、ランダムとすることができる。
【００８４】
　選択された流体流路／被覆材に関連付けられたバルブが開かれ、選択されていない被覆
材に関連付けられたバルブが閉じられ、それによって陰圧源に流体接続された単一の創傷
被覆材を持つ陰圧システムに陰圧療法システムを連結する。バルブは、ユーザまたはコン
トローラによって手動で開閉することができる。いくつかの実施例では、コントローラは
電子的に（有線または無線接続を介して）遮断バルブを制御することができる。例えば、
ＴＮＰ装置の無線送信機またはトランシーバは、バルブの無線トランシーバまたは受信機
と通信できる。こうした実施例では、無線トランシーバは各バルブと通信でき、バルブの
それぞれを個別にまたはユニットとして制御することができる。
【００８５】
　ブロック１００８で、プロセスは圧力センサ５０２を監視して、選択された被覆材が動
作状態を経験しているかどうかを判定する。この分析は、陰圧源に流体接続された単一の
創傷被覆材を有する陰圧システムのプロセスによって作成される判定と類似していてもよ
い。例えば、予想される陰圧より低いもの（または予想される流れよりも高い）は、創傷
被覆材が漏れを経験していることを示し、予想される陰圧より高いもの（または予想され
る流れよりも低い）は、創傷被覆材が閉塞、過圧または被覆材フル状態を経験しているこ
とを示すことができる。
【００８６】
　プロセスが、選択された創傷被覆材が動作状態を経験していないと判定した場合（例え
ば、圧力センサ５０２によって測定された圧力が概して予想圧力と同等である）、異なる
流体流路／創傷被覆材がテストのために選択される。つまり、プロセス１０００はブロッ
ク１００６に戻る。新しく選択した流体流路／創傷被覆材は、現在の診断モードでテスト
されていない創傷被覆材となる。
【００８７】
　ブロック１０１０で、プロセスは、以前選択された創傷被覆材が動作状態を経験してい
ると判定する。選択された創傷被覆材に関連付けられたバルブは、動作状態を経験してい
ると以前に判定された流体流路および創傷被覆材に関連付けられたバルブを閉じると閉じ
られる。その他すべてのバルブが開いている。上述の通り、バルブは、ユーザによって手
動で開閉されるか、またはコントローラによって自動的に閉じられうる。
【００８８】
　ブロック１０１２で、プロセスは、開放バルブに関連する流体流路／創傷被覆材のいず
れかが動作状態を経験しているかどうかを判定するために圧力センサを監視する。例えば
、圧力センサは、動作状態が存在しない場合、予想圧力（または流れ）を感知してもよく
、動作状態が存在する場合は予想外の圧力（または流れ）を感知してもよい。プロセスが
、開放バルブに関連付けられた創傷被覆材の間に動作状態が存在すると判定した場合、新
しい創傷被覆材が選択される（ブロック１００６）。上記のように、新しく選択された創
傷被覆材は、現在の診断モードの間にテストされていない創傷被覆材である。
【００８９】
　ブロック１０１４で、プロセスは、複数の創傷被覆材のどの流路／創傷被覆材が動作状
態を経験しているかを判定した。プロセスは、本明細書に記載される適切な表示を提供す
ることができ、これは動作状態に対処し改善することを容易にする。例えば、被覆材フル
動作状態が検知された場合、創傷被覆材を交換できる。いくつかの実施例では、ユーザは
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手動で創傷被覆材を交換する必要がある。いくつかの実施例では、創傷被覆材はユーザの
助けなしに置き換えられる。ブロック１０１４で、すべてのバルブを開き、診断モードが
完了している。上述の通り、バルブは手動でまたは電気機械的に開けることができる。
【００９０】
　図１１は、いくつかの実施形態による、陰圧創傷治療システム７００（図７参照）によ
って実施される診断プロセス１１００を示す。プロセス１１００は、陰圧創傷治療システ
ムのコントローラによって実施され得る。プロセスは測定された圧力を監視することがで
き、陰圧システム内の流体流路／創傷被覆材のいずれかが動作状態を経験しているかどう
かを判定できる。
【００９１】
　ブロック１１０２で、プロセスは、陰圧システム内での動作状態が存在しないと判定し
た。いくつかの実施例では、一つまたは複数のＬＥＤまたはその他のインジケータは、動
作状態が存在しないことを、ユーザまたは介護者に示すために使用できる。例えば、それ
ぞれの創傷被覆材は、動作状態が関連する創傷被覆材で検知されないとオンになり、動作
状態が関連する創傷被覆材で検知されたときにオフになる（またはその逆）、対応するＬ
ＥＤを持つことができる。いくつかの実施例では、陰圧システムで動作状態が検知されな
い場合、すべての関連するＬＥＤはオンである。いくつかの実施例では、他のインジケー
タは、音、無線メッセージ、表示通知および／またはユーザまたは介護者の注意を得うる
他の信号など、障害の無い状態（動作状態が検知されない状態）と関連付けられてもよい
。いくつかの実施例では、ＴＮＰ装置は、検知された動作状態のない表示を提供しなくて
もよい。
【００９２】
　いくつかの実施例では、プロセスは、陰圧システム内の流体流路／創傷被覆材のいずれ
かが動作状態を経験しているかどうかを判定するために測定された圧力を継続的に監視す
る。その他の例では、プロセスは、所定の間隔（１分、２分、５分、１０分、１５分、２
０分、３０分、または６０分）で測定された圧力を監視する。いくつかの実例では、プロ
セスは、ユーザによる入力に応答した圧力センサを監視する。
【００９３】
　ブロック１１０４で、プロセスは動作状態が発生したと判定する。上述のように、動作
状態は、閉塞、漏れ、過圧、被覆材フル状態等を含み得る。プロセスは、圧力センサ５０
２によって測定される圧力を分析することによって、前述の動作状態条件の一つを検知す
ることができる。例えば、動作状態は、測定された圧力（測定された圧力のスパイク、デ
ィップ、増加、または減少）または流量の変化に基づいて判定され得る。
【００９４】
　例えば、正常な状態（例えば、流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験していない場合
）で動作する陰圧システムでは、圧力センサは、「予想圧力」すなわち、陰圧源によって
供給される選択された圧力に対し等しい（または、ほぼ等しい）圧力を測定する。対照的
に、陰圧システムが通常（流体流路／創傷被覆材の一つまたは複数が、動作状態を経験し
ているなど）以外の状態で動作している時、圧力センサは予想圧力とは異なる圧力を測定
する。いくつかの実施例において、閉塞、過圧または被覆材フル状態を経験する流体流路
／創傷被覆材は、圧力センサに予想圧力よりも高く測定させることができる。その他の例
では、漏れ状態を経験する流体流路／創傷被覆材は、圧力センサに予想圧力よりも低く測
定させることができる。本明細書に記載されるように、いくつかの実施で、流量を使用し
て動作状態の存在を判定することができる。
【００９５】
　ブロック１１０６で、陰圧システム内の創傷被覆材が動作状態を経験していると判定す
ると、プロセスは検知された動作状態の表示を提供することができる。例えば、それぞれ
の創傷被覆材は、対応するＬＥＤを持つことができる。動作状態の検知に伴い、プロセス
は各ＬＥＤを点滅させることができる。他の実施例では、その他のインジケータは、ＬＥ
Ｄの代わりに、またはそれに補足的に使用される。例えば、陰圧システムが動作状態を経
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験していることを示すために、音声、無線メッセージ、表示通知および／または他の信号
を使用することができる。いくつかの実施例では、プロセスは陰圧療法システムを少なく
とも瞬時にオフにし、システムが動作状態を経験していることを示すことができる。
【００９６】
　ブロック１１０８で、プロセスは、ユーザからの入力を受信するまで、トラブルシュー
ティングを開始するように、停止または待機することができる。例えば、プロセスは、シ
ステムが動作状態を経験していることを検知し、ユーザまたは介護者に指示を提供して、
プロセスが確認応答を受けるまで待つことができる。いくつかの実施例では、プロセスは
ユーザからの入力を待つことなく、すぐにトラブルシューティングを開始する、または、
遅れの後にトラブルシューティングを開始する。
【００９７】
　ブロック１１１０で、ユーザは、陰圧システム内の流体流路／創傷被覆材が動作状態を
経験しているという判定を知覚し、プロセスに入力を提供してトラブルシューティングを
開始する。いくつかの実例では、ユーザはボタンを押してトラブルシューティングプロセ
スを開始することができる。他の例では、プロセスは、ユーザから入力を受信しない所定
の間隔の直後または後にトラブルシューティングプロセスを自動的に開始する。
【００９８】
　ユーザは、トラブルシューティング（例えば、動作状態のテスト）に対する流体流路／
創傷被覆材を選択することにより続行する。いくつかの実施例では、ユーザおよび／また
はプロセスはこの選択を行うことができる。流体流路／創傷被覆材の選択は、ユーザの疑
い、プロセスによる提案および類似のことを含むさまざまな因子に基づくことができ、ま
たは流体流路／創傷被覆材は、任意に選択またはアルゴリズムに基づいて選択できる。
【００９９】
　ブロック１１１２で、流体流路／創傷被覆材がテスト用に選択された後、選択された流
路／被覆材に関連付けられたバルブを開き、選択されなかった流路／被覆材に関連付けら
れたバルブを閉じ、それによって陰圧療法システムを、単一の陰圧源を有する単一の創傷
被覆材を有する陰圧システムに連結する。いくつかの実施例では、バルブを手動で開閉す
ることができる。他の例では、バルブはコントローラによって操作できる。例えば、コン
トローラは、バルブの無線トランシーバまたは受信機と通信するように構成された無線送
信機またはトランシーバを使用して、遮断バルブを無線で制御できる。いくつかの実施例
では、無線トランシーバは各バルブと通信でき、バルブのそれぞれを個別に制御すること
ができ、またはユニットとして制御することができる。
【０１００】
　ブロック１１１４で、ユーザは、選択されていない流路／被覆材に関連付けられたすべ
てのバルブが閉じていることをプロセスに示すことができる。いくつかの実施例では、プ
ロセスはバルブと通信してそれらのステータスを判定することができ、ユーザからの入力
は必要ない。いくつかの実施例では、バルブがコントローラによって無線で制御される場
合など、プロセスはバルブを開閉するためにユーザからの入力を待機しない。
【０１０１】
　ブロック１１１６～１１１８では、プロセスは、選択された流体流路／創傷被覆材が動
作状態を経験しているかどうかを判定するための動作状態検知スキームを起動する。この
分析は、単一の陰圧源を持つ単一の創傷被覆材を有する陰圧システムのプロセスによって
作成された判定と類似している。例えば、予想される陰圧より低いもの（または予想され
る流れよりも高い）は、流体流路／創傷被覆材が漏れを経験していることを示し、予想さ
れる陰圧より高いもの（または予想される流れよりも低い）は、流体流路／創傷被覆材が
閉塞、過圧または被覆材フル状態を経験していることを示すことができる。動作状態が存
在しないとプロセスが判定すると、プロセスはブロック１１３０に移動する。プロセスは
動作状態が存在すると判定すると、プロセスはブロック１１２０に移動する。
【０１０２】
　ブロック１１２０で、選択された流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験しているとい
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う判定に応答して、プロセスはユーザに表示を提供することができる。例えば、プロセス
では、選択した創傷被覆材と関連付けられたＬＥＤをオンまたはオフにすることができる
。
【０１０３】
　ブロック１１２２で、選択された流路／被覆材に関連付けられたバルブ（および動作状
態を経験いると以前に判定された他の流路／創傷被覆材に関連付けられたバルブ）は、閉
じており、その他すべてのバルブが開かれている。上述の通り、バルブはユーザまたはコ
ントローラによって手動で開閉することができる。このステップ中、動作状態を経験する
すべての既知の流体流路／創傷被覆材を陰圧源から閉じることができ、未テストの流体流
路／創傷被覆材のみが、陰圧源と流体連通したままであることできる。
【０１０４】
　ブロック１１２４で、プロセスは再び動作状態検知スキームを起動して、このとき、陰
圧源と流体連通する流体流路／創傷被覆材のいずれかが動作状態を経験しているかどうか
を判定する。例えば、プロセスは、測定された圧力が予想圧力に対して実質的に一致する
（または実質的に想定される流れと実質的に一致する）かどうかを判定する。
【０１０５】
　ステップ１１２６で、動作状態が検知されない場合、プロセスはステップ１１３４に進
む。動作状態が検知された場合、プロセスはステップ１１２８に進む。
【０１０６】
　ステップ１１２８で、ステップ１１１０で選択されていないまたは未テストの流体流路
／創傷被覆材の少なくとも一つが動作状態を経験していると判定すると、プロセスはユー
ザに指示を提供できる。例えば、それぞれの創傷被覆材は、対応するＬＥＤを有すること
ができる。動作状態の検知に伴い、プロセスは、テストされていない創傷被覆材に関連付
けられた各ＬＥＤを点滅させることができる。さらに、プロセスは、動作状態を経験して
いると判定された創傷被覆材に関連するＬＥＤの各々をオフにし、動作状態を経験してい
ないと判定された創傷被覆材に関連するＬＥＤの各々をオフにすることができる。その後
、プロセスはステップ１１０８に戻る。
【０１０７】
　ステップ１１３０で、プロセスは、選択された流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験
していないと判定した。プロセスは、選択した流路／創傷被覆材が動作状態を経験してい
ないことを示すことができる。例えば、プロセスに関連付けられたＬＥＤをオン（または
緑色）にする。しかしながら、いくつかの実施例では、残りの流体流路／創傷被覆材の一
つは、動作状態を経験している。
【０１０８】
　ステップ１１３２で、新しい流体流路／創傷被覆材がテスト用に選択され、プロセスが
ステップ１１１２に戻る。新しく選択された流体流路／創傷被覆材は、現在のトラブルシ
ューティングプロセス中にテストされていない（例えば、ブロック１１１０では選択され
ていない）。上述のように、創傷被覆材選択は、ユーザおよび／またはプロセスによって
行うことができる。
【０１０９】
　ステップ１１３４で、開放バルブに関連付けられた流体流路／創傷被覆材上で動作状態
が検知されない。そのため、閉鎖バルブに関連付けられた流体流路／創傷被覆材は、動作
状態を経験していると判定された。いくつかの実施形態では、動作状態が被覆材フル状態
である場合、動作状態を経験する創傷被覆材は交換され、関連するバルブが開かれている
。いくつかの実施例では、ユーザは、創傷被覆材を手動で交換し得る。いくつかの実施例
では、ユーザは、プロセスによる表示（例えば、任意のオフＬＥＤ）に基づいて、どの創
傷被覆材を交換する必要があるかを知ることになる。いくつかの実例では、ユーザは、ど
の創傷被覆材が閉じたバルブに関連付けられているかを見るために、目視により、どの創
傷被覆材を交換すべきかを判定する。いくつかの実施例では、創傷被覆材はユーザの助け
なしに置き換えられる。
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【０１１０】
　ステップ１１３６で、診断モードが終了する。プロセスはステップ１１０２に進み、測
定された圧力を監視することを続けることができる。
【０１１１】
　いくつかの事例では、トラブルシューティングプロセスを支援するために、例えば、バ
ルブを閉じることまたは流体流路を締め付けることによって、流体流路をブロックするこ
とができる。流路は、ユーザによって手動でブロックすることも、陰圧創傷治療システム
によって自動的にブロックすることもできる。流体流路を閉じることによって、陰圧創傷
治療システムによって実行される診断プロセスは、例えば、トラブルシューティングの被
覆材の数を減少させることによって、簡略化することができる。加えて、または別の方法
として、流体流路を閉じることで、陰圧創傷治療システムをオフにすることなく、または
別の方法として、他の創傷被覆材への陰圧の送達を停止することなく、ユーザは被覆材を
交換することができる。
【０１１２】
　図１２Ａ～図１２Ｃは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置を図示したものであ
る。示されるように、ＴＮＰ装置１０２は、ＴＮＰ装置１０２の構成要素を収容および／
または支持するための外側ハウジング１２１０を含み得る。
【０１１３】
　外側ハウジング１２１０は、ユーザに情報（例えば、ＴＮＰ装置１０２の動作状態に関
する情報など）を提供するように設計され得る表示器１２１２を含み得る。いくつかの実
施形態では、表示器１２１２は、アイコン１２２２（通常の動作を示す）、１２２４（装
置が、陰圧創傷療法を提供するのを防ぐ一つまたは複数の漏れの存在を示す）、１２２６
（被覆材をチェックする）、および１２２８（低電力保持）のような、一つまたは複数の
インジケータを含むことができ、これはユーザにＴＮＰ装置１０２の一つまたは複数の動
作状態および／または故障状態を警告できる。例えば、インジケータは、ユーザに、通常
または適切な動作状態、ポンプ故障、電源障害、電池の状態または電圧レベル、創傷被覆
材の状態または収容力、被覆材または被覆材とポンプ組立品との間の流体流路の漏れ検知
、吸引閉塞、あるいは他の類似もしくは適切な状態またはその組み合わせを警告するアイ
コンを含み得る。
【０１１４】
　例えば、表示器１２１２は、ユーザが創傷被覆材をチェックするように促す警報をユー
ザに提供できるチェック被覆材インジケータ１２２６を含み得る。いくつかの事例では、
警告は、フルのまたは実質的にフルの被覆材がタイムリーに交換されることを確認する。
例えば、ＴＮＰ装置のプロセッサによって制御できるタイマまたはリマインダーは、所定
の時間後にチェック被覆材インジケータ１２２６を起動することができる。例えば、チェ
ック被覆材インジケータは、２４時間ごとのように一日一回、またはその他の適切な時間
で起動するように構成され得る。いくつかの事例では、毎日のリマインダーは、創傷の浸
軟のリスクを最小限に抑えるために頻繁に通知することができるが、それはユーザにとっ
て厄介なほど頻繁ではない。いくつかの事例では、チェック被覆材インジケータ１２２６
は、ユーザにとって便利な時間に起動され得る。例えば、インジケータは、ユーザが服を
着ているとき、シャワーしている時など、ユーザの日常生活に適合する時点で起動され得
る。いくつかの事例では、被覆材チェックインジケータ１２２６（またはその他のインジ
ケータ１２２２、１２２４、または１２２８）は、ボタン１２１６の単一または二度押し
、またはボタン１２１６のその他の操作によってリセットできる。例えば、チェック被覆
材インジケータは、ＴＮＰ装置１０２を一時停止するボタン１２１６を最初に押すことで
停止することができる。このボタン１２１６の押しは、チェック被覆材警告のユーザの確
認知らせることができる。次にＴＮＰ装置１０２は、ボタン１２１６の第二の押しで陰圧
の提供を再開することができる。
【０１１５】
　図示の実施形態では、一つまたは複数のアイコン１２２２、１２２４、１２２６、１２
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２８は、外側ハウジング１２１０の表示器１２１２上に直接印刷され得る。いくつかの実
施形態によっては、一つまたは複数のアイコン１２２２、１２２４、１２２６、１２２８
は、外側ハウジング１２１０の一部分に取り付けられたラベル上に設けられうる。一つま
たは複数のアイコン１２２２、１２２４、１２２６、１２２８は、そのアイコンに対応す
る状態がシステム内に存在するときに点灯することができる。
【０１１６】
　ＴＮＰ装置１０２は、ＴＮＰ装置１０２の動作を制御するために、ユーザからの入力を
受信するよう設計された、ボタン１２１６などの一つまたは複数のユーザ入力機能を含み
得る。図示の実施形態では、ＴＮＰ装置１０２を作動および停止するため、またはＴＮＰ
装置１０２のその他の動作パラメータを制御するために使用することができる単一のボタ
ンが存在する。例えば、いくつかの実施形態によっては、ボタン１２１６は、ＴＮＰ装置
１０２を作動させ、ＴＮＰ装置１０２を停止し、アイコン１２２２、１２２４、１２２６
、１２２８のいずれかなどのインジケータを消去するために使用することができる、およ
び／またはＴＮＰ装置１０２の動作を制御するための任意の他の適切な目的に使用するこ
とができる（例えば、ボタン１２１６を順次押すことによって）。ボタンは、ハウジング
１２１０の外側の、前面上に位置付けられうる押しボタンとすることができる。実施形態
によっては、複数の入力機能（例えば、複数のボタン）をＴＮＰ装置１０２上に備えるこ
とができる。
【０１１７】
　いくつかの実施形態において、ＴＮＰ装置１０２は、チューブまたは導管（入口マニホ
ールド分岐取付部２０６または統合された入口マニホールド）をＴＮＰ装置１０２に接続
するためのコネクタ１２０２を含み得る。図１２Ｂに示すように、コネクタ１２０２は、
システムを二つの別個の創傷に流体接続するための二つの導管６０２および６０４を含み
得る。いくつかの実施形態では、導管、導管６０２および６０４または一つまたは複数の
追加導管を介して、ＴＮＰ装置１０２に三つ以上の創傷を接続することができる。
【０１１８】
　本明細書に記載のポンプシステムの実施形態では、コンパクトで小さなサイズを持ちう
る。本明細書に開示されるいくつかの実施形態では、システムのポンプアセンブリは、直
径（例えば、直径相当）または横寸法を、１５ｍｍ～３５ｍｍの間、１５ｍｍ未満、２５
ｍｍ未満、３５ｍｍ未満、または５０ｍｍ未満とすることができる。例えば、いくつかの
実施形態では、システムの直径または横寸法を、１０ｍｍ、２３ｍｍ、または４０ｍｍと
することができ、あるいは直径または横寸法をおよそ２６ｍｍ～およそ２７ｍｍの範囲、
およそ２２ｍｍまたはそれ未満～およそ２８ｍｍの間とすることができる。本明細書に開
示されるいくつかの実施形態において、システムの厚さまたは高さを、およそ８ｍｍ、お
よそ６ｍｍ～およそ１０ｍｍの間、または２０ｍｍ未満とすることができる。例えば、い
くつかの実施形態では、システムの厚さまたは高さは５ｍｍ、１２ｍｍ、または２０ｍｍ
でありうる。
【０１１９】
　いくつかの実施例では、ＴＮＰ装置１０２は、最大７日間、１０日間、３０日間など間
、圧力を適用するように構成された陰圧源を含み得る。陰圧源は、モータ、音声コイルア
クチュエータ、圧電アクチュエータ、およびこれに類するものを含み得る。いくつかの実
施形態では、ＴＮＰ装置１０２は、電池式であってもよい（例えば、二本の単２電池から
電力供給される）。
【０１２０】
　いくつかの実施形態では表示器１２１２の一つまたは複数のインジケータに加えて、ま
たはその代わりに、装置は、一つまたは複数の聴覚的、触覚的、触感的または同様の警告
を提供できる。
【０１２１】
　図１２Ｃは、いくつかの実施形態による、各流体流路において、遮断バルブ１２４２、
１２４４（時にタップと呼ばれる）を組み込む携帯型陰圧装置１２１０を図示する。図４
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Ａ～図４Ｃ、図５または図７に関連して本明細書に記載されるように、複数の遮断バルブ
１２４２、１２４４は、バルブの閉鎖が、関連する創傷被覆材に対して陰圧の提供を遮断
するように、陰圧療法システム内に位置付けられうる。遮断バルブ１２４２、１２４４は
、入口マニホールド分岐取付部の出口（例えば、導管６０２および６０４）と対応する被
覆材入口の間などの流体流路内の任意の場所、またはいくつかの事例では、被覆材の上ま
たは中などに位置付けられうる。いくつかの実施例では、図４Ａ～図４Ｃに関連して本明
細書で説明したように、一つまたは複数の遮断バルブ１２４２、１２４４は、入口マニホ
ールド分岐取付部に組み込まれうる。
【０１２２】
　いくつかの事例では、バルブ１２４２、１２４４のうち一つまたは複数は手動遮断バル
ブである。例えば、ユーザは、バルブ１２４２を手動で閉じることができ、それによって
、関連する創傷被覆材に対する陰圧の提供を遮断することができる。他の例では、バルブ
の一つまたは複数は、システムによって操作され得る。例えば、バルブは電気機械式バル
ブとすることができる。例えば、ＴＮＰ装置は、バルブと通信して、各バルブを個別に、
またはユニットとして開閉することができる。バルブとＴＮＰ装置との間の通信は、有線
または無線でありうる。例えば、ＴＮＰ装置の無線トランシーバは、バルブの無線トラン
シーバと通信できる。
【０１２３】
　図１２Ａ～図１２Ｇは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置のユーザインターフ
ェース表示器１２１２を図示する。表示器１２１２は、図１２Ａ～図１２Ｇに示すインジ
ケータ１２２２、１２２４、１２２６、１２２８の一つまたは複数の組み合わせを有して
もよい。ただし、より少ない、より多い、または異なるインジケータが意図されている。
例えば、いくつかの事例では、携帯型陰圧装置は表示器を含まなくてもよく、および／ま
たは表示器には任意のボタンまたはインジケータを含まなくてもよい。
【０１２４】
　図１３は、流体コネクタ１３１０と併せて、創傷被覆材１３００の実施形態の斜視図を
示す。図示され創傷被覆材は、本明細書に記載される陰圧システムの任意の実施形態と共
に使用することができる。図示されるように、創傷被覆材１３００は、複数のローブ１３
２２を持つ楕円形の吸収層１３２０を持つ。いくつかの実施形態では、吸収層１３２０は
六つのローブを持つことができる。いくつかの実施例では、二つ以上のローブ１３２２（
六つのローブなど）が、創傷被覆材１３００に設けられる。ローブ１３２２、特にローブ
１３２２の間のギャップは、非平面状の創傷に適合した創傷被覆材１３００を支援する。
例えば、肘や膝などの関節の周りに一致するように、被覆材１３００を使用することが有
利でありうる。被覆材１３００は、長方形または正方形の形状の裏当て層１３２４を有す
ることができ、およびいくつかの実施形態では、被覆材１３００全体で１９０ｍｍ×２３
０ｍｍ、または１４５．５ｍｍ×４１００ｍｍとなりうる。
【０１２５】
　いくつかの実施例では、被覆材１３００はまた、中央胴部分に円形切欠部１３２８を有
してもよく、これは被覆材１３００の縦軸に対して横断する被覆材１３００の中央線に沿
って位置し得る。こうした切欠部１３２８は、いくつかの実施形態では、直径が１０ｍｍ
、または約１０ｍｍ、直径であってもよく、または５ｍｍ～２５ｍｍ、またはおよそ５ｍ
ｍ～およそ２５ｍｍの範囲であってもよい。図示したように、円形切欠部１３２８は、被
覆材１３００の長軸方向の中央線の両側に対称的に配置されてもよく、１８０度よりも大
きい弧を形成してもよく、場合によっては、１８０～２７０度（または約１８０～２７０
度）の円弧を形成してもよい。
【０１２６】
　図中、流体コネクタ１３１０は細長い導管を含んでよく、近位端１３３０および遠位端
１３４０を有するブリッジ１３２０、およびブリッジ１３２０の遠位端１３４０にアプリ
ケータ１３８０を含んでもよい。いくつかの実施例では、ブリッジ１３２０は、チューブ
１３９０と創傷被覆材１３００との間の柔らかい流体接続を提供し、有利なことに、チュ
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ーブ１３９０を創傷被覆材１３００から離して、チューブ１３９０によって引き起こされ
る圧力ポイントの可能性を低減することができる。いくつかの実施例では、ブリッジ１３
２０の長さは、２０、３０、４５、６０、または７０センチメートル（±数センチメート
ル）でありうる。オプションのカップリング１３６０は、ブリッジ１３２０の近位端１３
３０に配置され得る。いくつかの実施例では、キャップ（図示せず）は、カップリング１
３６０に取り付けることができ、液体が近位端１３３０から漏れ出るのを防止するのに有
用でありうる。
【０１２７】
　陰圧システム（図１２Ａ～図１２Ｃに図示するもの）は、チューブ１３９０を介してカ
ップリング１３６０に接続されてもよい（チューブ１３９０をコネクタ６０２または６０
４の一つに接続することによって）、またはシステムは、カップリング１３６０に直接接
続されてもよく、または直接ブリッジ１３２０に接続されてもよい。使用中、被覆材１３
００は、いくつかの事例では、発泡体またはガーゼなどの創傷パッキング材料で満たされ
てもよい、好適に準備された創傷の上に置かれる。流体コネクタ１３１０のアプリケータ
１３８０は、被覆材１３００の隙間の上に置かれ、被覆材１３００の最上表面に封止され
る、封止面を有する。流体コネクタ１３１０の被覆材１３００への接続の前、間、または
後のいずれかに、システムは、チューブ１３９０を介してカップリング１３６０へ接続さ
れるか、またはカップリング１３６０もしくはブリッジ１３２０へ直接接続される。その
後ポンプが起動され、それによって陰圧を創傷に供給する。陰圧の適用は、所望するレベ
ルの創傷治癒を達成するまで行われてもよい。いくつかの実施形態では、システムは小形
化され、持ち運び可能とすることができるが、より大きな従来のポンプを被覆材１３００
と共に使用してもよい。いくつかの実施形態では、システムは、被覆材１３００上に、ま
たは、被覆材１３００に隣接して取り付けられ得るか、または装着され得る。
【０１２８】
　いくつかの実施形態では、陰圧源（ポンプ等）および、電源、センサ、コネクタ、ユー
ザインターフェース構成要素（ボタン、スイッチ、スピーカ、スクリーン、等）等といっ
た、ＴＮＰシステムのいくつかまたはすべてのその他の構成要素は、創傷被覆材１３００
と一体になり得る。創傷被覆材１３００は、創傷被覆材の層の上に配置するためのカバー
層を含み得る。カバー層は、被覆材の最も上の層とすることができる。いくつかの実施形
態では、創傷被覆材１３００は、創傷被覆材の層、および統合された構成要素のいずれの
上に、位置決め用第二カバー層を含み得る。第二カバー層は、被覆材の一番上の層である
ことができ、または局所陰圧システムの統合された構成要素を取り囲む別個の外皮であり
得る。
【０１２９】
　図１３の実施形態に示す通り、流体コネクタ１３１０は、以下にさらに詳細に記載する
通り、被覆材１３００と流体連通する拡大遠位端または頭部１３４０を含む。一実施形態
では、拡大遠位端は丸い形または円形を有する。頭部１３４０は、図中、被覆材１３００
の端近くに位置するように示しているが、被覆材上のいずれの場所に配置されてもよい。
例えば、いくつかの実施形態は、被覆材１３００の端または角上または近くではない、中
心または中心から外れた場所に提供されてもよい。いくつかの実施形態では、被覆材１３
００は、流体連通する一つまたは複数の頭部１３４０をそれぞれ含む、二つ以上の流体コ
ネクタ１３１０を含んでもよい。一実施形態では、頭部１３４０は、最も幅の広い縁に沿
って３０ｍｍあってもよい。頭部１３４０は、上に記載した、創傷被覆材の最上表面に対
して封止されるように構成される、アプリケータ１３８０を少なくとも一部形成する。
【０１３０】
　図１４は、流体コネクタ１４１０にそって、図１３に示されるように創傷被覆材１３０
０に類似の創傷被覆材１４００の断面を示す。代替として、本明細書に開示するいずれの
創傷被覆材の実施形態、または本明細書に開示する創傷被覆材の実施形態のいずれの数の
特徴のいかなる組み合わせでもあり得る、創傷被覆材１４００は、治療される創傷部位の
上に置かれ得る。被覆材１４００は、本明細書に記載の陰圧システム実施形態のいずれか
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と共に使用することができる。被覆材１４００は、創傷部位の上に密封された空洞を形成
するために設置されてもよい。一実施形態では、被覆材１４００は、最上層もしくはカバ
ー層、または任意の創傷接触層１４２２に取り付けられる裏当て層１４２０を含むが、そ
れらについて以下により詳細に記載する。これら二つの層１４２０、１４２２は、内部空
間またはチャンバを画定するために、共に接合または封止され得る。この内部空間または
チャンバは、陰圧を分配または伝達し、創傷滲出液および創傷から除去された他の流体を
貯蔵するように適応してもよい追加構造と、以下により詳細に説明するであろう他の機能
とを含んでもよい。以下に記載するそのような構造の例は、透過層１４２６および吸収層
１４２１を含む。
【０１３１】
　本明細書で使用される通り、最上層または上方の層は、被覆材が使用中で、創傷の上に
位置する間、皮膚または創傷の表面から最も遠い層を指す。したがって、下面、下部層、
最下層または下方の層は、被覆材が使用中で、創傷の上に位置する間、皮膚または創傷の
表面に最も近い層を指す。
【０１３２】
　図１４に図示するように、創傷接触層１４２２は、ポリウレタン層、ポリエチレン層、
または、例えば、ホットピンプロセス、レーザアブレーションプロセス、または超音波プ
ロセスを介すか、またはその他のいくつかの方法で穴加工された、あるいは別の方法で液
体および気体が透過するようにしたその他の可撓性のある層であってもよい。創傷接触層
１４２２は、下面１４２４と上面１４２３とを有する。穿孔１４２５は、創傷接触層１４
２２の中に貫通孔を備えることができ、流体が層１４２２を通って流れることが可能にな
る。創傷接触層１４２２は、創傷被覆材の他の材料中への組織内殖を防ぐのに役立つ。穿
孔は、その中を通って流体が流れるのを可能にしつつ、この要件を満たすのに十分小さい
ことが好ましい。例えば、０．０２５ｍｍから１．２ｍｍの範囲の寸法を有するスリット
または孔として形成された穿孔は、創傷滲出液が被覆材内に流れるのを可能にしつつ、創
傷被覆材内に組織が内部成長するのを防止する一助となるには十分小さいと考えられる。
いくつかの構成では、創傷接触層１４２２は、創傷における陰圧を維持するために、吸収
パッド周りで空気を封止しながら、被覆材１４００全体の完全性を維持する一助となり得
る。
【０１３３】
　創傷接触層１４２２のいくつかの実施形態はまた、任意の上部および下部接着層（図示
せず）用の担体として働いてもよい。例えば、下部感圧接着剤が、創傷被覆材１４００の
下面１４２４上に提供されてもよい一方、上部感圧接着層は、創傷接触層の上面１４２３
上に提供されてもよい。シリコーン、ホットメルト、親水コロイドもしくはアクリルをベ
ースとする接着剤、または他のそのような接着剤であってもよい感圧接着剤は、創傷接触
層の両側面上、もしくは任意で選択された片側面上に形成されてもよく、または創傷接触
層のどちらの側面上に形成されなくてもよい。下部感圧接着層を利用することが、創傷被
覆材１４００を創傷部位の周りの皮膚に接着させる助けになってもよい。いくつかの実施
形態では、創傷接触層は穴加工されたポリウレタンフィルムを含んでもよい。フィルムの
下面はシリコーン感圧接着剤を提供されてもよく、上面はアクリル感圧接着剤を提供され
てもよく、それによって被覆材がその完全性を維持するの助けてもよい。いくつかの実施
形態では、ポリウレタンフィルム層の上面および下面の両面上に接着層を提供してもよく
、全三層は共に穴加工されていてもよい。
【０１３４】
　多孔質材料の層１４２６は、創傷接触層１４２２の上方に置かれ得る。この多孔質層ま
たは透過層１４２６により、液体および気体を含む流体が、創傷部位から離れて創傷被覆
材の上部層中へと透過することが可能になる。特に、透過層１４２６によって、吸収層が
かなりの量の滲出液を吸収したときでさえ、外気チャネルが、創傷エリア全体に陰圧を伝
えるように維持され得ることを保証できる。層１４２６は、好ましくは、上述の通り、陰
圧創傷療法時に適用されることになる通常の圧力の下で開放されたままになるべきであり
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、それによって、創傷部位全体が等しい陰圧を受ける。層１４２６は、三次元構造を有す
る材料から形成されてもよい。例えば、編みもしくは織りスペーサ布（例えば、Ｂａｌｔ
ｅｘ　７９７０の横編ポリエステル）、または不織布が使用され得る。
【０１３５】
　いくつかの実施形態では、透過層１４２６は、８４／１４４で織られたポリエステルで
ある最上層（すなわち、使用中、創傷床から遠位の層）と、１０デニールの平坦なポリエ
ステルである最下層（すなわち、使用中、創傷床に近接して置かれる層）と、編まれたポ
リエステルビスコース、セルロースまたは類似のモノフィラメント繊維により画定される
領域である、これら二つの層の間に挟まれて形成される第三層とを含む、３Ｄポリエステ
ルのスペーサ布層を含む。他の材料、および他の線質量密度の繊維ももちろん使用され得
る。
【０１３６】
　本開示を通して、モノフィラメント繊維への言及がなされるものの、もちろん多糸の代
替物が利用され得ることは理解されるであろう。それゆえ、最上部スペーサ布は、それを
形成するのに使用される一本の糸において、最下部スペーサ布層を形成するのに使用され
る糸を構成するフィラメントの数よりも多くのフィラメントを有する。
【０１３７】
　間隔を置いて配置された層におけるフィラメント数のこの差は、透過層を横切る水分の
流れを制御する一助となる。具体的には、最上層のフィラメント数をより多くすることに
よって、すなわち、最上層が、最下層に使用される糸よりも多くのフィラメントを有する
糸から作られることによって、液体は、最下層よりも最上層に沿ってより多く吸われる傾
向がある。使用中、この差異によって、液体が創傷床から引き離され、被覆材の中心領域
中に引き寄せられるようになり、中心領域では、吸収層１４２１が液体を閉じ込めるのに
役立つか、または液体を放出させ得るカバー層に向かって、それ自体で液体を前方へ吸い
上げる。
【０１３８】
　透過層１４２６を横切る（すなわち、最上部および最下部スペーサ層の間に形成される
チャネル領域と垂直に）液体の流れを改善するために、３Ｄ織物は、ドライクリーニング
剤（限定するものではないが、パークロロエチレンなど）で処理されて、透過層の親水能
力を邪魔する可能性がある、前に使用された鉱油、油脂および／またはワックスなどの、
いかなる工業製品をも除去するのに役立ってもよい。いくつかの実施形態では、続いて、
３Ｄスペーサ布が親水性剤（限定するものではないが、Ｒｕｄｏｌｐｈ　Ｇｒｏｕｐから
市販されている３０ｇ／ｌのＦｅｒａｎ　Ｉｃｅなど）で洗われる、追加の製造ステップ
に進んでもよい。このプロセスステップは、水などの液体が３Ｄ編物に接触するとすぐに
織物に進入し得るほど、材料の表面張力が低くなることを保証するのに役立つ。またこの
ステップは、いかなる滲出液の液状侵襲成分（ｌｉｑｕｉｄ　ｉｎｓｕｌｔ　ｃｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ）の流れを制御するのにも役立つ。
【０１３９】
　吸収材の層１４２１は、透過層１４２６の上に提供される。発泡体もしくは不織の天然
または合成材料を含み、任意で超吸収材料を含んでもよい吸収材料は、流体、具体的には
、創傷部位から除去される液体用の貯留部を形成する。いくつかの実施形態では、層１４
２１もまた、流体を裏当て層１４２０の方へ引き寄せるのに役立ってもよい。
【０１４０】
　吸収層１４２１の材料はまた、創傷被覆材１４００に収集された液体が、被覆材内を自
由に流れるのを妨げてもよく、被覆材内に収集されるいかなる液体をも包含するように働
き得る。吸収層１４２１はまた、流体を創傷部位から引き寄せ、吸収層中に渡って貯蔵す
るように、吸い上げ作用によって層全体に流体を分配するのを助ける。これによって、吸
収層のエリアにおける凝集を防止するのを補助する。吸収材の容量は、陰圧を適用すると
き、創傷の滲出液が流れる速度を管理するのに充分でなくてはならない。使用中、吸収層
は陰圧を経験するため、吸収層の材料は、そのような状況下で液体を吸収するように選ば
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れる。例えば、超吸収体材料といった、陰圧下にあるとき液体を吸収できる、いくつかの
材料が存在する。吸収層１４２１は通常、ＡＬＬＥＶＹＮ発泡体のＦｒｅｕｄｅｎｂｅｒ
ｇ１１４－２２４－４および／またはＣｈｅｍ－Ｐｏｓｉｔｅ１１Ｃ－４５０より製造さ
れてもよい。いくつかの実施形態では、吸収層１４２１は、超吸収性粉末、セルロースな
どの繊維材料、および結合繊維を含む複合材を含んでもよい。一実施形態では、複合材は
エアレイドの熱的に結合された複合材である。
【０１４１】
　いくつかの実施形態では、吸収層１４２１は、層中に渡って分散する乾燥粒子の形態で
ある超吸収材を有する、不織セルロース繊維の層である。セルロース繊維の使用によって
、被覆材により吸収される液体を素早くかつ均等に分配するのに役立つ、高速吸い上げ要
素が導入される。多数の撚糸様繊維を並列させることが、液体を分配するのに役立つ繊維
パッドの、強い毛細管作用につながる。このように、超吸収材に液体を効率的に供給する
。また、吸い上げ作用によって、被覆材の蒸散率を増加させるのに役立つように、液体を
上部カバー層と接触させるように支援する。
【０１４２】
　陰圧を被覆材１４００に印加することが可能になるように、隙間、孔またはオリフィス
１４２７が裏当て層１４２０に提供される。流体コネクタ１４１０は、被覆材１４００の
中に作られるオリフィス１４２７の上で、裏当て層１４２０の最上部に取り付けられるか
、または封止され、オリフィス１４２７を通って陰圧を伝える。長いチューブが、被覆材
から流体を除去することが可能になるように、第一端部で流体コネクタ１４１０に、第二
端部で陰圧システム（図示せず）に連結されてもよい。流体コネクタが創傷被覆材の最上
層に接着する場合、長いチューブは、チューブまたは導管が、流体コネクタから離れて平
行に、または実質的に被覆材の最上表面へ延在するような、流体コネクタの第一端部で連
結されてもよい。流体コネクタ１４１０は、アクリル、シアノアクリレート、エポキシ、
ＵＶ硬化性またはホットメルト接着剤などの接着剤を使用して、裏当て層１４２０に接着
および封止してもよい。流体コネクタ１４１０は、ショアＡスケールで３０から９０の硬
度を有する、例えば、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル、シリコーンまたはポリウレタンと
いった柔らかいポリマーから形成されてもよい。いくつかの実施形態では、流体コネクタ
１４１０は、柔らかい材料または適合する材料から作られてもよい。
【０１４３】
　吸収層１４２１は、流体コネクタ１４１０の下にあるように配置される、少なくとも一
つの貫通孔１４２８を含み得る。貫通孔１４２８は、いくつかの実施形態では、裏当て層
の開口部１４２７と同じサイズであってもよく、またはより大きいもしくは小さくてもよ
い。図１４に図示する通り、単一の貫通孔は、流体コネクタ１４１０の下にある開口部を
もたらすように使用され得る。複数の開口部が、代替として利用され得ることは理解され
るであろう。加えて、二つ以上のポートが、本開示の特定の実施形態に従って利用される
べき場合、一つまたは二つ以上の開口部が、各流体コネクタと位置を合わせて、吸収層お
よび不明瞭化層に作られてもよい。本開示の特定の実施形態には必須ではないものの、超
吸収層に貫通孔を使用することで、吸収層が飽和に近いとき特に、遮断されないままの流
体流路を提供してもよい。
【０１４４】
　隙間または貫通孔１４２８は、図１４に示す通り、オリフィスが透過層１４２６に直接
接続するように、オリフィス１４２７の下方の吸収層１４２１に提供され得る。これによ
って、流体コネクタ１４１０に適用される陰圧を、吸収層１４２１を通過することなく、
透過層１４２６へ伝えることが可能になる。これで、吸収層が創傷滲出液を吸収するとき
、創傷部位に適用される陰圧が、吸収層によって阻害されないことが保証される。他の実
施形態では、隙間は吸収層１４２１に提供されなくてもよく、または、代替として、オリ
フィス１４２７の下にある複数の隙間が提供されてもよい。さらなる代替的な実施形態で
は、追加的な層は、吸収層１４２１の上および裏当て層１４２０の下に提供されてもよい
。
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【０１４５】
　裏当て層１４２０は、気体を透過させないが、水蒸気を透過させることができ、創傷被
覆材１４００の幅を横切って延在し得る。例えば、片方の側面に感圧接着剤を有するポリ
ウレタンフィルム（例えば、Ｅｌａｓｔｏｌｌａｎ　ＳＰ９１０９）であってもよい、裏
当て層１４２０は、気体に対して不透過性であり、それゆえ、この層は創傷を被覆し、上
に創傷被覆材が置かれる創傷空洞を封止するように動作する。このように、効果的なチャ
ンバが、陰圧が確立され得る、裏当て層１４２０と創傷部位との間に作られる。裏当て層
１４２０は、被覆材の外周の周りの境界領域で、創傷接触層１４２２に封止することがで
き、例えば、接着技術または溶接技術によって、空気が境界エリアを通って引き込まれる
ことを保証する。裏当て層１４２０によって、創傷が外部の細菌汚染から保護され（細菌
バリア）、層を通って創傷滲出液からの液体を移動させ、フィルム外表面から蒸発させる
ことが可能になる。裏当て層１４２０は、ポリウレタンフィルムと、フィルム上に広がる
接着パターンとの二つの層を備え得る。ポリウレタンフィルムは透湿性を持つことができ
、濡れたときに水透過速度が高まる材料から製造されてもよい。いくつかの実施形態では
、裏当て層の透湿性は、裏当て層が濡れると高くなる。濡れた裏当て層の透湿性は、乾い
た裏当て層の透湿性の最大約１０倍であってもよい。
【０１４６】
　吸収層１４２１は、吸収層が透過層１４２６の縁と重複するように、透過層１４２６よ
りも大きい面積から成ってもよく、それによって、透過層が裏当て層１４２０に接触しな
いことを保証する。これにより、創傷接触層１４２２と直接接触する、吸収層１４２１の
外側チャネルが提供され、滲出液の吸収層へのより急速な吸収に役立つ。さらに、この外
側チャネルによって、液体が、被覆材の周囲の封止部から染み出して、漏出の形成につな
がる場合がある、創傷空洞の外周に貯留できないことが保証される。図１４に図示する通
り、吸収層１４２１によって、境界線または境界領域が、吸収層１４２１の端と裏当て層
１４２０の端との間に画定されるように、裏当て層１４２０の周囲よりも小さい周囲を画
定してもよい。
【０１４７】
　図１４に示す通り、創傷被覆材１４００の一実施形態は、流体コネクタ１４１０の下に
置かれる吸収層１４２１に隙間１４２８を含む。使用中、例えば、陰圧が被覆材１４００
に適用されるとき、流体コネクタの創傷に面する部分は、透過層１４２６と接触してもよ
く、それゆえ、吸収層１４２１が創傷流体で満たされているときでさえ、創傷部位に陰圧
を伝達するのに役立ち得る。いくつかの実施形態によって、裏当て層１４２０を透過層１
４２６に少なくとも一部接着させてもよい。いくつかの実施形態では、隙間１４２８は、
流体コネクタ１４１０の創傷に面する部分またはオリフィス１４２７の直径よりも、少な
くとも１～２ｍｍ大きい。
【０１４８】
　特に、単一流体コネクタ１４１０および貫通孔を伴ういくつかの実施形態では、図１３
に図示する通り、流体コネクタ１４１０および貫通孔が、中心から外れた位置に置かれる
のが好ましい場合がある。そのような場所では、流体コネクタ１４１０が被覆材１４００
の残余部と比較して持ち上げられるように、被覆材１４００を患者の上に配置することが
可能になってもよい。そのように配置すると、流体コネクタ１４１０およびフィルタ１４
１４は、創傷部位への陰圧の伝達を減じるために、時期を早めてフィルタ１４１４を閉塞
させ得る創傷流体と、接触する可能性が低くなる場合がある。
【０１４９】
　ここで流体コネクタ１４１０に目を転じると、いくつかの実施形態は、封止面１４１６
と、近位端１３３０および遠位端１３４０を伴うブリッジ１４１１（図１３のブリッジ１
３２０に相当）と、フィルタ１４１４とを含む。封止面１４１６は、創傷被覆材の最上表
面に封止される、前に記載したアプリケータを形成し得る。いくつかの実施形態では、流
体コネクタ１４１０の最下層は、封止面１４１６を備えてもよい。流体コネクタ１４１０
はさらに、いくつかの実施形態では、流体コネクタの別個の上部層により画定される、封
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止面１４１６から垂直に間隔を空ける上面を備えてもよい。他の実施形態では、上面およ
び下面は、材料の同じ一片から形成されてもよい。いくつかの実施形態では、封止面１４
１６は、創傷被覆材と連通するように、その中に少なくとも一つの隙間１４２９を含んで
もよい。いくつかの実施形態では、フィルタ１４１４は、封止面の開口部１４２９を横切
って配置されてもよく、開口部１４２９全体にわたってもよい。封止面１４１６は、創傷
被覆材のカバー層に流体コネクタを封止するように構成されてもよく、接着剤または接合
部を含んでもよい。いくつかの実施形態では、封止面１４１６は、カバー層のオリフィス
の上に置かれてもよい。他の実施形態では、封止面１４１６は、カバー層のオリフィスお
よび吸収層１４２０の隙間の上に位置してもよく、流体コネクタ１４１０によって透過層
１４２６を通る気流を提供することが可能になる。いくつかの実施形態では、ブリッジ１
４１１は、陰圧源と連通する第一流体通路１４１２を含んでもよく、第一流体通路１４１
２は、３Ｄ編み材料など、前に記載した多孔質層１４２６と同じでもよく、または異なっ
てもよい、多孔質材料を含む。ブリッジ１４１１は、近位端および遠位端を有し、第一流
体通路１４１２を囲むように構成される、少なくとも一つの可撓性フィルム層１４０８、
１４１０によって被包することができ、可撓性フィルムの遠位端は、封止面１４１６に接
続する。フィルタ１４１４は、創傷滲出液がブリッジに侵入するのを実質的に妨げるよう
に構成される。
【０１５０】
　いくつかの実施形態はさらに、第一流体通路１４１２の上に配置される、任意の第二流
体通路を含んでもよい。例えば、いくつかの実施形態によって、第一流体通路１４１２お
よび被覆材１４００中への空気経路を提供するように構成される最上層１４０８の近位端
に配置される空気漏れ部に対して提供してもよい。
【０１５１】
　流体通路１４１２は、スペーサがねじれるかまたは折り重なる場合でも、流体が通過す
ることを可能にする、可撓性のある、規格に準拠した材料から構築される。流体通路１４
１２の好適な材料には、ポリエチレンまたはポリウレタン発泡体など、連続気泡発泡体を
含む発泡体、メッシュ、３Ｄ編物、不織材料および流体チャネルを含むがこれらに限定さ
れない。いくつかの実施形態では、流体通路１４１２は、透過層１４２６に関して上に記
載したものと、類似の材料から構築されてもよい。有利なことに、流体通路１４１２に使
用されるそのような材料によって、患者の快適性をより増すことが可能になるだけでなく
、ねじれるか、または曲がっている間でも、依然として流体通路１４１２が流体を創傷か
ら陰圧源の方へと移動できるような、より大きなねじれ抵抗を提供してもよい。
【０１５２】
　いくつかの実施形態では、流体通路１４１２は、例えば、編みもしくは織りスペーサ布
（ポリエステルで編まれた３Ｄ織物Ｂａｌｔｅｘ　７９７０（登録商標）またはＧｅｈｒ
ｉｎｇ　８７９（登録商標））といったウィッキング生地、または不織布から成ってもよ
い。選択されたこれらの材料は、好ましくは、創傷滲出液を創傷から離すように導き、陰
圧および／または吐出された空気を創傷部位へ伝達するために置くことができ、また、あ
る程度のねじれ抵抗または閉塞抵抗を、流体通路１４１２に与えてもよい。いくつかの実
施形態では、ウィッキング生地は、いくつかの事例では、流体の吸い上げまたは陰圧の伝
達に役立つ場合がある、三次元構造を有してもよい。特定の実施形態では、ウィッキング
生地を含むある実施形態では、これらの材料は、開放されたままで、例えば、４０から１
５０ｍｍＨｇの間の陰圧療法で使用される通常圧力下において、変わらず陰圧を創傷エリ
アに伝えることができる。いくつかの実施形態では、ウィッキング生地は、互いの上に積
み重なった、または積層された材料のいくつかの層を含んでもよく、いくつかの事例、陰
圧適用状況下において、流体通路１４１２が崩れるのを妨げるのに有用であってもよい。
他の実施形態では、流体通路１４１２に使用されるウィッキング生地は、１．５ｍｍ～６
ｍｍの間であってもよく、例えば、ウィッキング生地は、３ｍｍ～６ｍｍの間の厚さであ
ってもよく、一つまたはいくつかの個々のウィッキング生地層のどちらかから成ってもよ
い。他の実施形態では、流体通路１４１２は、１．５ｍｍよりも厚いなど、１．２～３ｍ
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ｍの間の厚さであってもよい。いくつかの実施形態、例えば、創傷滲出液などの液体を保
持する被覆材と共に使用される吸引アダプタは、流体通路１４１２に疎水性の層を用いて
もよく、気体のみが流体通路１４１２を通って動いてもよい。加えて、前に記載した通り
、システムに使用される材料は、適合する柔らかいものであることができ、患者の皮膚に
対して圧力を加える創傷治療システムに起因する場合がある、褥瘡および他の合併症を回
避するのに役立つ場合がある。
【０１５３】
　フィルタ要素１４１４は、液体に対して不透過性であるが、気体に対しては透過性があ
り、液体バリアとして働き、液体が創傷被覆材１４００から漏れ出ることができないこと
を保証するように提供される。フィルタ要素１４１４はまた、細菌バリアとして機能して
もよい。通常、管孔サイズは０．２μｍである。フィルタ要素１４１４のフィルタ材料に
好適な材料には、ＭＭＴ範囲からの０．２ミクロンのＧｏｒｅ（商標）拡張ＰＴＦＥ、Ｐ
ＡＬＬ　Ｖｅｒｓａｐｏｒｅ（商標）２００ＲおよびＤｏｎａｌｄｓｏｎ（商標）ＴＸ６
６２８を含む。より大きな管孔サイズも使用され得るが、これらは、二次フィルタ層が、
完全な生物汚染の封じ込めを保証することを必要とする場合がある。創傷流体は脂質を含
有するため、例えば、０．２ミクロンのＭＭＴ－３２３の前に１．０ミクロンのＭＭＴ－
３３２といった、撥油性フィルタ膜を使用することが好ましい。これにより、脂質が疎水
性フィルタを遮断するのを防げる。フィルタ要素は、オリフィスの上のポートおよび／ま
たは被覆フィルムに取り付けられるか、または封止され得る。例えば、フィルタ要素１４
１４は、流体コネクタ１４１０に成型されてもよく、または限定するものではないが、Ｕ
Ｖ硬化接着剤などの接着剤を使用して、カバー層の最上部および吸引アダプタ１４１０の
最下部の一方または両方に接着してもよい。
【０１５４】
　他のタイプの材料がフィルタ要素１４１４に使用され得ることは、理解されるであろう
。より広くは、薄く平坦な一枚のポリマー材料である、微多孔膜を使用することができ、
これは数十億もの微細な管孔を包含する。選んだ膜に応じて、これらの管孔は、０．０１
マイクロメートル～１０マイクロメートルより大きいサイズの範囲にあり得る。微多孔膜
は、親水性（水のフィルタリング）および疎水性（撥水）形態の両方で利用可能である。
いくつかの実施形態では、フィルタ要素１４１４は、支持層と、支持層上に形成されるア
クリルコポリマー膜とを含む。本開示の特定の実施形態に従う創傷被覆材１４００は、疎
水性微多孔膜（ＭＨＭ：ｍｉｃｒｏｐｏｒｏｕｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｏｂｉｃ　ｍｅｍｂｒ
ａｎｅ）を使用する。多数のポリマーを用いて、ＭＨＭを形成してもよい。例えば、ＭＨ
Ｍは、ＰＴＦＥ、ポリプロピレン、ＰＶＤＦおよびアクリルコポリマーの一つまたは複数
から形成されてもよい。これら任意のポリマーのすべてが、疎水性および撥油性の両方で
あり得る、特定の表面特性を得るために処理され得る。これらによって、マルチビタミン
注入物、脂質、界面活性剤、油および有機溶媒など、表面張力の低い液体を追い払うであ
ろう。
【０１５５】
　ＭＨＭは、空気が膜を通って流れることを可能にしながら、液体を遮断する。ＭＨＭは
また、潜在的感染エアロゾルおよび粒子を排除する、非常に効率的なエアフィルタである
。ＭＨＭの単一片は、機械式バルブまたはベントを交換する選択肢として、よく知られる
。それゆえ、ＭＨＭの組込みによって製品組立費を削減し、利益、および患者に対する費
用／利得の割合を改善し得る。
【０１５６】
　フィルタ要素１４１４はまた、例えば、活性炭、炭素繊維布もしくはＶｉｔｅｃ　Ｃａ
ｒｂｏｔｅｃ－ＲＴ　Ｑ２００３０７３発泡体、または類似のものといった臭気吸収材を
含んでもよい。例えば、臭気吸収材は、フィルタ要素１４１４の層を形成してもよく、ま
たはフィルタ要素内の疎水性微多孔膜間に挟まれてもよい。それゆえ、フィルタ要素１４
１４によって、オリフィスを通して気体を排出することが可能になる。しかしながら、液
体、微粒子および病原体は被覆材に包含される。
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【０１５７】
　上に記載した創傷被覆材の実施形態に類似して、いくつかの創傷被覆材は、皮膚接触面
上にシリコーン接着剤、および裏面上にアクリル接着剤を伴う穿孔創傷接触層を備える。
この縁取られた層の上方には、透過層または３Ｄスペーサ布パッドが存在する。透過層の
上方には吸収層が存在する。吸収層は超吸収不織（ＮＷ：ｎｏｎ－ｗｏｖｅｎ）パッドを
含み得る。吸収層は、周囲をおよそ５ｍｍ越えて透過層に接し得る。吸収層は、一つの端
部の方に向かう隙間または貫通孔を有し得る。隙間は直径約１０ｍｍであり得る。透過層
および吸収層の上に、裏当て層がある。裏当て層は、アクリル接着剤でコーティングされ
た模様である、高水蒸気透過率（ＭＶＴＲ）フィルムであり得る。高ＭＶＴＲフィルムお
よび創傷接触層は、透過層および吸収層を被包して、およそ２０ｍｍの周囲境界を作り出
す。裏当て層は、吸収層の隙間の上に重なる、１０ｍｍの隙間を有し得る。孔の上方には
、前述した隙間の上に重なる、液体不透過性、気体透過性の半透過性膜（ＳＰＭ：ｓｅｍ
ｉ－ｐｅｒｍｅａｂｌｅ　ｍｅｍｂｒａｎｅ）またはフィルタを備える、流体コネクタを
結合し得る。
【０１５８】
　図１５Ａ～図１５Ｄは、いくつかの実施形態による陰圧インジケータを組み込む創傷被
覆材の実施形態を図示する。図１５Ａは、被覆材の下で陰圧が確立された時点を示すため
、創傷被覆材１５００の上またはその内部に陰圧インジケータ１５９１を示す。陰圧イン
ジケータ１５９１は、機械的インジケータであってもよい。いくつかの実施形態では、陰
圧インジケータ１５９１は、患者から直接視線を必要としないインジケータでありうる。
例えば、陰圧インジケータ１５９１は、患者またはユーザによってタッチまたは感じるこ
とができるインジケータとすることができる。陰圧インジケータ１５９１は、被覆材の吸
収材料内の一つまたは複数の隙間または切り抜きとすることができる。いくつかの事例で
は、カバー層の下に陰圧が印加されると、被覆材は締り、吸収材料内の一つまたは複数の
隙間または切り抜きに吸い込まれるときに、カバー層は圧縮することができる。
【０１５９】
　いくつかの実施形態では、陰圧インジケータ１５９１は、図１５Ａに図示した小さな孔
配列であり得る。いくつかの実施形態では、被覆材に三つの小さな孔がある。いくつかの
実施形態では図１５Ａに示すように、被覆材の側方端に沿って長軸方向に延びる被覆材の
両側に、三つの小さな孔配列の２セットを使用することができる。いくつかの実施形態で
は、個々の陰圧インジケータの直径は約４ｍｍ～約５ｍｍでありうる。
【０１６０】
　陰圧インジケータは、吸収層の切り抜きまたは孔の結果として被覆材に作成された異な
るタイプの段変化またはくぼみから形成され得る。いくつかの実施形態では、陰圧インジ
ケータは、カバー層が孔または切り抜きを覆う状態で、吸収材料に孔または切り抜きから
形成され得る。いくつかの実施形態では、吸収材料の孔または切り抜きは、円形、長方形
、三角形、楕円形、またはその他任意の形状でありうる。真空が適用されない場合、領域
が緩んでいると感じることがあるが、陰圧下では領域は締まることができ、カバー層内の
段付きトポグラフィーまたはくぼみは明らかとなりうる。段付きトポグラフィーは、ユー
ザによって視覚化および／または感じられうる。図１５Ａに図示した吸収材料の小孔を使
用することができる。他の実施形態において、別のフィルム材料に結合された吸収材料に
おける大きな孔または別のフィルム材料と結合された吸収材料における長方形の細片を使
用することができる。
【０１６１】
　吸収材料に切断された小さな孔は、接着剤被覆上部フィルムと組み合わせて使用され得
る。二つの間の相互作用は、前述のようにふるまう。圧力下では、吸収材料が圧縮され、
フィルムは締りフィルムカバー孔を見えるようにする。この孔は、システムが陰圧下にあ
るときに感じることができる。システムが周囲圧力に戻ると、フィルムは、その元の状態
に「緩む」または「のびる」、そして、孔は上部フィルム材料を通して簡単に感じること
ができない。図１５Ｂ～図１５Ｃは、陰圧適用の前（図１５Ｂ）およびその間（図１５Ｃ
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）の孔の断面図を示す。小さな孔（直径４ｍｍ～約５ｍｍ）の陰圧インジケータは、陰圧
がかけられた時に、締まった段付き変化トポグラフィーを可能にすし、一方で被覆材が周
囲圧力に戻されたとき、段付き孔領域を隠す。
【０１６２】
　その他の実施形態では、非接着フィルムを有する大きな孔は、陰圧インジケータとして
使用され得る。大きな孔は、小さな孔で説明された隙間または切り抜きであることができ
る。しかしながら、カバー層は接着材料で被覆されることができるため、カバー層１５１
３が大きな孔に圧縮されてから周囲圧力に戻された後に、カバー層１５１３が被覆材の下
部層に固定されるのを防ぐために、非接着性フィルム１５９２を吸収材料１５２２の大き
な孔内に使用できる。
【０１６３】
　図１５Ｄは、吸収材料１５２２に大きな孔隙間を有する陰圧インジケータ１５９１を有
する創傷被覆材の実施形態の断面図を示す。システムが陰圧下にある時、カバー層１５１
３は非接着フィルム材料１５９２に貼り付けることができ、吸収材料１５２２の周りを締
めることで、陰圧インジケータ１５９１を画定する被覆材に段差付き変化トポグラフィー
を作り出す。被覆材が周囲圧力に戻ると、カバー層１５１３は元の状態に戻ることができ
る。いくつかの実施形態では、大きな孔は直径が１２ｍｍ（約１２ｍｍ）の円形の孔とす
ることができる。いくつかの実施形態では、二つ以上の大きな孔を使用することができる
。いくつかの実施形態では、大きな孔の配列を使用することができる。いくつかの実施形
態では、直径が３ｍｍ未満、３ｍｍ（約３ｍｍ）、４ｍｍ（約４ｍｍ）、５ｍｍ（約５ｍ
ｍ）、６ｍｍ（約６ｍｍ）、７ｍｍ（約７ｍｍ）、または７ｍｍより大きい孔とすること
ができる。
【０１６４】
　用語
　実施形態によっては、本明細書に記載されるプロセスのいずれかの特定の操作、作用、
事象、または機能は、異なる順序で実施され得、また全体として、（プロセスの実践に必
要なもの等）、追加、融合、または除外され得る（例えば、本プロセスの実践にすべてが
必要となるわけではない）。さらに、特定の実施形態では、動作、作用、機能、または事
象は、例えば、マルチスレッド処理、割込処理、または複数のプロセッサもしくはプロセ
ッサコアを通じて、または他のパラレルアーキテクチャー上で、シーケンシャルにではな
く、同時に実行することができる。
【０１６５】
　図示されたシステムのさまざまな構成要素の処理は、複数の機械、ネットワーク、およ
びその他の演算リソースにわたって分配され得る。さらに、システムの二つ以上の構成要
素を、より少ない構成要素に組み合わせることができる。図示されたシステムの様々な構
成要素を、専用コンピュータハードウェアシステムおよび／またはコンピューティングデ
バイスではなく、一つまたは複数の仮想マシンに実装することができる。同様に、示され
るデータレポジトリは、例えば、記憶エリアネットワークまたはその他の分散型記憶シス
テムを含む、物理的および／または論理的データ保存を表すことができる。さらに、いく
つかの実施形態では、図示した構成要素間の接続は、ハードウェア間の実際の接続ではな
く、データフローの可能な経路を表す。可能な接続のいくつかの実施例が示されているが
、図示された構成要素のサブセットのいずれかは、様々な実施の構成要素のその他任意の
サブセットと通信できる。
【０１６６】
　添付の出願書類に記載されている可能性のあるものを含む、上記の特許および用途およ
びその他の参考文献は、参照により本明細書に組み込まれる。開示の態様は本明細書に記
載の様々な参照のシステム、機能、概念を使用して、もし必要な場合、変更し、さらなる
実施を提供することができる。
【０１６７】
　特定の態様、実施形態、または実施例に関連して説明される特性、物質、特徴、または
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群は、本明細書に記載される他の任意の態様、実施形態、または実施例に、これらと両立
できないことがない限り、適用可能であることを理解されたい。本明細書（添付の特許請
求の範囲、要約書および図面のいずれをも含む）に開示する特徴のすべて、または同様に
開示するいずれの方法もしくは過程のステップのすべては、そのような特徴またはステッ
プの少なくとも一部が、互いに排他的である組み合わせを除き、いかなる組み合わせで組
み合わせられてもよい。本発明の保護するものは、前述の任意の実施形態の詳細に限定さ
れない。保護するものは、本明細書（添付の任意の特許請求の範囲、要約書、および図面
を含む）において開示される特徴のうちの任意の新規なもの、もしくは任意の新規な組み
合わせにおよび、または同様に開示される任意の方法またはプロセスのステップのうちの
任意の新規なもの、もしくは任意の新規な組み合わせに及ぶ。
【０１６８】
　特定の実施形態が説明されてきたが、これらの実施形態は、単に例として提示されてお
り、保護範囲を限定することを意図するものではない。実際、本明細書に記載の新規な方
法およびシステムは、様々な他の形態で具現化されてもよい。さらに、本明細書に記載の
方法およびシステムの形態において、様々な省略、交換、および変形がなされ得る。いく
つかの実施形態において、図示または開示されたプロセスにおいて実施される実際のステ
ップは、図に示されたステップとは異なりうることを、当業者は認識するであろう。実施
形態によっては、上述したステップのうちの特定のステップが除去される場合があり、別
のものが加えられる場合もある。例えば、開示されるプロセスで実施される実際のステッ
プまたはステップの順序は、図で示したものとは異なっていてもよい。実施形態によって
は、上述したステップのうちの特定のステップが除去される場合があり、別のものが加え
られる場合もある。例えば、図に示した様々な構成要素が、プロセッサ、コントローラ、
ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または専用ハードウェア上のソフトウェアまたはファームウェアと
して実装されてもよい。プロセッサ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ等のハードウェア構成要素には
論理回路が含まれうる。さらに、上記に開示された特定の実施形態の特徴および特性は、
様々な方法で組み合わせることができ、さらなる実施形態を形成することができるが、そ
の全てが本開示の範囲内に収まることになる。
【０１６９】
　本開示には、特定の実施形態、実施例、および用途が含まれるが、本開示は、具体的に
開示された実施形態の範囲を超えて、他の代替の実施形態または使用ならびにその明らか
な変更形およびその等価物にまでおよび、これには本明細書に記載された特徴および利点
の全てを提供しているとは限らない実施形態が含まれることは、当業者に理解されるであ
ろう。従って、本開示の範囲は、記述されたの実施形態によって限定されることを意図す
るものではなく、本明細書に提示されるまたはこの後に提示される特許請求の範囲によっ
て定義され得る。
【０１７０】
　「し得る（ｃａｎ）」、「できる（ｃｏｕｌｄ）」、「可能性がある（ｍｉｇｈｔ）」
、または「場合がある（ｍａｙ）」等の条件付き言い回しは、別途具体的に記載されない
限り、または使用される文脈の範囲内で別途解釈されない限り、特定の実施形態が、特定
の特徴、要素、またはステップを含む一方で、他の実施形態は含まないということの伝達
を意図するのが通例である。したがって、こうした条件付き言い回しは、特徴、要素、ま
たはステップが一つまたは複数の実施形態に多少なりとも必要とされるという示唆、また
はこれらの特徴、要素、もしくはステップが特定の任意の実施形態に含まれているかどう
か、もしくは該実施形態で実施されるべきかどうかを、ユーザ入力または命令の有無にか
かわらず決定するためのロジックが、一つまたは複数の実施形態に必然的に含まれている
という示唆を必ずしも意図するものではない。「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、「
含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、および「有する（ｈａｖｉｎｇ）」等の用語は、同義語
であり、包含的に非限定様式で用いられ、追加の要素、特徴、行為、および動作等を排除
するものではない。また、用語「または（ｏｒ）」は、包括的な意味で（排他的な意味で
はなく）用いられることで、例えば要素の列記をつなぐのに使用される場合、列記の要素
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のうちの一つ、一部、または全てを意味することになる。同様に、「および（ａｎｄ）／
または（ｏｒ）」という用語は、二つ以上の項目の列挙に関して、言葉の以下の解釈のす
べて：列挙内の項目も任意の一つ、列挙内のすべての項目、および列挙内の項目の任意の
組み合わせ、を網羅する。さらに、用語「各々」は、本明細書で使用される場合、通常の
意味を有するのに加えて、用語「各々」が適用されている一連の要素の任意のサブセット
も意味し得る。さらに、本明細書で使用される場合、「本明細書での（ｈｅｒｅｉｎ）」
、「上記（ａｂｏｖｅ）」、「下記（ｂｅｌｏｗ）」および類似する言葉は、本出願で使
用される場合、本明細書の全体を指し、本明細書の特定の部分を指すものではないことを
意味する。
【０１７１】
　語句「Ｘ、Ｙ、およびＺの少なくとも一つ」等の連言的言い回しは、別途具体的に記載
されない限り、ある項目や用語等が、Ｘか、Ｙか、Ｚのいずれかであり得ることを示唆す
るのに一般的に用いられる文脈によって、別途解釈されるものである。したがって、こう
した連言的言い回しは、特定の実施形態が、少なくとも一つのＸと、少なくとも一つＹと
、少なくとも一つのＺとを含むことを必要とするという示唆を必ずしも意図するものでは
ない。
【０１７２】
　本明細書で使用される「およそ」、「約」、「概して」、および「実質的に」という用
語等の、本明細書で使用される程度を表す言い回しは、所望の機能を依然として果たすか
または所望の結果をもたらす所定の値、量、または特性に近い値、量、または特性を表す
ものである。例えば、「およそ」、「約」、「概して」、および「実質的に」という用語
は、所定の量の１０％未満以内、５％未満以内、１％未満以内、０．１％未満以内、およ
び０．０１％未満以内の量を意味し得る。別の例として、特定の実施形態において、「概
して平行」および「実質的に平行」という用語は、丁度平行である状態から１５度以下、
１０度以下、５度以下、３度以下、１度以下、または０．１度以下ずれている値、量、ま
たは特性を意味する。
【０１７３】
　本明細書に記載の実施形態のいずれも、キャニスタまたはキャニスタなしで使用するこ
とができる。本明細書に記載される被覆材実施形態のいずれかは、創傷滲出液を吸収およ
び保存することができる。
【０１７４】
　本開示の範囲は、特定の実施形態の説明によって制限されることは意図されておらず、
請求項によって定義されてもよい。本特許請求の範囲の言い回しは、本特許請求の範囲で
用いられている言い回しに基づいて広い意味で解釈されるべきであり、本明細書で説明さ
れている例または本出願の手続きの間に説明される例に限定されるものではなく、それら
の例は非排他的なものとして解釈されるべきである。
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【図４Ｂ】 【図４Ｃ】
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【図７】 【図８Ａ】

【図８Ｂ】 【図９】



(45) JP 2020-508767 A 2020.3.26

【図１０】 【図１１】

【図１２Ａ】 【図１２Ｂ】
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【図１２Ｃ】 【図１２Ｄ－Ｇ】

【図１３】 【図１４】
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【図１５Ａ】 【図１５Ｂ－Ｃ】

【図１５Ｄ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月24日(2018.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２０１７年２月２８日に提出された「ＭＵＬＴＩＰＬＥ　ＤＲＥＳＳＩＮＧ
　ＮＥＧＡＴＩＶＥ　ＰＲＥＳＳＵＲＥ　ＷＯＵＮＤ　ＴＨＥＲＡＰＹ　ＳＹＳＴＥＭ」
と題された米国仮出願第６２／４６４，９８８号、２０１７年２月２８日に提出された「
ＭＵＬＴＩＰＬＥ　ＤＲＥＳＳＩＮＧ　ＮＥＧＡＴＩＶＥ　ＰＲＥＳＳＵＲＥ　ＷＯＵＮ
Ｄ　ＴＨＥＲＡＰＹ　ＳＹＳＴＥＭ」と題された米国仮出願第６２／４６４，９９２号、
２０１７年２月２８日に提出された「ＭＵＬＴＩＰＬＥ　ＤＲＥＳＳＩＮＧ　ＮＥＧＡＴ
ＩＶＥ　ＰＲＥＳＳＵＲＥ　ＷＯＵＮＤ　ＴＨＥＲＡＰＹ　ＳＹＳＴＥＭ」と題された米
国仮出願第６２／４６５，０１１号、の優先権を主張し、これらのそれぞれは、その全体
が参照により本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　本明細書に記載の実施形態は、例えば、陰圧創傷療法と組み合わせた複数の創傷被覆材
を使用して創傷を治療する装置、システム、および方法に関する。
関連技術の説明
【０００３】
　陰圧創傷療法（ＮＰＷＴ）は、創傷部位における肉芽組織の形成を促進し、かつ人体の
通常の炎症プロセスを補助しながら、同時に有害なサイトカインおよび／またはバクテリ
アを含む可能性がある過剰な流体を除去することにより、創傷の治癒を促進する。ところ
が、既存のＮＰＷＴシステムは、一度に一つの創傷のみを治療できるため、典型的に少な
くとも限定される。既存のＮＰＷＴシステムが二つ以上の創傷を治療するために使用され
る場合、これは効果的でない不正確な治療をもたらす。しかしながら、治療の便益を完全
に実現するには、ＮＰＷＴのさらなる改良が必要とされる。
【発明の概要】
【０００４】
　いくつかの実施形態では、陰圧創傷療法装置は、陰圧源、複数の圧力センサ、およびコ
ントローラが含まれる。陰圧源は、複数の流体流路を介して複数の創傷被覆材に結合し、
陰圧を複数の創傷被覆材に提供するように構成された複数の入口を含む。複数の流体流路
は、第一の創傷被覆材を複数の入口の第一の入口に流体接続するように構成された第一の
流体流路と、第二の創傷被覆材を複数の入口の第二の入口に流体接続するように構成され
た第二の流体流路とを含む。複数の圧力センサは、流体流路内の圧力を測定するように構
成される。複数の圧力センサは、第一の流体流路内の圧力を測定するように構成された第
一の圧力センサと、第二の流体流路内の圧力を測定するように構成された第二の圧力セン
サとを含む。コントローラは、陰圧源を操作し、第一または第二の圧力センサの少なくと
も一つによって測定される圧力に基づいて、第一または第二の流体流路の少なくとも一つ
に関連する少なくとも一つの動作状態の表示を提供するように構成される。
【０００５】
　前述の段落の装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載される以下の特
徴の、任意の組み合わせを含み得る。少なくとも一つの動作状態は、閉塞、漏れ、過圧ま
たは被覆材フル状態を含み得る。装置は、陰圧源および第一および第二の入口を支持する
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ように構成されたハウジングをさらに含み得る。第一の流体流路は、ユーザに第一の創傷
被覆材と陰圧源との間の流体接続を示すように構成された第一の識別子を含み得る。第二
の流体流路は、ユーザに第二の創傷被覆材と陰圧源との間の流体接続を示すように構成さ
れた第二の識別子を含み得る。第一および第二の識別子が、印刷された絵文字、印刷され
たアイコン、エンボス加工が施された絵文字、エンボス加工が施されたアイコン、点字文
字、または色コードの少なくとも一つを含み得る。第一および第二の識別子は、入口マニ
ホールド分岐取付部に近接して位置付けられ得る。コントローラは、第一の流体流路内の
動作状態と関連する第一の表示、および第二の流体流路内の動作状態に関連する第二の表
示を提供するようにさらに構成され得る。第一および第二の表示は、視覚的または音声表
示の一つまたは複数とすることができる。
【０００６】
　いくつかの実施形態では、陰圧創傷療法装置は、陰圧源、圧力センサ、およびコントロ
ーラを含み得る。陰圧源は、複数の流体流路を介して複数の創傷被覆材に結合し、陰圧を
複数の創傷被覆材に提供するように構成された複数の入口を含み得る。複数の流体流路は
、第一の創傷被覆材を複数の入口の第一の入口に流体接続するように構成された第一の流
体流路と、第二の創傷被覆材を複数の入口の第二の入口に流体接続するように構成された
第二の流体流路とを含み得る。第一の流体流路は、流れ制限器または流れ拡大器と、複数
の流体流路の少なくとも一つの圧力を測定するように構成された圧力センサとを含み得る
。コントローラは、陰圧源を操作し、圧力センサによって測定される圧力に基づいて、第
一または第二の流体流路の少なくとも一つに関連する少なくとも一つの動作状態の表示を
提供するように構成することができる。
【０００７】
　前述の段落の装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載される以下の特
徴の、任意の組み合わせを含み得る。少なくとも一つの動作状態は、閉塞、漏れ、過圧ま
たは被覆材フル状態の一つまたは複数を含み得る。コントローラが、経時的な圧力変化に
基づいて、少なくとも一つの動作状態の表示を提供するように構成され得る。第一の流体
流路内の経時的な圧力変化は、第二の流体流路内の経時的な圧力変化とは異なることがで
きる。コントローラは、第一および第二の流体流路の経時的な圧力変化の差異に基づいて
、第一または第二の流体流路内の閉塞を検知するようにさらに構成することができる。装
置は、陰圧源および第一および第二の入口を支持するように構成されたハウジングをさら
に含み得る。第一の流体流路は、ユーザに第一の創傷被覆材と陰圧源との間の流体接続を
示すように構成された第一の識別子を含み得る。第二の流体流路は、ユーザに第二の創傷
被覆材と陰圧源との間の流体接続を示すように構成された第二の識別子を含み得る。第一
および第二の識別子が、印刷された絵文字、印刷されたアイコン、エンボス加工が施され
た絵文字、エンボス加工が施されたアイコン、点字文字、または色コードの少なくとも一
つを含み得る。コントローラは、第一の流体流路内の動作状態と関連する第一の表示、お
よび第二の流体流路内の動作状態に関連する第二の表示を提供するようにさらに構成され
得る。第一および第二の表示は、視覚的または音声表示の一つまたは複数とすることがで
きる。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、陰圧療法装置は、陰圧源、圧力センサ、およびコントローラ
を含み得る。陰圧源は、複数の流体流路を介して、複数の創傷被覆材に結合し、陰圧を複
数の創傷被覆材に提供するように構成することができる。複数の流体流路は、第一の流体
流路および第二の流体流路を含み得る。第一の流体流路は、第一の創傷被覆材を陰圧源に
流体接続するように構成され得る。第一の流体流路が第一の流体流路内に流体の通過を阻
止するように構成された第一のバルブを有することができる。第二の流体流路は、陰圧源
に第二の創傷被覆材を流体接続するように構成され得る。第二の流体流路は、第二の流体
流路内の流体の通過を阻止するように構成された第二のバルブを有することができる。複
数の圧力センサは、複数の流体流路内の圧力を測定するように構成され得る。コントロー
ラは、陰圧源を操作し、測定された圧力に基づいて第一または第二の流体経路の少なくと
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も一つに関連付けられた動作状態を検知するように構成され得る。
【０００９】
　前述の段落の装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載される以下の特
徴の、任意の組み合わせを含み得る。コントローラが、第一のバルブが開いて、第一の流
体流路内の流体の通過を可能にし、第二のバルブが閉じて、第二の流体流路内の流体の通
過を阻止するとき、第一の流体流路内の動作状態を検知するように構成され得る。第一の
流体流路内の動作状態は、第一の流体流路内の閉塞を含み得る。複数の流体流路は、陰圧
源に第三の創傷被覆材を流体接続するように構成された第三の流体流路をさらに含み得る
。第三の流体流路は、第三の流体流路内の流体の通過を阻止するよう構成された第三のバ
ルブを含み得る。コントローラが、第一のバルブが開いて、第一の流体流路内の流体の通
過を可能にし、第二のバルブが閉じて、第二の流体流路内の流体の通過を阻止し、第三の
バルブが閉じて第三の流体流路内の流体の通過を阻止するとき、第一の流体流路内の動作
状態を検知するように構成され得る。
【００１０】
　前述の二段落のいずれかの装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載さ
れる以下の特徴の、任意の組み合わせを含み得る。コントローラが、第一のバルブを閉じ
て、第一の流体流路内の流体の通過を阻止し、第二のバルブを閉じて、第二の流体流路内
の流体の通過を阻止し、第三のバルブを開いて、第三の流体流路内の流体の通過を可能に
し、測定された圧力を第一の閾値と比較することに基づき、第三の流体流路内の閉塞の存
在を判定し、閉塞が第三の流体流路内に存在すると判定することに応答して、閉塞の表示
をユーザに提供するように構成され得る。コントローラが、第三の流体流路の閉塞を判定
することに応答して、第一のバルブを開いて、第一の流体流路内の流体の通過を可能にし
、第二のバルブを開いて、第二の流体流路内の流体の通過を可能にし、第三のバルブを閉
じて、第三の流体流路内の流体の通過を阻止し、測定された圧力を第二の閾値と比較する
ことに基づき、第一および第二の流体流路の一つまたは複数における閉塞の存在を判定し
、閉塞が第一および第二の流体流路に存在しないと判定することに応答して、第三の創傷
被覆材を交換するための表示を提供するように、さらに構成され得る。コントローラは閉
塞が第一または第二の流体流路の少なくとも一つに存在すると判定することに応答して、
閉塞の表示をユーザに提供するように、さらに構成され得る。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、陰圧創傷療法装置を操作する方法は、第一の流体流路に関連
付けられた第一のバルブを閉じることを含む。第一の流体流路は、陰圧源と第一の創傷被
覆材との間の流体接続を提供するように構成され得る。第一のバルブを閉じることは、第
一の流体流路内の流体の流れを阻止することができる。方法は、第二の流体流路に関連付
けられた第二のバルブを開くことをさらに含み得る。第二の流体流路は、陰圧源と第二の
創傷被覆材の間の流体接続を提供するように構成され得る。第二のバルブを開くことによ
って、第二の流体流路内の流体の流れが可能となりうる。方法は、第二の流体流路内の測
定された圧力に少なくとも部分的に基づいて、第二の流体流路と関連付けられる動作状態
を判定することをさらに含み得る。方法は、動作状態の表示を提供することをさらに含み
得る。
【００１２】
　前述の段落の方法はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載される以下の特
徴またはステップの、任意の組み合わせを含み得る。第二の流体流路に関連する動作状態
は、第二の流体流路内の閉塞を含み得る。方法は、第二の流体流路の閉塞を判定すること
に応答して、第二のバルブを閉じて第一のバルブを開くことと、第二の被覆材を交換する
ための表示を提供することと、をさらに含み得る。方法は、第一の流体流路に関連付けら
れた動作状態を判定することをさらに含み得る。方法は、陰圧源と第三の創傷被覆材との
間の流体接続を提供するように構成された第三の流体流路をさらに含み得る。第三の流体
流路は、陰圧源と第三の創傷被覆材の間の流体接続を提供するように構成された第三のバ
ルブを含み得る。第三のバルブを閉じることは、第三の流体流路内で流体の流れを阻止す
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る。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、陰圧創傷療法装置を操作する方法は、第一の流体流路に関連
付けられた第一のバルブを開くことを含む。第一の流体流路は、陰圧源と第一の創傷被覆
材との間の流体接続を提供するように構成され得る。第一のバルブブを閉じることは、第
一の流体流路内に流体の流れを阻止する。方法は、第二の流体流路に関連付けられた第二
のバルブを閉じることをさらに含み得る。第二の流体流路は、陰圧源と第二の創傷被覆材
の間の流体接続を提供するように構成され得る。第二のバルブを開くことは、第二の流体
流路内の流体の流れを可能にする。方法は、第三の流体流路に関連付けられた第三のバル
ブを閉じることをさらに含み得る。第三の流体流路は、陰圧源から第三の創傷被覆材へ流
体接続を提供するように構成され得る。第三のバルブブロックを閉じることは、第三の流
体流路内に流体の流れを阻止する。方法は、第一の流体流路内の測定された圧力に少なく
とも部分的に基づいて、第一の流体流路内の閉塞の存在を判定することをさらに含み得る
。方法は、第一の流体流路における閉塞を判定したとき、第一のバルブを閉じることと、
（例えば、第一のバルブを閉じることが第一の流体流路内の流体の流れを阻止する）第二
および第三のバルブを開くことと、（例えば、第二および第三のバルブを開くことが第二
および第三の流体流路内の流体の流れを可能にする）第二または第三の流体流路の少なく
とも一つにおける閉塞の存在を判定することと、第二および第三の流体流路に閉塞がない
ことを判定することに応答して、ユーザが第一の創傷被覆材を置き換えるよう表示を提供
することと、第二または第三の流体流路の少なくとも一つに閉塞があると判定することに
応答して、ユーザに表示を提供することと、をさらに含み得る。
【００１４】
　前述の段落のいずれかの装置はまた、本明細書の記載の中でも特に、本段落に記載され
る以下の特徴の、任意の組み合わせを含み得る。装置は、複数の創傷被覆材の少なくとも
一つをチェックするようにユーザに警告するように構成されたインジケータと、インジケ
ータを定期的に起動するように構成されたプロセッサと、ユーザが複数の創傷被覆材の少
なくとも一つをチェックするために、ユーザが警告をリセットすることを許可にするよう
に構成されたボタンと、をさらに含み得る。
【００１５】
　以下に開示されるポンプの実施形態のいずれも、および、陰圧創傷療法の実施形態のい
ずれも含むがこれらに限定しないものとし、本出願に開示された配置または実施形態のい
ずれかの特徴、構成要素、または詳細のいずれも、新しい配置および実施形態を形成する
よう本明細書に開示された配置または実施形態のいずれかのその他の特徴、構成要素、ま
たは詳細のいずれとも相互に組み合わせ可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、いくつかの実施形態によるＴＮＰ装置および遠隔データ処理システムを
含む陰圧療法システムを示す。
【図２】図２は、図１のＴＮＰ装置を含む陰圧療法システム、ならびに入口マニホールド
分岐取付部、圧力センサおよび複数の流体流路、いくつかの実施形態による創傷上に配置
された創傷被覆材を図示する。
【図３】図３は、図２の陰圧療法システム２００のいくつかの実施形態を図示したもので
ある。
【図４Ａ】図４Ａは、いくつかの実施形態による、図３の入口マニホールド分岐取付部を
例示する。
【図４Ｂ】図４Ｂは、いくつかの実施形態による、図３の入口マニホールド分岐取付部を
例示する。
【図４Ｃ】図４Ｃは、いくつかの実施形態による、図３の入口マニホールド分岐取付部を
例示する。
【図５】図５は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムの図を示す。
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【図６】図６は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムの図を示す。
【図７】図７は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムの図を示す。
【図８Ａ】図８Ａは、いくつかの実施形態によるＴＮＰ装置の図を示す。
【図８Ｂ】図８Ｂは、いくつかの実施形態によるＴＮＰ装置の図を示す。
【図９】図９は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムによって実施される診
断プロセスを示す。
【図１０】図１０は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムによって実施され
る診断プロセスを示す。
【図１１】図１１は、いくつかの実施形態による陰圧創傷治療システムによって実施され
る診断プロセスを示す。
【図１２Ａ】図１２Ａは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置を図示したものであ
る。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置を図示したものであ
る。
【図１２Ｃ】図１２Ｃは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置を図示したものであ
る。
【図１２Ｄ－Ｇ】図１２Ｄ～図１２Ｇは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置のユ
ーザインターフェースを図示する。
【図１３】図１３は、いくつかの実施形態による創傷被覆材を図示する。
【図１４】図１４は、創傷被覆材に接続された流体コネクタの一実施形態の断面を図示す
る。
【図１５Ａ】図１５Ａは、いくつかの実施形態による陰圧インジケータを組み込む創傷被
覆材の実施形態を図示する。
【図１５Ｂ－Ｃ】図１５Ｂ～図１５Ｃは、いくつかの実施形態による陰圧インジケータを
組み込む創傷被覆材の実施形態を図示する。
【図１５Ｄ】図１５Ｄは、いくつかの実施形態による陰圧インジケータを組み込む創傷被
覆材の実施形態を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本明細書に開示された実施形態は、陰圧源および創傷被覆材構成要素および装置を含む
、減圧によって複数の創傷を治療する装置および方法に関する。創傷に重ね、パッキング
する材料を含む装置および構成要素は、本明細書では総称して被覆材として称される場合
がある。
【００１８】
　本明細書に開示するいくつかの実施形態は、ヒトまたは動物の体に対する創傷療法に関
する。そのため、本明細書における創傷へのいかなる言及も、ヒトまたは動物の体上の創
傷を指すことができ、本明細書における体へのいかなる言及も、ヒトまたは動物の体を指
し得る。本明細書で使用される用語「創傷」は、幅広い通常の意味を有するのに加えて、
陰圧を使用して治療されてもよい、患者のいかなる体の一部を含む。創傷という用語は広
く解釈され、皮膚が断裂、切開、もしくは穿孔される、または外傷によって挫傷が引き起
こされる開放創および閉鎖創、あるいは患者の皮膚における任意の他の表面もしくは他の
状態または欠陥、あるいは減圧治療によって利益を得る他のものを包含することを理解さ
れたい。よって、創傷は、流体が生成されることもされないこともある、組織の任意の損
傷領域として広く定義される。そのような創傷の例としては、腹部創傷、または手術、外
傷、胸骨切開、筋膜切開、あるいは他の状態のいずれかの結果としての他の大規模または
切開性の創傷、裂開創傷、急性創傷、慢性創傷、亜急性創傷および裂開創傷、外傷性創傷
、フラップおよび皮膚移植片、裂傷、擦傷、挫傷、火傷、糖尿病性潰瘍、褥瘡性潰瘍、ス
トーマ、術創、外傷性潰瘍および静脈性潰瘍などが挙げられるが、それらに限定されない
。
【００１９】
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　そのような創傷の治療は、陰圧創傷療法を使用して実施することができ、減圧または陰
圧が、創傷の治癒を容易にして促進するように、創傷に印加され得る。本明細書に開示さ
れる創傷被覆材および方法は、身体の他の部分に適用されてもよく、創傷の治療に必ずし
も限定されないことも、理解されるであろう。
【００２０】
　本開示の実施形態は、概して、局所陰圧（ＴＮＰ）療法システムで使用するように適用
可能であることが理解されるであろう。手短に言えば、陰圧創傷療法は、組織の浮腫を減
少させ、血流および顆粒組織形成を促し、過度の滲出液を除去することによって、「治癒
が困難な」創傷の多くの形態を閉鎖および治癒するのを支援し、細菌負荷（および、それ
ゆえ感染リスク）を低減してもよい。加えて、治療によって、創傷の不安を減らすことが
可能になり、より早期の治癒に導く。ＴＮＰ療法システムはまた、流体を除去し、閉鎖の
並列された位置で組織を安定化するのに役立つことで、外科的に閉じられた創傷の治癒を
支援してもよい。ＴＮＰ治療のさらなる有益な使用は、過剰な流体を除去することが重要
であり、組織の生存度を確保するために移植片が組織に近接していることが求められる、
移植片およびフラップにおいて見出すことができる。
【００２１】
　本明細書に使用する通り、－ＸｍｍＨｇなど、減圧または陰圧レベルは、７６０ｍｍＨ
ｇ（または１ａｔｍ、２９．９３ｉｎＨｇ、１０１．３２５ｋＰａ、１４．６９６ｐｓｉ
など）に相当し得る、平常の周囲気圧に対する圧力レベルを表す。したがって、陰圧値－
ＸｍｍＨｇは、例えば、７６０ｍｍＨｇをＸｍｍＨｇ下回る、すなわち言い換えると、圧
力（７６０－Ｘ）ｍｍＨｇという圧力を反映する。加えて、ＸｍｍＨｇよりも「低い」ま
たは「小さい」陰圧は、気圧により近い圧力に相当する（例えば、－４０ｍｍＨｇは－６
０ｍｍＨｇよりも低い）。－ＸｍｍＨｇよりも「高い」または「大きい」陰圧は、気圧か
らより離れた圧力に相当する（例えば、－８０ｍｍＨｇは－６０ｍｍＨｇよりも高い）。
いくつかの実施形態では、局所的な周囲気圧は基準点として使用され、そのような局所的
な気圧は、必ずしも、例えば、７６０ｍｍＨｇでなくてもよい。
【００２２】
　本開示のいくつかの実施形態に関する陰圧範囲は、約－８０ｍｍＨｇ、または約－２０
ｍｍＨｇから－２００ｍｍＨｇの間であり得る。これらの圧力は、７６０ｍｍＨｇであり
得る、平常の周囲気圧に対して相対的であることには留意されたい。それゆえ、－２００
ｍｍＨｇは、実質的には約５６０ｍｍＨｇであろう。いくつかの実施形態では、圧力範囲
は、約－４０ｍｍＨｇと－１５０ｍｍＨｇとの間であり得る。あるいは、－７５ｍｍＨｇ
以下、－８０ｍｍＨｇ以下、または８０ｍｍＨｇ超過の圧力範囲が使用され得る。また、
他の実施形態では、－７５ｍｍＨｇを下回る圧力範囲が使用され得る。代替として、およ
そ－１００ｍｍＨｇまたはさらに－１５０ｍｍＨｇより上の圧力範囲が、陰圧装置により
供給され得る。
【００２３】
　本明細書に記載する創傷閉鎖デバイスのいくつかの実施形態では、創傷収縮の増加が、
囲んでいる創傷組織における組織拡張の増加につながり得る。この影響は、場合により、
創傷閉鎖デバイスの実施形態によって創傷に適用される引張力の増加と連動して、組織に
適用される力を変化させること、例えば、時間と共に創傷に適用される陰圧を変化させる
ことによって増大する場合がある。いくつかの実施形態では、例えば、正弦波、方形波を
使用して、および／または一つまたは複数の患者の生理学的指標（心拍など）と同期して
、時間と共に陰圧を変化させてもよい。
【００２４】
　図１は、いくつかの実施形態によるＴＮＰ装置１０２および遠隔データ処理システム１
２２を含む陰圧療法システム１００を示す。ＴＮＰ装置１０２は、流体流路を介してＴＮ
Ｐ装置１０２と流体連通する創傷被覆材を使用して創傷を治療するように使用され得る。
ＴＮＰ装置１０２には、相互に電気的通信するように構成される、コントローラ１０４、
メモリデバイス１０６、陰圧源１０８と、ユーザインターフェース１１０と、電源１１２



(54) JP 2020-508767 A 2020.3.26

と、圧力センサ１１４と、トランシーバ１１６とを含み得る。電源１１２は、ＴＮＰ装置
１０２の一つまたは複数の構成要素に電力を供給することができる。
【００２５】
　コントローラ１０４は、少なくともメモリデバイス１０６に格納された指示に従って、
ＴＮＰ装置１０２の一つまたは複数の他の構成要素の動作を制御することができる。例え
ば、コントローラ１０４は、陰圧源１０８の動作およびそれによる陰圧の供給を制御する
ことができる。陰圧源１０８には、限定されないが、ロータリーダイヤフラムポンプまた
は他のダイヤフラムポンプ、圧電ポンプ、蠕動ポンプ、ピストンポンプ、ロータリーベー
ンポンプ、液封式ポンプ、スクロールポンプ、圧電変換器によって動作するダイヤフラム
ポンプ、または他の任意の好適なポンプもしくはマイクロポンプ、あるいは上記のものの
任意の組み合わせなどのポンプを含み得る。ユーザインターフェース１１０は、ユーザ入
力を受信するか、またはユーザ出力を患者または介護者に提供する一つまたは複数の要素
を含み得る。ユーザ入力を受信する一つまたは複数の要素は、ボタン、スイッチ、ダイヤ
ル、またはタッチスクリーンなどを含み得る。
【００２６】
　圧力センサ１１４は、（ｉ）ＴＮＰ装置１０２および創傷被覆材接続する流体流路の圧
力、（ｉｉ）創傷被覆材での圧力、（ｉｉｉ）ＴＮＰ装置１０２における圧力、またはそ
の中の圧力をなど、創傷被覆材下の圧力を監視するために使用できる。いくつかの実施で
は、圧力センサ１１４は、ＴＮＰ装置１０２を複数の創傷被覆材に接続する複数の流路な
ど、複数の流体流路の圧力を測定するように位置付けられた少なくとも二つ以上の圧力セ
ンサを含み得る。その他の実装では、圧力センサ１１４は、圧力の差異測定を行うことを
可能にするよう、流体流路に位置付けられるか、または流体流路に流体接続される少なく
とも二つ以上の圧力センサを含み得る。例えば、第一の圧力センサは、創傷の上流に（例
えば、ＴＮＰ装置１０２の入口に、またはその近くに）位置付けられてもよく、第二の圧
力センサは、創傷におけるもしくは創傷の近くの、またはキャニスタまたは被覆材におけ
るもしくはそれらの近くの圧力を検知するように位置付けられてもよい。
【００２７】
　トランシーバ１１６は、ネットワーク１２０を介してデータ処理システム１２２と通信
するように使用され得る。トランシーバ１１６は、例えば、ＴＮＰ装置１０２によって管
理された療法プログラムに対するアラーム、測定された圧力、または変化のようなデバイ
ス使用データをデータ処理システム１２２に送信することができる。いくつかの実施例で
は、トランシーバ１１６は、陰圧療法システム内の一つまたは複数の遮断バルブと通信す
る。ネットワーク１２０は、例えば、セルラー方式通信ネットワークのような有線または
無線通信ネットワークなどの通信ネットワークであることができる。メモリデバイス１０
６は、トランシーバ１１６によって送信され得るデバイス使用データを記憶するように使
用され得る。いくつかの実施形態では、データ処理システム１２２は、動作パラメータな
どのデータをＴＮＰ装置１０２に送信できる。
【００２８】
　図２は、いくつかの実施形態による陰圧療法システム２００を示す。システム２００は
、図１のＴＮＰ装置１０２と、第一の流体流路２０８と、第一の創傷２２０上に置かれる
ように構成された第一の創傷被覆材２０２と、第二の流体流路２１０と、第二の創傷２２
２上に置かれるように構成された第二の創傷被覆材２０４と、入口マニホールド分岐取付
部２０６、および第三の流体流路２１２とを含む。ＴＮＰ装置１０２は、第一の流体流路
２０８、入口マニホールド分岐取付部２０６、および第三の流体流路２１２を介して、Ｔ
ＮＰ装置１０２と流体連通する第一の創傷被覆材２０２を使用して、第一の創傷２２０を
治療するために使用され得る。ＴＮＰ装置１０２はまた、第二の流体流路２１０、入口マ
ニホールド分岐取付部２０６、および第三の流体流路２１２を介して、ＴＮＰ装置１０２
と流体連通する第二の創傷被覆材２０４を使用して第二の創傷２２２を治療するために使
用することができる。
【００２９】
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　入口マニホールド分岐取付部２０６は、ＴＮＰ装置１０２と第一および第二の創傷被覆
材との間に取り付けられ、それによって有利なことに、ＴＮＰ装置１０２が同時に創傷被
覆材の両方の中またはその下で陰圧を生成し維持することを可能にする。この例では、入
口マニホールドはＴＮＰ装置に組み込まれていない。代わりに、Ｙ型コネクタなどの入口
マニホールド分岐取付部２０６が、第一および第二の流体流路２０８－Ｂを第三の流体流
路２１２に接続するために使用される。他の実施例では、入口マニホールドは、第一およ
び第二の流体流路が統合された入口マニホールドを介してＴＮＰ装置に直接接続するよう
に（図１２Ａ～図１２Ｃに示すように）ＴＮＰ装置１０２に組み込むことができる。
【００３０】
　第三の流体流路２１２内の圧力を測定するために、圧力センサ１１４が、例えば、ＴＮ
Ｐ装置１０２の入口においてまたはその近くにおいて、第三の流体流路２１２に位置付け
られる。ＴＮＰ装置１０２のコントローラは、圧力センサ１１４によって測定された圧力
を監視し、陰圧療法システム２００内で動作状態（例えば、閉塞、漏れ、過圧または被覆
材フル状態）が発生したかどうかを判定することができる。
【００３１】
　いくつかの実例では、コントローラは、測定された圧力を予想される測定された圧力（
または流れ）と比較することによって動作状態が存在すると判定できる。「予想される」
圧力（または流れ）は、正常な状態で動作する陰圧システムにおける圧力センサによって
測定される圧力とすることができる。予想圧力は、陰圧源（またはユーザによって選択さ
れる圧力）によって供給される圧力に等しいか、またはほぼ同等であってもよい（例えば
、１、２、３、４、５、１０、１５、または２０Ｍｍｈｇ以内）。対照的に、「予想外の
」圧力（または流動）は、予想圧力（または流動）以外の任意の測定された圧力とするこ
とができる。例えば、いくつかの実施例では、閉塞、過圧、または被覆材フル状態を経験
する創傷被覆材は、圧力センサを予想圧力よりも低く（例えば、より正の圧力）測定させ
うる。その他の例では、漏れ状態を経験する創傷被覆材は、圧力センサが、予想圧力より
も低い圧力を測定させうる。いくつかの実施例では、動作状態は、測定された圧力（例え
ば、測定された圧力のスパイク、ディップ、増加、または減少）を変更することができる
。いくつかの実施形態では測定された圧力は、それが期待されるか予想外のかを判定する
ために、一つまたは複数の閾値と比較される。
【００３２】
　いくつかの実施例では、ＴＮＰ装置１０２は、二つ以上の創傷被覆材が接続された時に
のみ機能する（例えば、陰圧を提供する）。さらに、ユーザを混乱させないように、単一
の創傷被覆材のみが接続されている場合に利用可能なＴＮＰ装置のいくつかのインジケー
タまたは機能は無効とし得る。例えば、いくつかの実例では、被覆材フルインジケータは
、二つ以上の接続された創傷被覆材を持つＴＮＰシステムでは使用できない。このため、
使用できない機能を使用してユーザを混乱させないように、被覆材フルインジケータを前
面パネルから無効または削除できる。
【００３３】
　図３は、陰圧療法システム２００いくつかの実施形態を示す。システム２００は、ＴＮ
Ｐ装置１０２、第一の流体流路２０８、第一の創傷被覆材２０２、第二の流体流路２１０
、第二の創傷被覆材２０４、複数の統合された入口マニホールドまたはコネクタ３０２、
３０４を含む。複数の統合された入口マニホールド３０２、３０４は、ＴＮＰ装置１０２
と統合され、第一の流体流路２０８を介して第一の創傷被覆材２０２および第二の流体流
路２１０を介して第二の創傷被覆材２０４に流体接続される。
【００３４】
　いくつかの実例では、流体流路２０８は、長くおよびＴＮＰ装置１０２から離れた位置
にあることができる。したがって、流体流路が一つまたは複数のインジケータ３０６、３
０８を含むことが望ましいことがあり、これは、ユーザが複数の統合された入口マニホー
ルド３０２、３０４の特定の入口にどの流体流路２０８が接続されていることを識別する
のに役立つ。
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【００３５】
　示されるように、第一の流体流路２０８は複数の第一の識別子（星印）３０６を含み、
第二の流体流路２０８は複数の第二の識別子（三角）３０８を含む。両方の実例では、少
なくとも一つの識別子３０２、３０４は、入口マニホールド３０６、３０８に近接して位
置し、少なくとも一つの識別子は、創傷被覆材に近接して位置する。いくつかの実施例で
は、流体流路は三つ以上の識別子３０６、３０８を含み得る。例えば、識別子３０６、３
０８は、流体流路の長さにわたって位置することができる。さらに、別の方法として、識
別子３０６、３０８は、印刷された絵文字、印刷されたアイコン、エンボス加工が施され
た絵文字、エンボス加工が施されたアイコン、点字文字、または色コードなどを含み得る
。いくつかの実施例では、電子制御された表示（表示装置上のＬＥＤ、インジケータなど
）は、各流体流路と関連付けられる。これにより、ＴＮＰ装置１０２は、関連する被覆材
で発生した可能性のある動作状態を示すことが容易になる。
【００３６】
　いくつかの実施形態では第一および第二の流体流路の組み合わせ圧力を測定するために
、少なくとも一つの圧力センサを入口マニホールド（統合マニホールドまたは取付けマニ
ホールドのいずれか）と共に配置することができる。ＴＮＰ装置１０２のコントローラは
、圧力センサによって測定された圧力を監視し、流体流路のいずれかで動作状態が発生し
たかどうかを判定する。いくつかの態様では、コントローラは、第一の流体流路２０８内
の動作状態と関連する第一の表示、および第二の流体流路２１０内の動作状態に関連する
第二の表示を提供するように構成され得る。
【００３７】
　いくつかの実施例では、陰圧療法システムは三つ以上の創傷被覆材を含む。従って、流
体流路および入口の数は、創傷被覆材の数に対応することができる。例えば、四つの創傷
被覆材を有する陰圧療法システムは、少なくとも四つの流体流路および少なくとも四つの
入口マニホールドを有することができる。いくつかの実施例では、単一の創傷被覆材は、
二つ以上の流体流路を介してＴＮＰ装置と通信するように構成され得る。いくつかの実施
例では、陰圧療法システムは、流体流路および／または創傷被覆材よりも多くの入口マニ
ホールドを含み得る。これらの例において、追加的な入口は無視またはプラグすることが
できる。
【００３８】
　図４Ａ～図４Ｃは、いくつかの実施形態による入口マニホールド分岐取付部２０６を例
示する。いくつかの実施例では、入口マニホールド分岐取付部２０６は、図３の統合され
た入口マニホールドの代わりに使用され得る。図示するように、Ｙ字形状入口マニホール
ド分岐取付部２０６は、三つの導管取付部分３０２、３０４、４１０を含み得る。ポンプ
導管取付部分４１０は、ポンプまたはＴＮＰ装置から延在する導管またはチューブに接続
するか、またはポンプ自体に接続するために使用できる。ポンプ導管取付部分４１０は、
Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部の近位端にオス非ルアーコネクタを含み得る。オス
コネクタは、導管またはポンプのメスコネクタに取り付けることができる。ポンプ導管取
付部分４１０は、取付部分から延在し、入口マニホールド分岐取付部２０６のＹ形状の底
部分を形成するシャフト４０８を有する。
【００３９】
　Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部は、二つの被覆材導管取付部分３０２、３０４も
含む。被覆材導管取付部分３０２、３０４は、創傷被覆材から延びる流体流路のカップリ
ングに接続するために使用され得る。いくつかの実施形態では、導管またはチューブは、
創傷被覆材をＹ字形状入口マニホールド分岐取付部２０６に接続するために使用され得る
。導管またはチューブは、軟質ブリッジ、硬質チューブまたは流体を輸送する働きをして
もよい、いかなる他の装置であってもよい。導管またはチューブは、近位端および遠位端
におけるカップリングを含み得る。導管またはチューブは、遠位端における入口マニホー
ルド分岐取付部のカップリングに接続され、導管の近位端でＹ字形状入口マニホールド分
岐取付部の導管取付部分に接続され得る。
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【００４０】
　被覆材導管取付部分３０２、３０４は、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部の遠位端
にメス非ルアーコネクタを含み得る。メスコネクタは、入口マニホールド分岐取付部のカ
ップリングのオスコネクタまたは導管のカップリングに取り付けることができる。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、入口マニホールド分岐取付部２０６または導管は、組み込ま
れたバルブ、クランプ、キャップ、および／またはその他の閉鎖機構を含み得る。したが
って、一つの創傷被覆材へのおよびそれからの流体の流れまたは流体の通過は、別の創傷
被覆材が陰圧を適用し続ける間にブロックすることができる。いくつかの実施形態では、
閉鎖機構はバルブ（例えば、戻り止めバルブ）とすることができる。
【００４２】
　いくつかの実施例では、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部２０６に組み込まれたバ
ルブは、手動遮断バルブである。例えば、ユーザは、導管取付部分３０２に関連付けられ
たバルブを手動で閉じることができ、それによって、第一の創傷被覆材２０２へのおよび
それからの流体の流れを遮断することができる。同様に、ユーザは、導管取付部分３０４
に関連付けられたバルブを手動で閉じることができ、それによって、第二の創傷被覆材２
０４へのおよびそれからの流体の流れをと遮断することができる。いくつかの実施例では
、バルブは導管取付部分４１０内に存在し、ここで前述のバルブの閉鎖は第一および第二
の創傷被覆材２０２、２０４へのおよびそれからの流体の流れを遮断する。
【００４３】
　いくつかの実施例では、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部２０６に組み込まれたバ
ルブは、電気機械式バルブである。例えば、コントローラ（例えば、図１で説明したＴＮ
Ｐ装置のコントローラ）は、バルブと通信して、各バルブを個別に、またはユニットとし
て開閉することができる。バルブとＴＮＰ装置１０２との間の通信は、有線または無線で
ありうる。例えば、ＴＮＰ装置１０２の無線トランシーバ（例えば、図１を参照）は、バ
ルブの無線トランシーバと通信することができる。バルブの無線トランシーバは、入口マ
ニホールド分岐取付部２０６内、または入口マニホールド分岐取付部２０６に近接して配
置され得る。
【００４４】
　被覆材導管取付部分３０２、３０４は、それぞれシャフト４０４、４０２を含み、コネ
クタのＹ形状の上部部分を形成する。シャフト４０４、４０２の近位端およびシャフト４
０８の遠位端は、接合部４０６で会合する。いくつかの実施形態において、接合部４０６
は、接合部４０６の周りにシャフト４０４、４０２、４０８の回転を許容するヒンジを含
み得る。いくつかの実施形態では、被覆材導管取付部分のシャフト４０４、４０２のみを
接合部４０６に対して移動でき、ポンプ導管取付部分のシャフト４０８は固定される。い
くつかの実施形態では、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部全体は、３６０°回転を可
能にする二つの部分にある。図４Ｃは、他方に対する各部品の回転を可能にする二つの自
由回転部品で形成される、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部の実施形態を図示する。
Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部の回転は、創傷被覆材から延びる創傷被覆材、およ
び導管が静止したままである間にユーザがポンプをねじることを可能にすることができる
。
【００４５】
　いくつかの実施形態では、オスおよびメス非ルアーコネクタは、剛直なプラスチックと
することができる。いくつかの実施形態では、シャフト４０８、４０４、４０２は、可撓
性のプラスチックチューブとすることができる。いくつかの実施形態では、Ｙ字形状入口
マニホールド分岐取付部は、患者の快適性を高め、Ｙ字形状入口マニホールド分岐取付部
が圧力ポイントになるのを防ぐために、柔らかいシリコーンスリーブで包まれ得る。
【００４６】
　図４Ａ～図４Ｃに図示したＹ字形状入口マニホールド分岐取付部２０６を利用して、単
一のポンプを二つの創傷被覆材に取り付けるために、ＴＮＰ装置１０２は、二つの創傷被
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覆材内で同時に圧力を引き出すことができる。複数サイト被覆材およびＹコネクタのパフ
ォーマンスおよび流体管理は、単一ポンプのセットアップを伴う標準単一の創傷被覆材の
制御テストと同等である。取付部２０６はＹ字形状として図示されているが、取付部２０
６は、いくつかの実施で任意の適切な形状または形状の組み合わせでありうる。いくつか
の実施形態では、ルアー、クイックリリース、またはその他のタイプのコネクタは、取付
部２０６の一つまたは複数のコネクタ、ＴＮＰ装置１０２、および流体流路２０８、２１
０の一つまたは複数として使用することができる。
【００４７】
　いくつかの実施例では、陰圧療法システムは、三つ以上の創傷被覆材、および入口マニ
ホールド分岐取付部と流体連通する関連流体流路を含み得る。そのため、いくつかの実施
形態では、入口マニホールド分岐取付部は、二つ以上のＴＮＰ装置および／または三つ以
上の流体流路（例えば、一つの圧力源および三つの創傷被覆材（「１：３」）、１：４、
１：５、２：１、２：２、２：３、２：４、２：５）に取り付けられる。入口マニホール
ド分岐取付部は、第三の流体流路に接続できるＹ型コネクタなどの別個の取り付けとする
ことができ、または入口マニホールドはＴＮＰ装置１０２に組み込むことができる。入口
マニホールド分岐取付部が含む入口マニホールドの総数（例えば、入口マニホールド分岐
取付部によって実施される「分割」の数）は、接続される被覆材の数と同じであり得る。
いくつかの実例では、一つまたは複数の入口マニホールドは、単一の創傷被覆材に接続さ
れる。
【００４８】
　図５は、創傷被覆材に関連する各流体流路を測定するように位置付けられた圧力センサ
５０２、５０４、５０６を持つ陰圧療法システム５００を図示する。特に、第一の圧力セ
ンサ５０２は、第一の流体流路２０８内の圧力を測定する。第二の圧力センサ５０４、第
二の流体流路２１０内の圧力を測定する。第三の圧力センサ５０６は、第三の流体流路２
１２内の圧力を測定する。
【００４９】
　流体流路のそれぞれ内にセンサを配置することによって、コントローラは各流体流路の
圧力を監視して、陰圧療法システム５００で動作状態が発生したかどうかを判定できる。
さらに、センサは流体流路のそれぞれに対する圧力を測定するため、動作状態を判定する
と、コントローラは特に、どの流路／創傷被覆材組み合わせが動作状態を経験しているか
を判定することができる。陰圧療法システム５００は、個々の創傷被覆材の機能を監視す
る能力を提供し、それによって単一の創傷被覆材を利用した陰圧療法システムによって提
供される同一の特徴および機能を可能にする。
【００５０】
　圧力センサ５０２、５０４、５０６は、創傷被覆材と入口マニホールド分岐取付部２０
６の間または創傷被覆材またはその近くなどの流体流路のどこにでも位置付けられうる。
いくつかの実施例では、コストを低減するために、圧力センサの数は、創傷被覆材の数よ
りも少ない。例えば、創傷被覆材の数がＮである場合、陰圧療法システムでのみＮ－ｌ圧
力センサのみが使用される。例えば、これらの例において、コントローラは、関連付けら
れた圧力センサがない被覆材が動作状態を経験しているかどうかを判定するためのプロセ
スを実行することができる。いくつかの実施例では、図４Ａ～図４Ｃに関して上述したよ
うに、入口マニホールド分岐取付部２０６への一つまたは複数の圧力センサ。
【００５１】
　複数の遮断バルブ５１２、５１４、５１６（例えば、図１２Ｃに図示するように）は、
バルブの閉鎖が関連する創傷被覆材へのおよびそれからの流体の通過を阻止するように、
陰圧療法システム５００内に位置付けられうる。遮断バルブ５１２、５１４、５１６は、
入口マニホールド分岐取付部２０６出口と対応する被覆材入口との間など、流体流路のど
こにでも配置され得る。いくつかの実施例では、図４Ａ～図４Ｃに関して上述したように
、一つまたは複数の遮断バルブは、入口マニホールド分岐取付部２０６に組み込まれる。
【００５２】
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　いくつかの実施例では、バルブ５１２、５１４、５１６は手動遮断バルブである。例え
ば、ユーザは、第一のバルブ５１２を手動で閉じることができ、それによって第一の創傷
被覆材２０２へのおよびそれからの流体の流れをと遮断する。その他の例では、バルブは
電気機械式バルブである。例えば、ＴＮＰ装置１０２は、バルブと通信して、各バルブを
個別に、またはユニットとして開閉することができる。バルブとＴＮＰ装置１０２との間
の通信は、有線または無線でありうる。例えば、ＴＮＰ装置１０２の無線トランシーバ（
例えば、図１を参照）は、バルブの無線トランシーバと通信できる。いくつかの事例では
、バルブの無線トランシーバは、入口マニホールド分岐取付部２０６内または入口マニホ
ールド分岐取付部に近接して配置され得る。
【００５３】
　ＴＮＰシステム５００では、コントローラは、どの流体流路／創傷被覆材の組み合わせ
が動作状態を経験しているかを効率的に判定でき、いくつかの実施形態では、関連するバ
ルブを閉じてＴＮＰ装置の全体的効率を改善できる。例えば、創傷被覆材が動作状態を経
験しない通常の動作中、圧力センサ５０２、５０４、５０６はほぼ同じ圧力を測定し得る
。流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験する時、コントローラが以下を判定できるよう
に、流体流路／創傷被覆材に関連付けられた測定された圧力は変化する。（１）どの特定
の流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験しているかおよび／または（２）どの特定のタ
イプの動作状態が経験されているか。例えば、第一の流体流路／創傷被覆材で起こる閉塞
の下流で圧力が測定される場合、閉塞が流体の流れを制限し、その結果流体が流れる体積
が減少するため、第一の流体流路における測定された圧力が増加し得る（例えば、より負
になる）。別の例として、圧力が第一の流体流路／創傷被覆材の閉塞の上流で測定される
場合、閉塞が、圧力が測定される流体流路の一部における流体の流れを深刻に制限または
阻止するため、第一の流体流路内の測定された圧力は減少し得る（例えば、より正になる
）。この圧力変化によって、コントローラは、第一の流体流路／創傷被覆材上で動作状態
（閉塞）が発生したと判定できる。いくつかの実施例では、動作状態は、測定された圧力
における一つのスパイクまたは複数のスパイクを引き起こす。他の例では、動作状態は、
測定された圧力の増加または減少を生じさせる。コントローラは、閉塞、過圧、圧力漏れ
、被覆材フル状態などについてこれらの判定を行うことができる。
【００５４】
　いくつかの実施例では、電子制御可能なバルブは、特定の被覆材に対して治療を停止さ
せて、圧力の損失を防ぎ、ＴＮＰ装置の全体的な効率を改善するために利用される。これ
は、多数の創傷被覆材を有する陰圧療法システムにおいて効果的でありうる。
【００５５】
　図６は、いくつかの実施形態による陰圧療法システム６００を示す。図示されたシステ
ムは、第一の流体流路２０８内の流れ低下器または制限器２０９を含み、複数の統合され
た入口マニホールド６０２、６０４は入口マニホールド分岐取付部２０６を置き換えたと
いう点で陰圧療法システム２００とは異なる。幾つかの実施形態では、入口マニホールド
６０２、６０４は、単一の入口および分岐取付部２０６と置き換えることができ、流れ制
限器２０９は、取付部２０６の通路または分岐の一つに組み込まれ得る。流れ制限器２０
９の追加により、コントローラは、単一の圧力センサ１１４を利用することにも関わらず
、どの創傷被覆材が動作状態を経験しているかを判定できる。
【００５６】
　流れ制限器２０９（小さな容積容器または小さなオリフィスなど）は、第一の流体流路
２０８と第二の流体流路２１０との間の流れの差異がコントローラによって知覚され得る
ように、第一の流体流２０８経路を通る流れを制限する。例えば、ＴＮＰ装置１０２は、
二つの創傷被覆材内で同時に圧力を引き出すことができる。流れ制限器２０９は、第一の
流体流路２０８の圧力を制限する。いくつかの実施形態では、通常の動作中、システム６
００（例えば、コントローラ）によって検知された流れは、流体流路２０８および２１０
を通る流れの組み合わせであり、それぞれが事前に知られることが可能である。（それぞ
れの流体流路の特性に基づいて計算され、較正を介して計算され、など）。閉塞などの動
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作状態が発生すると、第一の流体流路２０８において、検知された流れは、流路２１０を
通る流れと等しいまたはほぼ等しい流れに減少する。こうして、システム６００は、流れ
の変化を検知するだけでなく、計測された流れに基づいて、流体が流体流路２１０を流れ
、流体流路２０８が閉塞を経験していることを検知する。同様に、システム６００は、流
体流路２１０内の閉塞などの動作状態を検知および示すことができる。動作状態の表示は
、ＬＥＤ、表示装置、およびこれに類するものを使用した音声視覚的表示など、本明細書
に記載される方法のいずれかを使用して実施され得る。例えば、流体流路２０８および２
１０のそれぞれは、特定の色または記号と関連付けられてもよく、そのような色もしくは
記号は表示および／または発表されてもよい。いくつかの実施形態では、測定された流れ
は、一つまたは複数の閾値と比較される。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、流れ（または流量）は、流量計を使用して直接監視または測
定することができる。いくつかの実施では、流れを間接的に監視または測定することがで
きる。例えば、流れは、圧力センサ１１４によって測定される圧力の変化を監視すること
によって判定することができる。コントローラは、例えば、圧力勾配、圧力の変化率、ま
たは圧力減衰率を判定することによって、流量を判定することができる。別の例として、
可変流量を生成する陰圧源を有するシステムでは、流量は、陰圧源（ポンプモータなど）
の圧力および速度に基づいて判定され得る。例えば、流量は、以下の式１に従って判定す
ることができる：
　　流量＝Ｃ１＊Ｆ＊Ｐ＋Ｃ２（式１）
　式中、Ｆは、ポンプ速度（ポンプモータ回転を測定するタコメータ信号の周波数）Ｐは
、測定された圧力、Ｃ１およびＣ２は、適切な定数である。追加の詳細は、米国特許第８
，９０５，９８５号および米国特許出願公開第２０１２／０００１７６２号に記載されて
おり、それぞれが参照によりその全体が本明細書に盛り込まれる。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、流れ制限器２０９は、流れを増やすように構成された流れ拡
大器と交換され得る。こうした場合において、動作状態の検知は、創傷２２０と関連する
流路２０８の流れが流れ制限器によって増大することを除いて、前述のものと同様である
。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、流れ制限器２０９は、流体流路２０８内の導管の一つまたは
複数よりも小さい直径を持つオリフィスなどの永久制限器である。いくつかの実施では、
流れ制限器２０９は、動作状態が存在するかどうかを判定する時に流体の流れを一時的に
制限する調節可能なバルブなどの一時的制限器である。いくつかの実施例では、コントロ
ーラは一時的流れ制限器を制御できる。特定の実施形態では、複数の流れ低下器および／
または増強装置が、三つ以上の創傷被覆材および関連する流体流路を含むシステムで利用
され得る。例えば、三つの創傷被覆材を持つシステムは、第一の流体流路内の流れ制限器
および第二の流体流路内の流れ増強装置を含み得る。同様に、三つの創傷被覆材を持つシ
ステムは、第一の流体流路内の流れ制限器と、第二の流体流路内の強い（またはより狭い
）流れ制限器とを含み得る。これらの実施例のいずれかにおいて、複数の流体流路の間の
流量の差異は、ＴＮＰ装置がどの流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験しているかを判
定することを可能にすることができる。
【００６０】
　いくつかの実施例では、キャニスタは、ＴＮＰ装置１０２および／または複数の統合さ
れた入口マニホールド６０２、６０４との間に連結され得る。キャニスタは、創傷２２０
、２２２から除去された滲出液を収集することができる。別の方法として、キャニスタは
、各々の創傷被覆材と入口マニホールド分岐取付部との間に連結され得る。
【００６１】
　図７は、いくつかの実施形態による陰圧療法システム７００を示す。システム７００は
、システム７００が、第三の創傷被覆材５１０、第三の創傷５１８、第四の流体流路５０
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８および複数の遮断バルブ５１２、５１４、５１６を含むという点で、陰圧療法システム
２００とは異なる。システム２００に記載される創傷２２０－Ｂの治療に加えて、システ
ム７００は、第四の流体流路５０８、入口マニホールド分岐取付部２０６、および第三の
流体流路２１２を介してＴＮＰ装置１０２と流体連通する第三の創傷被覆材５１０を使用
して、第三の創傷５１８を治療するために利用され得る。
【００６２】
　複数の遮断バルブ５１２、５１４、５１６は、対応するバルブの閉鎖が、接続流体流路
／被覆材へのおよびそれからの流体の流れを遮断するように、流体流路内に位置付けられ
る。遮断バルブ２１は、入口マニホールド分岐取付部２０６出口から対応する被覆材入口
へと任意の位置に配置され得る。図示するように、第一のバルブ５１２は第一の流体流路
２０８上に位置付けられ、第二のバルブ５１４は第二の流体流路２１０上に位置付けられ
、第三のバルブ５１６は第四の流体流路５０８上に位置付けられる。
【００６３】
　いくつかの実施例では、複数のバルブ５１２、５１４、５１６は、手動遮断バルブであ
る。例えば、ユーザは、第一のバルブ５１２を手動で閉じることができ、それによって第
一の創傷被覆材２０２へのおよびそれからの流体の流れをと遮断する。その他の例では、
複数のバルブのそれぞれは電気機械式バルブである。例えば、ＴＮＰ装置は、バルブと通
信して、各バルブを個別に、またはユニットとして開閉することができる。バルブとＴＮ
Ｐ装置１０２との間の通信は、有線または無線でありうる。例えば、ＴＮＰ装置１０２の
無線トランシーバ（例えば、図１を参照）は、バルブの無線トランシーバと通信できる。
バルブの無線トランシーバは、入口マニホールド分岐取付部２０６内、または入口マニホ
ールド分岐取付部に近接して配置され得る。
【００６４】
　図８Ａは、いくつかの実施形態による陰圧療法システム８００Ａを示す。この例では、
ＴＮＰ装置１０２は、少なくともコントローラ１０４、陰圧源１０８、複数の圧力センサ
５０２、５０４、および複数の統合された入口マニホールド６０２、６０４を含む。
【００６５】
　統合された入口マニホールド６０２、６０４を、単一の単位（例えば、図３および１２
に図示するように）に組み合わせることができ、単一の陰圧通路が陰圧源１０８に接続さ
れる。別の方法として、複数の統合された入口マニホールド６０２、６０４の各々は、別
の入口マニホールドと最初に組み合わせることなく、陰圧源に直接接続することができる
。
【００６６】
　複数の圧力センサ５０２、５０４は、第一の圧力センサ５０２が第一の入口マニホール
ド３０２に接続された第一の流体流路２０８の圧力を測定し、第二の圧力センサ５０４が
第二の入口マニホールド３０４に接続された第二の流体流路２１０の圧力を測定するよう
に位置付けられる。いくつかの実施例では、圧力センサ５０２、５０４は、入口マニホー
ルド内に位置付けられ得る。他の例では、圧力センサはＴＮＰ装置１０２のハウジングに
位置する。
【００６７】
　図８Ｂは、いくつかの実施形態による陰圧療法システム８００Ｂを示す。この例では、
システム８００Ｂは、入口マニホールド分岐取付部２０６を含む。本明細書に記載される
ように、入口マニホールドは、入口マニホールド分岐取付部２０６（図４Ａ～４Ｂに図示
するような）を含むことができ、および／または一つまたは複数の統合された入口マニホ
ールド（図１２Ａ～図１２Ｃに図示するような）を含み得る。
【００６８】
　入口マニホールド分岐取付部２０６は、流体流路２０８を介して第一の被覆材２０２に
流体接続された第一の分岐３０４上の圧力センサ５０４と、ＴＮＰ装置１０２のコントロ
ーラ１０４と通信する無線受信機８０４と通信する無線トランシーバまたは受信機８０２
とを含む。圧力センサ５０４は、流体流路２０８の圧力を測定する一方、圧力センサ５０
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２は流体流路２０８および２１０での組み合わせ圧力を測定する。流体流路２０８または
２１０の一つまたは複数における閉塞などの動作状態は、本明細書に記載の方法のいずれ
かを使用してセンサ５０２および５０４によって測定される圧力に基づいて判定され得る
。いくつかの実施例では、入口マニホールド分岐取付部２０６は、例えば、圧力データを
提供するために、ＴＮＰ装置１０２と通信することができる。通信は、有線または無線（
例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）上に）とすることができる。いくつかの実施例
では、被覆材フル検知および／または他の動作状態の検知は、ユーザに対する表示を提供
するために使用できる。
【００６９】
　図９は、いくつかの実施形態による、陰圧創傷治療システム５００（例えば、図５を参
照）によって実施される診断プロセス９００を示す。プロセス９００は、陰圧創傷治療シ
ステムのコントローラによって実施され得る。上述のように、動作状態は、閉塞、漏れ、
過圧、被覆材フル状態等を含み得る。プロセスは、圧力センサ５０２、５０４、５０６に
よって測定される圧力を分析することによって、前述の動作状態の一つを検知することが
できる。
【００７０】
　ブロック９０２では、プロセスは、様々な流体流路２０８、２１０、および５０８にお
ける圧力を測定する圧力センサ５０２、５０４、５０６を監視する。いくつかの実施例で
は、コントローラは、所定の間隔で（１分、２分、５分、１０分、１５分、２０分、３０
分、または６０分など）、および／またはユーザによる入力に応答して、圧力センサ５０
２、５０４、５０６を連続的に監視する。
【００７１】
　ブロック９０４で、プロセスは、複数の圧力センサの一つによって測定される圧力の変
化に少なくとも部分的に基づいて動作状態が発生したことを判定する。例えば、創傷被覆
材の一つにおける閉塞の発生は、測定された圧力における瞬時または長時間のスパイクま
たはディップを生じさせうる。別の例として、プロセスは、測定された圧力に基づいて（
または一つまたは複数の流量計が利用される場合は直接）流れを判定することができる。
図５に関連して説明した通り、創傷被覆材に関連付けられた流体流路のそれぞれにおける
状態を監視するために圧力センサを配置することにより、プロセス９００は、圧力センサ
５０２、５０４、５０６を監視し、特にどの流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験して
いるかを判定できる。したがって、陰圧療法システム５００は、個々の創傷被覆材の機能
を監視する能力を提供し、それによって、単一の創傷被覆材を利用した陰圧療法システム
によって提供される同一の組の特徴を有効にする。
【００７２】
　ブロック９０６で、プロセス９００は、動作状態を経験していると判定された流路／被
覆材（または流路／被覆材）の表示を提供する。いくつかの実施例では、一つまたは複数
のＬＥＤまたはその他のインジケータは、動作状態が検知されたことをユーザまたは介護
者に示すために使用できる。例えば、それぞれの創傷被覆材は、動作状態が関連する創傷
被覆材で検知されないとオンになり、動作状態が関連する創傷被覆材で検知されたときに
オフになる、対応するＬＥＤを持つことができる。いくつかの実施例では、他のインジケ
ータは、音響、無線メッセージ、表示通知および／またはユーザまたは介護者の注意を得
うる他の信号など、動作状態を経験している創傷被覆材に関連付けられうる。いくつかの
実施例では、ＴＮＰ装置は、加えて、または代替的に、動作状態を経験する創傷被覆材に
関連付けられたバルブを閉じることによって表示を提供することができる。
【００７３】
　図１０は、いくつかの実施形態による、陰圧創傷治療システム７００（例えば、図７を
参照）によって実施される診断プロセス１０００を示す。プロセス１０００は、陰圧創傷
治療システムのコントローラによって実施され得る。上述のように、動作状態は、閉塞、
漏れ、過圧、被覆材フル状態等を含み得る。プロセスは、圧力センサ５０２によって測定
される圧力を分析することによって、前述の動作状態の一つを検知することができる。プ
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ロセスは動作状態が発生したと判定すると、診断を開始して、どの流路／被覆材が動作状
態を経験しているかを判定できる。いくつかの実施例では、プロセスは、どの流路／創傷
被覆材が動作状態を経験しているかを判定する診断モードを内蔵したファームウェアまた
はソフトウェアで実装される。いくつかの実施例では、オペレータは、ＴＮＰ装置のイン
ターフェース（タッチスクリーンインターフェースまたは専用ボタンまたはスイッチ）を
通して動作モード間を切り替えることができる。
【００７４】
　ブロック１００２で、プロセス１０００は、ＴＮＰ装置１０２の圧力を測定する圧力セ
ンサ５０２を監視する。いくつかの実施例では、プロセス１０００は、圧力センサ５０２
を連続的に監視する。他の例では、プロセス１０００は、所定の間隔で圧力センサ５０２
を監視する（１分、２分、５分、１０分、１５分、２０分、３０分、または６０分）。他
の例では、プロセスは、ユーザによる入力に応答して圧力センサを監視することができる
。
【００７５】
　ブロック１００４で、プロセスは、動作状態が発生した（またはしたかもしれない）と
判定し、どの流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験しているかを判定するための診断モ
ードを開始する。診断モードの間、プロセスは、圧力センサ５０２によって測定される圧
力の変化、流れの変化等に少なくとも部分的に基づいて、動作状態が発生したことを判定
することができる。例えば、流体流路／創傷被覆材の一つにおける動作状態の発生は、圧
力センサ５０２によって測定された圧力の瞬時または長時間のスパイクまたはディップを
生じさせうる。
【００７６】
　ブロック１００６では、流体流路／創傷被覆材がテストのために選択される。いくつか
の実施例では、ユーザおよび／またはプロセスはこの選択を行うことができる。例えば、
ユーザは、プロセスに入力を提供することによって選択を行うことができる。セクション
は、ユーザの疑いに基づいて任意の一つ、またはプロセスの提案に基づいて任意の一つで
あることができる。いくつかの実施例では、プロセスは選択を行うことができる。プロセ
スの選択は、例えば、ユーザ入力に基づいて、またはコントローラ内のデータに基づいて
、ランダムとすることができる。
【００７７】
　選択された流体流路／被覆材に関連付けられたバルブが開かれ、選択されていない被覆
材に関連付けられたバルブが閉じられ、それによって陰圧源に流体接続された単一の創傷
被覆材を持つ陰圧システムに陰圧療法システムを連結する。バルブは、ユーザまたはコン
トローラによって手動で開閉することができる。いくつかの実施例では、コントローラは
電子的に（有線または無線接続を介して）遮断バルブを制御することができる。例えば、
ＴＮＰ装置の無線送信機またはトランシーバは、バルブの無線トランシーバまたは受信機
と通信できる。こうした実施例では、無線トランシーバは各バルブと通信でき、バルブの
それぞれを個別にまたはユニットとして制御することができる。
【００７８】
　ブロック１００８で、プロセスは圧力センサ５０２を監視して、選択された被覆材が動
作状態を経験しているかどうかを判定する。この分析は、陰圧源に流体接続された単一の
創傷被覆材を有する陰圧システムのプロセスによって作成される判定と類似していてもよ
い。例えば、予想される陰圧より低いもの（または予想される流れよりも高い）は、創傷
被覆材が漏れを経験していることを示し、予想される陰圧より高いもの（または予想され
る流れよりも低い）は、創傷被覆材が閉塞、過圧または被覆材フル状態を経験しているこ
とを示すことができる。
【００７９】
　プロセスが、選択された創傷被覆材が動作状態を経験していないと判定した場合（例え
ば、圧力センサ５０２によって測定された圧力が概して予想圧力と同等である）、異なる
流体流路／創傷被覆材がテストのために選択される。つまり、プロセス１０００はブロッ
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ク１００６に戻る。新しく選択した流体流路／創傷被覆材は、現在の診断モードでテスト
されていない創傷被覆材となる。
【００８０】
　ブロック１０１０で、プロセスは、以前選択された創傷被覆材が動作状態を経験してい
ると判定する。選択された創傷被覆材に関連付けられたバルブは、動作状態を経験してい
ると以前に判定された流体流路および創傷被覆材に関連付けられたバルブを閉じると閉じ
られる。その他すべてのバルブが開いている。上述の通り、バルブは、ユーザによって手
動で開閉されるか、またはコントローラによって自動的に閉じられうる。
【００８１】
　ブロック１０１２で、プロセスは、開放バルブに関連する流体流路／創傷被覆材のいず
れかが動作状態を経験しているかどうかを判定するために圧力センサを監視する。例えば
、圧力センサは、動作状態が存在しない場合、予想圧力（または流れ）を感知してもよく
、動作状態が存在する場合は予想外の圧力（または流れ）を感知してもよい。プロセスが
、開放バルブに関連付けられた創傷被覆材の間に動作状態が存在すると判定した場合、新
しい創傷被覆材が選択される（ブロック１００６）。上記のように、新しく選択された創
傷被覆材は、現在の診断モードの間にテストされていない創傷被覆材である。
【００８２】
　ブロック１０１４で、プロセスは、複数の創傷被覆材のどの流路／創傷被覆材が動作状
態を経験しているかを判定した。プロセスは、本明細書に記載される適切な表示を提供す
ることができ、これは動作状態に対処し改善することを容易にする。例えば、被覆材フル
動作状態が検知された場合、創傷被覆材を交換できる。いくつかの実施例では、ユーザは
手動で創傷被覆材を交換する必要がある。いくつかの実施例では、創傷被覆材はユーザの
助けなしに置き換えられる。ブロック１０１４で、すべてのバルブを開き、診断モードが
完了している。上述の通り、バルブは手動でまたは電気機械的に開けることができる。
【００８３】
　図１１は、いくつかの実施形態による、陰圧創傷治療システム７００（図７参照）によ
って実施される診断プロセス１１００を示す。プロセス１１００は、陰圧創傷治療システ
ムのコントローラによって実施され得る。プロセスは測定された圧力を監視することがで
き、陰圧システム内の流体流路／創傷被覆材のいずれかが動作状態を経験しているかどう
かを判定できる。
【００８４】
　ブロック１１０２で、プロセスは、陰圧システム内での動作状態が存在しないと判定し
た。いくつかの実施例では、一つまたは複数のＬＥＤまたはその他のインジケータは、動
作状態が存在しないことを、ユーザまたは介護者に示すために使用できる。例えば、それ
ぞれの創傷被覆材は、動作状態が関連する創傷被覆材で検知されないとオンになり、動作
状態が関連する創傷被覆材で検知されたときにオフになる（またはその逆）、対応するＬ
ＥＤを持つことができる。いくつかの実施例では、陰圧システムで動作状態が検知されな
い場合、すべての関連するＬＥＤはオンである。いくつかの実施例では、他のインジケー
タは、音、無線メッセージ、表示通知および／またはユーザまたは介護者の注意を得うる
他の信号など、障害の無い状態（動作状態が検知されない状態）と関連付けられてもよい
。いくつかの実施例では、ＴＮＰ装置は、検知された動作状態のない表示を提供しなくて
もよい。
【００８５】
　いくつかの実施例では、プロセスは、陰圧システム内の流体流路／創傷被覆材のいずれ
かが動作状態を経験しているかどうかを判定するために測定された圧力を継続的に監視す
る。その他の例では、プロセスは、所定の間隔（１分、２分、５分、１０分、１５分、２
０分、３０分、または６０分）で測定された圧力を監視する。いくつかの実例では、プロ
セスは、ユーザによる入力に応答した圧力センサを監視する。
【００８６】
　ブロック１１０４で、プロセスは動作状態が発生したと判定する。上述のように、動作
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状態は、閉塞、漏れ、過圧、被覆材フル状態等を含み得る。プロセスは、圧力センサ５０
２によって測定される圧力を分析することによって、前述の動作状態条件の一つを検知す
ることができる。例えば、動作状態は、測定された圧力（測定された圧力のスパイク、デ
ィップ、増加、または減少）または流量の変化に基づいて判定され得る。
【００８７】
　例えば、正常な状態（例えば、流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験していない場合
）で動作する陰圧システムでは、圧力センサは、「予想圧力」すなわち、陰圧源によって
供給される選択された圧力に対し等しい（または、ほぼ等しい）圧力を測定する。対照的
に、陰圧システムが通常（流体流路／創傷被覆材の一つまたは複数が、動作状態を経験し
ているなど）以外の状態で動作している時、圧力センサは予想圧力とは異なる圧力を測定
する。いくつかの実施例において、閉塞、過圧または被覆材フル状態を経験する流体流路
／創傷被覆材は、圧力センサに予想圧力よりも高く測定させることができる。その他の例
では、漏れ状態を経験する流体流路／創傷被覆材は、圧力センサに予想圧力よりも低く測
定させることができる。本明細書に記載されるように、いくつかの実施で、流量を使用し
て動作状態の存在を判定することができる。
【００８８】
　ブロック１１０６で、陰圧システム内の創傷被覆材が動作状態を経験していると判定す
ると、プロセスは検知された動作状態の表示を提供することができる。例えば、それぞれ
の創傷被覆材は、対応するＬＥＤを持つことができる。動作状態の検知に伴い、プロセス
は各ＬＥＤを点滅させることができる。他の実施例では、その他のインジケータは、ＬＥ
Ｄの代わりに、またはそれに補足的に使用される。例えば、陰圧システムが動作状態を経
験していることを示すために、音声、無線メッセージ、表示通知および／または他の信号
を使用することができる。いくつかの実施例では、プロセスは陰圧療法システムを少なく
とも瞬時にオフにし、システムが動作状態を経験していることを示すことができる。
【００８９】
　ブロック１１０８で、プロセスは、ユーザからの入力を受信するまで、トラブルシュー
ティングを開始するように、停止または待機することができる。例えば、プロセスは、シ
ステムが動作状態を経験していることを検知し、ユーザまたは介護者に指示を提供して、
プロセスが確認応答を受けるまで待つことができる。いくつかの実施例では、プロセスは
ユーザからの入力を待つことなく、すぐにトラブルシューティングを開始する、または、
遅れの後にトラブルシューティングを開始する。
【００９０】
　ブロック１１１０で、ユーザは、陰圧システム内の流体流路／創傷被覆材が動作状態を
経験しているという判定を知覚し、プロセスに入力を提供してトラブルシューティングを
開始する。いくつかの実例では、ユーザはボタンを押してトラブルシューティングプロセ
スを開始することができる。他の例では、プロセスは、ユーザから入力を受信しない所定
の間隔の直後または後にトラブルシューティングプロセスを自動的に開始する。
【００９１】
　ユーザは、トラブルシューティング（例えば、動作状態のテスト）に対する流体流路／
創傷被覆材を選択することにより続行する。いくつかの実施例では、ユーザおよび／また
はプロセスはこの選択を行うことができる。流体流路／創傷被覆材の選択は、ユーザの疑
い、プロセスによる提案および類似のことを含むさまざまな因子に基づくことができ、ま
たは流体流路／創傷被覆材は、任意に選択またはアルゴリズムに基づいて選択できる。
【００９２】
　ブロック１１１２で、流体流路／創傷被覆材がテスト用に選択された後、選択された流
路／被覆材に関連付けられたバルブを開き、選択されなかった流路／被覆材に関連付けら
れたバルブを閉じ、それによって陰圧療法システムを、単一の陰圧源を有する単一の創傷
被覆材を有する陰圧システムに連結する。いくつかの実施例では、バルブを手動で開閉す
ることができる。他の例では、バルブはコントローラによって操作できる。例えば、コン
トローラは、バルブの無線トランシーバまたは受信機と通信するように構成された無線送
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信機またはトランシーバを使用して、遮断バルブを無線で制御できる。いくつかの実施例
では、無線トランシーバは各バルブと通信でき、バルブのそれぞれを個別に制御すること
ができ、またはユニットとして制御することができる。
【００９３】
　ブロック１１１４で、ユーザは、選択されていない流路／被覆材に関連付けられたすべ
てのバルブが閉じていることをプロセスに示すことができる。いくつかの実施例では、プ
ロセスはバルブと通信してそれらのステータスを判定することができ、ユーザからの入力
は必要ない。いくつかの実施例では、バルブがコントローラによって無線で制御される場
合など、プロセスはバルブを開閉するためにユーザからの入力を待機しない。
【００９４】
　ブロック１１１６～１１１８では、プロセスは、選択された流体流路／創傷被覆材が動
作状態を経験しているかどうかを判定するための動作状態検知スキームを起動する。この
分析は、単一の陰圧源を持つ単一の創傷被覆材を有する陰圧システムのプロセスによって
作成された判定と類似している。例えば、予想される陰圧より低いもの（または予想され
る流れよりも高い）は、流体流路／創傷被覆材が漏れを経験していることを示し、予想さ
れる陰圧より高いもの（または予想される流れよりも低い）は、流体流路／創傷被覆材が
閉塞、過圧または被覆材フル状態を経験していることを示すことができる。動作状態が存
在しないとプロセスが判定すると、プロセスはブロック１１３０に移動する。プロセスは
動作状態が存在すると判定すると、プロセスはブロック１１２０に移動する。
【００９５】
　ブロック１１２０で、選択された流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験しているとい
う判定に応答して、プロセスはユーザに表示を提供することができる。例えば、プロセス
では、選択した創傷被覆材と関連付けられたＬＥＤをオンまたはオフにすることができる
。
【００９６】
　ブロック１１２２で、選択された流路／被覆材に関連付けられたバルブ（および動作状
態を経験いると以前に判定された他の流路／創傷被覆材に関連付けられたバルブ）は、閉
じており、その他すべてのバルブが開かれている。上述の通り、バルブはユーザまたはコ
ントローラによって手動で開閉することができる。このステップ中、動作状態を経験する
すべての既知の流体流路／創傷被覆材を陰圧源から閉じることができ、未テストの流体流
路／創傷被覆材のみが、陰圧源と流体連通したままであることできる。
【００９７】
　ブロック１１２４で、プロセスは再び動作状態検知スキームを起動して、このとき、陰
圧源と流体連通する流体流路／創傷被覆材のいずれかが動作状態を経験しているかどうか
を判定する。例えば、プロセスは、測定された圧力が予想圧力に対して実質的に一致する
（または実質的に想定される流れと実質的に一致する）かどうかを判定する。
【００９８】
　ステップ１１２６で、動作状態が検知されない場合、プロセスはステップ１１３４に進
む。動作状態が検知された場合、プロセスはステップ１１２８に進む。
【００９９】
　ステップ１１２８で、ステップ１１１０で選択されていないまたは未テストの流体流路
／創傷被覆材の少なくとも一つが動作状態を経験していると判定すると、プロセスはユー
ザに指示を提供できる。例えば、それぞれの創傷被覆材は、対応するＬＥＤを有すること
ができる。動作状態の検知に伴い、プロセスは、テストされていない創傷被覆材に関連付
けられた各ＬＥＤを点滅させることができる。さらに、プロセスは、動作状態を経験して
いると判定された創傷被覆材に関連するＬＥＤの各々をオフにし、動作状態を経験してい
ないと判定された創傷被覆材に関連するＬＥＤの各々をオフにすることができる。その後
、プロセスはステップ１１０８に戻る。
【０１００】
　ステップ１１３０で、プロセスは、選択された流体流路／創傷被覆材が動作状態を経験
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していないと判定した。プロセスは、選択した流路／創傷被覆材が動作状態を経験してい
ないことを示すことができる。例えば、プロセスに関連付けられたＬＥＤをオン（または
緑色）にする。しかしながら、いくつかの実施例では、残りの流体流路／創傷被覆材の一
つは、動作状態を経験している。
【０１０１】
　ステップ１１３２で、新しい流体流路／創傷被覆材がテスト用に選択され、プロセスが
ステップ１１１２に戻る。新しく選択された流体流路／創傷被覆材は、現在のトラブルシ
ューティングプロセス中にテストされていない（例えば、ブロック１１１０では選択され
ていない）。上述のように、創傷被覆材選択は、ユーザおよび／またはプロセスによって
行うことができる。
【０１０２】
　ステップ１１３４で、開放バルブに関連付けられた流体流路／創傷被覆材上で動作状態
が検知されない。そのため、閉鎖バルブに関連付けられた流体流路／創傷被覆材は、動作
状態を経験していると判定された。いくつかの実施形態では、動作状態が被覆材フル状態
である場合、動作状態を経験する創傷被覆材は交換され、関連するバルブが開かれている
。いくつかの実施例では、ユーザは、創傷被覆材を手動で交換し得る。いくつかの実施例
では、ユーザは、プロセスによる表示（例えば、任意のオフＬＥＤ）に基づいて、どの創
傷被覆材を交換する必要があるかを知ることになる。いくつかの実例では、ユーザは、ど
の創傷被覆材が閉じたバルブに関連付けられているかを見るために、目視により、どの創
傷被覆材を交換すべきかを判定する。いくつかの実施例では、創傷被覆材はユーザの助け
なしに置き換えられる。
【０１０３】
　ステップ１１３６で、診断モードが終了する。プロセスはステップ１１０２に進み、測
定された圧力を監視することを続けることができる。
【０１０４】
　いくつかの事例では、トラブルシューティングプロセスを支援するために、例えば、バ
ルブを閉じることまたは流体流路を締め付けることによって、流体流路をブロックするこ
とができる。流路は、ユーザによって手動でブロックすることも、陰圧創傷治療システム
によって自動的にブロックすることもできる。流体流路を閉じることによって、陰圧創傷
治療システムによって実行される診断プロセスは、例えば、トラブルシューティングの被
覆材の数を減少させることによって、簡略化することができる。加えて、または別の方法
として、流体流路を閉じることで、陰圧創傷治療システムをオフにすることなく、または
別の方法として、他の創傷被覆材への陰圧の送達を停止することなく、ユーザは被覆材を
交換することができる。
【０１０５】
　図１２Ａ～図１２Ｃは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置を図示したものであ
る。示されるように、ＴＮＰ装置１０２は、ＴＮＰ装置１０２の構成要素を収容および／
または支持するための外側ハウジング１２１０を含み得る。
【０１０６】
　外側ハウジング１２１０は、ユーザに情報（例えば、ＴＮＰ装置１０２の動作状態に関
する情報など）を提供するように設計され得る表示器１２１２を含み得る。いくつかの実
施形態では、表示器１２１２は、アイコン１２２２（通常の動作を示す）、１２２４（装
置が、陰圧創傷療法を提供するのを防ぐ一つまたは複数の漏れの存在を示す）、１２２６
（被覆材をチェックする）、および１２２８（低電力保持）のような、一つまたは複数の
インジケータを含むことができ、これはユーザにＴＮＰ装置１０２の一つまたは複数の動
作状態および／または故障状態を警告できる。例えば、インジケータは、ユーザに、通常
または適切な動作状態、ポンプ故障、電源障害、電池の状態または電圧レベル、創傷被覆
材の状態または収容力、被覆材または被覆材とポンプ組立品との間の流体流路の漏れ検知
、吸引閉塞、あるいは他の類似もしくは適切な状態またはその組み合わせを警告するアイ
コンを含み得る。
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【０１０７】
　例えば、表示器１２１２は、ユーザが創傷被覆材をチェックするように促す警報をユー
ザに提供できるチェック被覆材インジケータ１２２６を含み得る。いくつかの事例では、
警告は、フルのまたは実質的にフルの被覆材がタイムリーに交換されることを確認する。
例えば、ＴＮＰ装置のプロセッサによって制御できるタイマまたはリマインダーは、所定
の時間後にチェック被覆材インジケータ１２２６を起動することができる。例えば、チェ
ック被覆材インジケータは、２４時間ごとのように一日一回、またはその他の適切な時間
で起動するように構成され得る。いくつかの事例では、毎日のリマインダーは、創傷の浸
軟のリスクを最小限に抑えるために頻繁に通知することができるが、それはユーザにとっ
て厄介なほど頻繁ではない。いくつかの事例では、チェック被覆材インジケータ１２２６
は、ユーザにとって便利な時間に起動され得る。例えば、インジケータは、ユーザが服を
着ているとき、シャワーしている時など、ユーザの日常生活に適合する時点で起動され得
る。いくつかの事例では、被覆材チェックインジケータ１２２６（またはその他のインジ
ケータ１２２２、１２２４、または１２２８）は、ボタン１２１６の単一または二度押し
、またはボタン１２１６のその他の操作によってリセットできる。例えば、チェック被覆
材インジケータは、ＴＮＰ装置１０２を一時停止するボタン１２１６を最初に押すことで
停止することができる。このボタン１２１６の押しは、チェック被覆材警告のユーザの確
認知らせることができる。次にＴＮＰ装置１０２は、ボタン１２１６の第二の押しで陰圧
の提供を再開することができる。
【０１０８】
　図示の実施形態では、一つまたは複数のアイコン１２２２、１２２４、１２２６、１２
２８は、外側ハウジング１２１０の表示器１２１２上に直接印刷され得る。いくつかの実
施形態によっては、一つまたは複数のアイコン１２２２、１２２４、１２２６、１２２８
は、外側ハウジング１２１０の一部分に取り付けられたラベル上に設けられうる。一つま
たは複数のアイコン１２２２、１２２４、１２２６、１２２８は、そのアイコンに対応す
る状態がシステム内に存在するときに点灯することができる。
【０１０９】
　ＴＮＰ装置１０２は、ＴＮＰ装置１０２の動作を制御するために、ユーザからの入力を
受信するよう設計された、ボタン１２１６などの一つまたは複数のユーザ入力機能を含み
得る。図示の実施形態では、ＴＮＰ装置１０２を作動および停止するため、またはＴＮＰ
装置１０２のその他の動作パラメータを制御するために使用することができる単一のボタ
ンが存在する。例えば、いくつかの実施形態によっては、ボタン１２１６は、ＴＮＰ装置
１０２を作動させ、ＴＮＰ装置１０２を停止し、アイコン１２２２、１２２４、１２２６
、１２２８のいずれかなどのインジケータを消去するために使用することができる、およ
び／またはＴＮＰ装置１０２の動作を制御するための任意の他の適切な目的に使用するこ
とができる（例えば、ボタン１２１６を順次押すことによって）。ボタンは、ハウジング
１２１０の外側の、前面上に位置付けられうる押しボタンとすることができる。実施形態
によっては、複数の入力機能（例えば、複数のボタン）をＴＮＰ装置１０２上に備えるこ
とができる。
【０１１０】
　いくつかの実施形態において、ＴＮＰ装置１０２は、チューブまたは導管（入口マニホ
ールド分岐取付部２０６または統合された入口マニホールド）をＴＮＰ装置１０２に接続
するためのコネクタ１２０２を含み得る。図１２Ｂに示すように、コネクタ１２０２は、
システムを二つの別個の創傷に流体接続するための二つの導管６０２および６０４を含み
得る。いくつかの実施形態では、導管、導管６０２および６０４または一つまたは複数の
追加導管を介して、ＴＮＰ装置１０２に三つ以上の創傷を接続することができる。
【０１１１】
　本明細書に記載のポンプシステムの実施形態では、コンパクトで小さなサイズを持ちう
る。本明細書に開示されるいくつかの実施形態では、システムのポンプアセンブリは、直
径（例えば、直径相当）または横寸法を、１５ｍｍ～３５ｍｍの間、１５ｍｍ未満、２５
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ｍｍ未満、３５ｍｍ未満、または５０ｍｍ未満とすることができる。例えば、いくつかの
実施形態では、システムの直径または横寸法を、１０ｍｍ、２３ｍｍ、または４０ｍｍと
することができ、あるいは直径または横寸法をおよそ２６ｍｍ～およそ２７ｍｍの範囲、
およそ２２ｍｍまたはそれ未満～およそ２８ｍｍの間とすることができる。本明細書に開
示されるいくつかの実施形態において、システムの厚さまたは高さを、およそ８ｍｍ、お
よそ６ｍｍ～およそ１０ｍｍの間、または２０ｍｍ未満とすることができる。例えば、い
くつかの実施形態では、システムの厚さまたは高さは５ｍｍ、１２ｍｍ、または２０ｍｍ
でありうる。
【０１１２】
　いくつかの実施例では、ＴＮＰ装置１０２は、最大７日間、１０日間、３０日間など間
、圧力を適用するように構成された陰圧源を含み得る。陰圧源は、モータ、音声コイルア
クチュエータ、圧電アクチュエータ、およびこれに類するものを含み得る。いくつかの実
施形態では、ＴＮＰ装置１０２は、電池式であってもよい（例えば、二本の単２電池から
電力供給される）。
【０１１３】
　いくつかの実施形態では表示器１２１２の一つまたは複数のインジケータに加えて、ま
たはその代わりに、装置は、一つまたは複数の聴覚的、触覚的、触感的または同様の警告
を提供できる。
【０１１４】
　図１２Ｃは、いくつかの実施形態による、各流体流路において、遮断バルブ１２４２、
１２４４（時にタップと呼ばれる）を組み込む携帯型陰圧装置１２１０を図示する。図４
Ａ～図４Ｃ、図５または図７に関連して本明細書に記載されるように、複数の遮断バルブ
１２４２、１２４４は、バルブの閉鎖が、関連する創傷被覆材に対して陰圧の提供を遮断
するように、陰圧療法システム内に位置付けられうる。遮断バルブ１２４２、１２４４は
、入口マニホールド分岐取付部の出口（例えば、導管６０２および６０４）と対応する被
覆材入口の間などの流体流路内の任意の場所、またはいくつかの事例では、被覆材の上ま
たは中などに位置付けられうる。いくつかの実施例では、図４Ａ～図４Ｃに関連して本明
細書で説明したように、一つまたは複数の遮断バルブ１２４２、１２４４は、入口マニホ
ールド分岐取付部に組み込まれうる。
【０１１５】
　いくつかの事例では、バルブ１２４２、１２４４のうち一つまたは複数は手動遮断バル
ブである。例えば、ユーザは、バルブ１２４２を手動で閉じることができ、それによって
、関連する創傷被覆材に対する陰圧の提供を遮断することができる。他の例では、バルブ
の一つまたは複数は、システムによって操作され得る。例えば、バルブは電気機械式バル
ブとすることができる。例えば、ＴＮＰ装置は、バルブと通信して、各バルブを個別に、
またはユニットとして開閉することができる。バルブとＴＮＰ装置との間の通信は、有線
または無線でありうる。例えば、ＴＮＰ装置の無線トランシーバは、バルブの無線トラン
シーバと通信できる。
【０１１６】
　図１２Ａ～図１２Ｇは、いくつかの実施形態による携帯型陰圧装置のユーザインターフ
ェース表示器１２１２を図示する。表示器１２１２は、図１２Ａ～図１２Ｇに示すインジ
ケータ１２２２、１２２４、１２２６、１２２８の一つまたは複数の組み合わせを有して
もよい。ただし、より少ない、より多い、または異なるインジケータが意図されている。
例えば、いくつかの事例では、携帯型陰圧装置は表示器を含まなくてもよく、および／ま
たは表示器には任意のボタンまたはインジケータを含まなくてもよい。
【０１１７】
　図１３は、流体コネクタ１３１０と併せて、創傷被覆材１３００の実施形態の斜視図を
示す。図示され創傷被覆材は、本明細書に記載される陰圧システムの任意の実施形態と共
に使用することができる。図示されるように、創傷被覆材１３００は、複数のローブ１３
２２を持つ楕円形の吸収層１３２０を持つ。いくつかの実施形態では、吸収層１３２０は
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六つのローブを持つことができる。いくつかの実施例では、二つ以上のローブ１３２２（
六つのローブなど）が、創傷被覆材１３００に設けられる。ローブ１３２２、特にローブ
１３２２の間のギャップは、非平面状の創傷に適合した創傷被覆材１３００を支援する。
例えば、肘や膝などの関節の周りに一致するように、被覆材１３００を使用することが有
利でありうる。被覆材１３００は、長方形または正方形の形状の裏当て層１３２４を有す
ることができ、およびいくつかの実施形態では、被覆材１３００全体で１９０ｍｍ×２３
０ｍｍ、または１４５．５ｍｍ×４１００ｍｍとなりうる。
【０１１８】
　いくつかの実施例では、被覆材１３００はまた、中央胴部分に円形切欠部１３２８を有
してもよく、これは被覆材１３００の縦軸に対して横断する被覆材１３００の中央線に沿
って位置し得る。こうした切欠部１３２８は、いくつかの実施形態では、直径が１０ｍｍ
、または約１０ｍｍ、直径であってもよく、または５ｍｍ～２５ｍｍ、またはおよそ５ｍ
ｍ～およそ２５ｍｍの範囲であってもよい。図示したように、円形切欠部１３２８は、被
覆材１３００の長軸方向の中央線の両側に対称的に配置されてもよく、１８０度よりも大
きい弧を形成してもよく、場合によっては、１８０～２７０度（または約１８０～２７０
度）の円弧を形成してもよい。
【０１１９】
　図中、流体コネクタ１３１０は細長い導管を含んでよく、近位端１３３０および遠位端
１３４０を有するブリッジ１３２０、およびブリッジ１３２０の遠位端１３４０にアプリ
ケータ１３８０を含んでもよい。いくつかの実施例では、ブリッジ１３２０は、チューブ
１３９０と創傷被覆材１３００との間の柔らかい流体接続を提供し、有利なことに、チュ
ーブ１３９０を創傷被覆材１３００から離して、チューブ１３９０によって引き起こされ
る圧力ポイントの可能性を低減することができる。いくつかの実施例では、ブリッジ１３
２０の長さは、２０、３０、４５、６０、または７０センチメートル（±数センチメート
ル）でありうる。オプションのカップリング１３６０は、ブリッジ１３２０の近位端１３
３０に配置され得る。いくつかの実施例では、キャップ（図示せず）は、カップリング１
３６０に取り付けることができ、液体が近位端１３３０から漏れ出るのを防止するのに有
用でありうる。
【０１２０】
　陰圧システム（図１２Ａ～図１２Ｃに図示するもの）は、チューブ１３９０を介してカ
ップリング１３６０に接続されてもよい（チューブ１３９０をコネクタ６０２または６０
４の一つに接続することによって）、またはシステムは、カップリング１３６０に直接接
続されてもよく、または直接ブリッジ１３２０に接続されてもよい。使用中、被覆材１３
００は、いくつかの事例では、発泡体またはガーゼなどの創傷パッキング材料で満たされ
てもよい、好適に準備された創傷の上に置かれる。流体コネクタ１３１０のアプリケータ
１３８０は、被覆材１３００の隙間の上に置かれ、被覆材１３００の最上表面に封止され
る、封止面を有する。流体コネクタ１３１０の被覆材１３００への接続の前、間、または
後のいずれかに、システムは、チューブ１３９０を介してカップリング１３６０へ接続さ
れるか、またはカップリング１３６０もしくはブリッジ１３２０へ直接接続される。その
後ポンプが起動され、それによって陰圧を創傷に供給する。陰圧の適用は、所望するレベ
ルの創傷治癒を達成するまで行われてもよい。いくつかの実施形態では、システムは小形
化され、持ち運び可能とすることができるが、より大きな従来のポンプを被覆材１３００
と共に使用してもよい。いくつかの実施形態では、システムは、被覆材１３００上に、ま
たは、被覆材１３００に隣接して取り付けられ得るか、または装着され得る。
【０１２１】
　いくつかの実施形態では、陰圧源（ポンプ等）および、電源、センサ、コネクタ、ユー
ザインターフェース構成要素（ボタン、スイッチ、スピーカ、スクリーン、等）等といっ
た、ＴＮＰシステムのいくつかまたはすべてのその他の構成要素は、創傷被覆材１３００
と一体になり得る。創傷被覆材１３００は、創傷被覆材の層の上に配置するためのカバー
層を含み得る。カバー層は、被覆材の最も上の層とすることができる。いくつかの実施形
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態では、創傷被覆材１３００は、創傷被覆材の層、および統合された構成要素のいずれの
上に、位置決め用第二カバー層を含み得る。第二カバー層は、被覆材の一番上の層である
ことができ、または局所陰圧システムの統合された構成要素を取り囲む別個の外皮であり
得る。
【０１２２】
　図１３の実施形態に示す通り、流体コネクタ１３１０は、以下にさらに詳細に記載する
通り、被覆材１３００と流体連通する拡大遠位端または頭部１３４０を含む。一実施形態
では、拡大遠位端は丸い形または円形を有する。頭部１３４０は、図中、被覆材１３００
の端近くに位置するように示しているが、被覆材上のいずれの場所に配置されてもよい。
例えば、いくつかの実施形態は、被覆材１３００の端または角上または近くではない、中
心または中心から外れた場所に提供されてもよい。いくつかの実施形態では、被覆材１３
００は、流体連通する一つまたは複数の頭部１３４０をそれぞれ含む、二つ以上の流体コ
ネクタ１３１０を含んでもよい。一実施形態では、頭部１３４０は、最も幅の広い縁に沿
って３０ｍｍあってもよい。頭部１３４０は、上に記載した、創傷被覆材の最上表面に対
して封止されるように構成される、アプリケータ１３８０を少なくとも一部形成する。
【０１２３】
　図１４は、流体コネクタ１４１０にそって、図１３に示されるように創傷被覆材１３０
０に類似の創傷被覆材１４００の断面を示す。代替として、本明細書に開示するいずれの
創傷被覆材の実施形態、または本明細書に開示する創傷被覆材の実施形態のいずれの数の
特徴のいかなる組み合わせでもあり得る、創傷被覆材１４００は、治療される創傷部位の
上に置かれ得る。被覆材１４００は、本明細書に記載の陰圧システム実施形態のいずれか
と共に使用することができる。被覆材１４００は、創傷部位の上に密封された空洞を形成
するために設置されてもよい。一実施形態では、被覆材１４００は、最上層もしくはカバ
ー層、または任意の創傷接触層１４２２に取り付けられる裏当て層１４２０を含むが、そ
れらについて以下により詳細に記載する。これら二つの層１４２０、１４２２は、内部空
間またはチャンバを画定するために、共に接合または封止され得る。この内部空間または
チャンバは、陰圧を分配または伝達し、創傷滲出液および創傷から除去された他の流体を
貯蔵するように適応してもよい追加構造と、以下により詳細に説明するであろう他の機能
とを含んでもよい。以下に記載するそのような構造の例は、透過層１４２６および吸収層
１４２１を含む。
【０１２４】
　本明細書で使用される通り、最上層または上方の層は、被覆材が使用中で、創傷の上に
位置する間、皮膚または創傷の表面から最も遠い層を指す。したがって、下面、下部層、
最下層または下方の層は、被覆材が使用中で、創傷の上に位置する間、皮膚または創傷の
表面に最も近い層を指す。
【０１２５】
　図１４に図示するように、創傷接触層１４２２は、ポリウレタン層、ポリエチレン層、
または、例えば、ホットピンプロセス、レーザアブレーションプロセス、または超音波プ
ロセスを介すか、またはその他のいくつかの方法で穴加工された、あるいは別の方法で液
体および気体が透過するようにしたその他の可撓性のある層であってもよい。創傷接触層
１４２２は、下面１４２４と上面１４２３とを有する。穿孔１４２５は、創傷接触層１４
２２の中に貫通孔を備えることができ、流体が層１４２２を通って流れることが可能にな
る。創傷接触層１４２２は、創傷被覆材の他の材料中への組織内殖を防ぐのに役立つ。穿
孔は、その中を通って流体が流れるのを可能にしつつ、この要件を満たすのに十分小さい
ことが好ましい。例えば、０．０２５ｍｍから１．２ｍｍの範囲の寸法を有するスリット
または孔として形成された穿孔は、創傷滲出液が被覆材内に流れるのを可能にしつつ、創
傷被覆材内に組織が内部成長するのを防止する一助となるには十分小さいと考えられる。
いくつかの構成では、創傷接触層１４２２は、創傷における陰圧を維持するために、吸収
パッド周りで空気を封止しながら、被覆材１４００全体の完全性を維持する一助となり得
る。
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【０１２６】
　創傷接触層１４２２のいくつかの実施形態はまた、任意の上部および下部接着層（図示
せず）用の担体として働いてもよい。例えば、下部感圧接着剤が、創傷被覆材１４００の
下面１４２４上に提供されてもよい一方、上部感圧接着層は、創傷接触層の上面１４２３
上に提供されてもよい。シリコーン、ホットメルト、親水コロイドもしくはアクリルをベ
ースとする接着剤、または他のそのような接着剤であってもよい感圧接着剤は、創傷接触
層の両側面上、もしくは任意で選択された片側面上に形成されてもよく、または創傷接触
層のどちらの側面上に形成されなくてもよい。下部感圧接着層を利用することが、創傷被
覆材１４００を創傷部位の周りの皮膚に接着させる助けになってもよい。いくつかの実施
形態では、創傷接触層は穴加工されたポリウレタンフィルムを含んでもよい。フィルムの
下面はシリコーン感圧接着剤を提供されてもよく、上面はアクリル感圧接着剤を提供され
てもよく、それによって被覆材がその完全性を維持するの助けてもよい。いくつかの実施
形態では、ポリウレタンフィルム層の上面および下面の両面上に接着層を提供してもよく
、全三層は共に穴加工されていてもよい。
【０１２７】
　多孔質材料の層１４２６は、創傷接触層１４２２の上方に置かれ得る。この多孔質層ま
たは透過層１４２６により、液体および気体を含む流体が、創傷部位から離れて創傷被覆
材の上部層中へと透過することが可能になる。特に、透過層１４２６によって、吸収層が
かなりの量の滲出液を吸収したときでさえ、外気チャネルが、創傷エリア全体に陰圧を伝
えるように維持され得ることを保証できる。層１４２６は、好ましくは、上述の通り、陰
圧創傷療法時に適用されることになる通常の圧力の下で開放されたままになるべきであり
、それによって、創傷部位全体が等しい陰圧を受ける。層１４２６は、三次元構造を有す
る材料から形成されてもよい。例えば、編みもしくは織りスペーサ布（例えば、Ｂａｌｔ
ｅｘ　７９７０の横編ポリエステル）、または不織布が使用され得る。
【０１２８】
　いくつかの実施形態では、透過層１４２６は、８４／１４４で織られたポリエステルで
ある最上層（すなわち、使用中、創傷床から遠位の層）と、１０デニールの平坦なポリエ
ステルである最下層（すなわち、使用中、創傷床に近接して置かれる層）と、編まれたポ
リエステルビスコース、セルロースまたは類似のモノフィラメント繊維により画定される
領域である、これら二つの層の間に挟まれて形成される第三層とを含む、３Ｄポリエステ
ルのスペーサ布層を含む。他の材料、および他の線質量密度の繊維ももちろん使用され得
る。
【０１２９】
　本開示を通して、モノフィラメント繊維への言及がなされるものの、もちろん多糸の代
替物が利用され得ることは理解されるであろう。それゆえ、最上部スペーサ布は、それを
形成するのに使用される一本の糸において、最下部スペーサ布層を形成するのに使用され
る糸を構成するフィラメントの数よりも多くのフィラメントを有する。
【０１３０】
　間隔を置いて配置された層におけるフィラメント数のこの差は、透過層を横切る水分の
流れを制御する一助となる。具体的には、最上層のフィラメント数をより多くすることに
よって、すなわち、最上層が、最下層に使用される糸よりも多くのフィラメントを有する
糸から作られることによって、液体は、最下層よりも最上層に沿ってより多く吸われる傾
向がある。使用中、この差異によって、液体が創傷床から引き離され、被覆材の中心領域
中に引き寄せられるようになり、中心領域では、吸収層１４２１が液体を閉じ込めるのに
役立つか、または液体を放出させ得るカバー層に向かって、それ自体で液体を前方へ吸い
上げる。
【０１３１】
　透過層１４２６を横切る（すなわち、最上部および最下部スペーサ層の間に形成される
チャネル領域と垂直に）液体の流れを改善するために、３Ｄ織物は、ドライクリーニング
剤（限定するものではないが、パークロロエチレンなど）で処理されて、透過層の親水能
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力を邪魔する可能性がある、前に使用された鉱油、油脂および／またはワックスなどの、
いかなる工業製品をも除去するのに役立ってもよい。いくつかの実施形態では、続いて、
３Ｄスペーサ布が親水性剤（限定するものではないが、Ｒｕｄｏｌｐｈ　Ｇｒｏｕｐから
市販されている３０ｇ／ｌのＦｅｒａｎ　Ｉｃｅなど）で洗われる、追加の製造ステップ
に進んでもよい。このプロセスステップは、水などの液体が３Ｄ編物に接触するとすぐに
織物に進入し得るほど、材料の表面張力が低くなることを保証するのに役立つ。またこの
ステップは、いかなる滲出液の液状侵襲成分（ｌｉｑｕｉｄ　ｉｎｓｕｌｔ　ｃｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ）の流れを制御するのにも役立つ。
【０１３２】
　吸収材の層１４２１は、透過層１４２６の上に提供される。発泡体もしくは不織の天然
または合成材料を含み、任意で超吸収材料を含んでもよい吸収材料は、流体、具体的には
、創傷部位から除去される液体用の貯留部を形成する。いくつかの実施形態では、層１４
２１もまた、流体を裏当て層１４２０の方へ引き寄せるのに役立ってもよい。
【０１３３】
　吸収層１４２１の材料はまた、創傷被覆材１４００に収集された液体が、被覆材内を自
由に流れるのを妨げてもよく、被覆材内に収集されるいかなる液体をも包含するように働
き得る。吸収層１４２１はまた、流体を創傷部位から引き寄せ、吸収層中に渡って貯蔵す
るように、吸い上げ作用によって層全体に流体を分配するのを助ける。これによって、吸
収層のエリアにおける凝集を防止するのを補助する。吸収材の容量は、陰圧を適用すると
き、創傷の滲出液が流れる速度を管理するのに充分でなくてはならない。使用中、吸収層
は陰圧を経験するため、吸収層の材料は、そのような状況下で液体を吸収するように選ば
れる。例えば、超吸収体材料といった、陰圧下にあるとき液体を吸収できる、いくつかの
材料が存在する。吸収層１４２１は通常、ＡＬＬＥＶＹＮ発泡体のＦｒｅｕｄｅｎｂｅｒ
ｇ１１４－２２４－４および／またはＣｈｅｍ－Ｐｏｓｉｔｅ１１Ｃ－４５０より製造さ
れてもよい。いくつかの実施形態では、吸収層１４２１は、超吸収性粉末、セルロースな
どの繊維材料、および結合繊維を含む複合材を含んでもよい。一実施形態では、複合材は
エアレイドの熱的に結合された複合材である。
【０１３４】
　いくつかの実施形態では、吸収層１４２１は、層中に渡って分散する乾燥粒子の形態で
ある超吸収材を有する、不織セルロース繊維の層である。セルロース繊維の使用によって
、被覆材により吸収される液体を素早くかつ均等に分配するのに役立つ、高速吸い上げ要
素が導入される。多数の撚糸様繊維を並列させることが、液体を分配するのに役立つ繊維
パッドの、強い毛細管作用につながる。このように、超吸収材に液体を効率的に供給する
。また、吸い上げ作用によって、被覆材の蒸散率を増加させるのに役立つように、液体を
上部カバー層と接触させるように支援する。
【０１３５】
　陰圧を被覆材１４００に印加することが可能になるように、隙間、孔またはオリフィス
１４２７が裏当て層１４２０に提供される。流体コネクタ１４１０は、被覆材１４００の
中に作られるオリフィス１４２７の上で、裏当て層１４２０の最上部に取り付けられるか
、または封止され、オリフィス１４２７を通って陰圧を伝える。長いチューブが、被覆材
から流体を除去することが可能になるように、第一端部で流体コネクタ１４１０に、第二
端部で陰圧システム（図示せず）に連結されてもよい。流体コネクタが創傷被覆材の最上
層に接着する場合、長いチューブは、チューブまたは導管が、流体コネクタから離れて平
行に、または実質的に被覆材の最上表面へ延在するような、流体コネクタの第一端部で連
結されてもよい。流体コネクタ１４１０は、アクリル、シアノアクリレート、エポキシ、
ＵＶ硬化性またはホットメルト接着剤などの接着剤を使用して、裏当て層１４２０に接着
および封止してもよい。流体コネクタ１４１０は、ショアＡスケールで３０から９０の硬
度を有する、例えば、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル、シリコーンまたはポリウレタンと
いった柔らかいポリマーから形成されてもよい。いくつかの実施形態では、流体コネクタ
１４１０は、柔らかい材料または適合する材料から作られてもよい。
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【０１３６】
　吸収層１４２１は、流体コネクタ１４１０の下にあるように配置される、少なくとも一
つの貫通孔１４２８を含み得る。貫通孔１４２８は、いくつかの実施形態では、裏当て層
の開口部１４２７と同じサイズであってもよく、またはより大きいもしくは小さくてもよ
い。図１４に図示する通り、単一の貫通孔は、流体コネクタ１４１０の下にある開口部を
もたらすように使用され得る。複数の開口部が、代替として利用され得ることは理解され
るであろう。加えて、二つ以上のポートが、本開示の特定の実施形態に従って利用される
べき場合、一つまたは二つ以上の開口部が、各流体コネクタと位置を合わせて、吸収層お
よび不明瞭化層に作られてもよい。本開示の特定の実施形態には必須ではないものの、超
吸収層に貫通孔を使用することで、吸収層が飽和に近いとき特に、遮断されないままの流
体流路を提供してもよい。
【０１３７】
　隙間または貫通孔１４２８は、図１４に示す通り、オリフィスが透過層１４２６に直接
接続するように、オリフィス１４２７の下方の吸収層１４２１に提供され得る。これによ
って、流体コネクタ１４１０に適用される陰圧を、吸収層１４２１を通過することなく、
透過層１４２６へ伝えることが可能になる。これで、吸収層が創傷滲出液を吸収するとき
、創傷部位に適用される陰圧が、吸収層によって阻害されないことが保証される。他の実
施形態では、隙間は吸収層１４２１に提供されなくてもよく、または、代替として、オリ
フィス１４２７の下にある複数の隙間が提供されてもよい。さらなる代替的な実施形態で
は、追加的な層は、吸収層１４２１の上および裏当て層１４２０の下に提供されてもよい
。
【０１３８】
　裏当て層１４２０は、気体を透過させないが、水蒸気を透過させることができ、創傷被
覆材１４００の幅を横切って延在し得る。例えば、片方の側面に感圧接着剤を有するポリ
ウレタンフィルム（例えば、Ｅｌａｓｔｏｌｌａｎ　ＳＰ９１０９）であってもよい、裏
当て層１４２０は、気体に対して不透過性であり、それゆえ、この層は創傷を被覆し、上
に創傷被覆材が置かれる創傷空洞を封止するように動作する。このように、効果的なチャ
ンバが、陰圧が確立され得る、裏当て層１４２０と創傷部位との間に作られる。裏当て層
１４２０は、被覆材の外周の周りの境界領域で、創傷接触層１４２２に封止することがで
き、例えば、接着技術または溶接技術によって、空気が境界エリアを通って引き込まれる
ことを保証する。裏当て層１４２０によって、創傷が外部の細菌汚染から保護され（細菌
バリア）、層を通って創傷滲出液からの液体を移動させ、フィルム外表面から蒸発させる
ことが可能になる。裏当て層１４２０は、ポリウレタンフィルムと、フィルム上に広がる
接着パターンとの二つの層を備え得る。ポリウレタンフィルムは透湿性を持つことができ
、濡れたときに水透過速度が高まる材料から製造されてもよい。いくつかの実施形態では
、裏当て層の透湿性は、裏当て層が濡れると高くなる。濡れた裏当て層の透湿性は、乾い
た裏当て層の透湿性の最大約１０倍であってもよい。
【０１３９】
　吸収層１４２１は、吸収層が透過層１４２６の縁と重複するように、透過層１４２６よ
りも大きい面積から成ってもよく、それによって、透過層が裏当て層１４２０に接触しな
いことを保証する。これにより、創傷接触層１４２２と直接接触する、吸収層１４２１の
外側チャネルが提供され、滲出液の吸収層へのより急速な吸収に役立つ。さらに、この外
側チャネルによって、液体が、被覆材の周囲の封止部から染み出して、漏出の形成につな
がる場合がある、創傷空洞の外周に貯留できないことが保証される。図１４に図示する通
り、吸収層１４２１によって、境界線または境界領域が、吸収層１４２１の端と裏当て層
１４２０の端との間に画定されるように、裏当て層１４２０の周囲よりも小さい周囲を画
定してもよい。
【０１４０】
　図１４に示す通り、創傷被覆材１４００の一実施形態は、流体コネクタ１４１０の下に
置かれる吸収層１４２１に隙間１４２８を含む。使用中、例えば、陰圧が被覆材１４００
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に適用されるとき、流体コネクタの創傷に面する部分は、透過層１４２６と接触してもよ
く、それゆえ、吸収層１４２１が創傷流体で満たされているときでさえ、創傷部位に陰圧
を伝達するのに役立ち得る。いくつかの実施形態によって、裏当て層１４２０を透過層１
４２６に少なくとも一部接着させてもよい。いくつかの実施形態では、隙間１４２８は、
流体コネクタ１４１０の創傷に面する部分またはオリフィス１４２７の直径よりも、少な
くとも１～２ｍｍ大きい。
【０１４１】
　特に、単一流体コネクタ１４１０および貫通孔を伴ういくつかの実施形態では、図１３
に図示する通り、流体コネクタ１４１０および貫通孔が、中心から外れた位置に置かれる
のが好ましい場合がある。そのような場所では、流体コネクタ１４１０が被覆材１４００
の残余部と比較して持ち上げられるように、被覆材１４００を患者の上に配置することが
可能になってもよい。そのように配置すると、流体コネクタ１４１０およびフィルタ１４
１４は、創傷部位への陰圧の伝達を減じるために、時期を早めてフィルタ１４１４を閉塞
させ得る創傷流体と、接触する可能性が低くなる場合がある。
【０１４２】
　ここで流体コネクタ１４１０に目を転じると、いくつかの実施形態は、封止面１４１６
と、近位端１３３０および遠位端１３４０を伴うブリッジ１４１１（図１３のブリッジ１
３２０に相当）と、フィルタ１４１４とを含む。封止面１４１６は、創傷被覆材の最上表
面に封止される、前に記載したアプリケータを形成し得る。いくつかの実施形態では、流
体コネクタ１４１０の最下層は、封止面１４１６を備えてもよい。流体コネクタ１４１０
はさらに、いくつかの実施形態では、流体コネクタの別個の上部層により画定される、封
止面１４１６から垂直に間隔を空ける上面を備えてもよい。他の実施形態では、上面およ
び下面は、材料の同じ一片から形成されてもよい。いくつかの実施形態では、封止面１４
１６は、創傷被覆材と連通するように、その中に少なくとも一つの隙間１４２９を含んで
もよい。いくつかの実施形態では、フィルタ１４１４は、封止面の開口部１４２９を横切
って配置されてもよく、開口部１４２９全体にわたってもよい。封止面１４１６は、創傷
被覆材のカバー層に流体コネクタを封止するように構成されてもよく、接着剤または接合
部を含んでもよい。いくつかの実施形態では、封止面１４１６は、カバー層のオリフィス
の上に置かれてもよい。他の実施形態では、封止面１４１６は、カバー層のオリフィスお
よび吸収層１４２０の隙間の上に位置してもよく、流体コネクタ１４１０によって透過層
１４２６を通る気流を提供することが可能になる。いくつかの実施形態では、ブリッジ１
４１１は、陰圧源と連通する第一流体通路１４１２を含んでもよく、第一流体通路１４１
２は、３Ｄ編み材料など、前に記載した多孔質層１４２６と同じでもよく、または異なっ
てもよい、多孔質材料を含む。ブリッジ１４１１は、近位端および遠位端を有し、第一流
体通路１４１２を囲むように構成される、少なくとも一つの可撓性フィルム層１４０８、
１４１０によって被包することができ、可撓性フィルムの遠位端は、封止面１４１６に接
続する。フィルタ１４１４は、創傷滲出液がブリッジに侵入するのを実質的に妨げるよう
に構成される。
【０１４３】
　いくつかの実施形態はさらに、第一流体通路１４１２の上に配置される、任意の第二流
体通路を含んでもよい。例えば、いくつかの実施形態によって、第一流体通路１４１２お
よび被覆材１４００中への空気経路を提供するように構成される最上層１４０８の近位端
に配置される空気漏れ部に対して提供してもよい。
【０１４４】
　流体通路１４１２は、スペーサがねじれるかまたは折り重なる場合でも、流体が通過す
ることを可能にする、可撓性のある、規格に準拠した材料から構築される。流体通路１４
１２の好適な材料には、ポリエチレンまたはポリウレタン発泡体など、連続気泡発泡体を
含む発泡体、メッシュ、３Ｄ編物、不織材料および流体チャネルを含むがこれらに限定さ
れない。いくつかの実施形態では、流体通路１４１２は、透過層１４２６に関して上に記
載したものと、類似の材料から構築されてもよい。有利なことに、流体通路１４１２に使
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用されるそのような材料によって、患者の快適性をより増すことが可能になるだけでなく
、ねじれるか、または曲がっている間でも、依然として流体通路１４１２が流体を創傷か
ら陰圧源の方へと移動できるような、より大きなねじれ抵抗を提供してもよい。
【０１４５】
　いくつかの実施形態では、流体通路１４１２は、例えば、編みもしくは織りスペーサ布
（ポリエステルで編まれた３Ｄ織物Ｂａｌｔｅｘ　７９７０（登録商標）またはＧｅｈｒ
ｉｎｇ　８７９（登録商標））といったウィッキング生地、または不織布から成ってもよ
い。選択されたこれらの材料は、好ましくは、創傷滲出液を創傷から離すように導き、陰
圧および／または吐出された空気を創傷部位へ伝達するために置くことができ、また、あ
る程度のねじれ抵抗または閉塞抵抗を、流体通路１４１２に与えてもよい。いくつかの実
施形態では、ウィッキング生地は、いくつかの事例では、流体の吸い上げまたは陰圧の伝
達に役立つ場合がある、三次元構造を有してもよい。特定の実施形態では、ウィッキング
生地を含むある実施形態では、これらの材料は、開放されたままで、例えば、４０から１
５０ｍｍＨｇの間の陰圧療法で使用される通常圧力下において、変わらず陰圧を創傷エリ
アに伝えることができる。いくつかの実施形態では、ウィッキング生地は、互いの上に積
み重なった、または積層された材料のいくつかの層を含んでもよく、いくつかの事例、陰
圧適用状況下において、流体通路１４１２が崩れるのを妨げるのに有用であってもよい。
他の実施形態では、流体通路１４１２に使用されるウィッキング生地は、１．５ｍｍと６
ｍｍとの間であってもよく、例えば、ウィッキング生地は、３ｍｍと６ｍｍとの間の厚さ
であってもよく、一つまたはいくつかの個々のウィッキング生地層のどちらかから成って
もよい。他の実施形態では、流体通路１４１２は、１．５ｍｍよりも厚いなど、１．２～
３ｍｍの間の厚さであってもよい。いくつかの実施形態、例えば、創傷滲出液などの液体
を保持する被覆材と共に使用される吸引アダプタは、流体通路１４１２に疎水性の層を用
いてもよく、気体のみが流体通路１４１２を通って動いてもよい。加えて、前に記載した
通り、システムに使用される材料は、適合する柔らかいものであることができ、患者の皮
膚に対して圧力を加える創傷治療システムに起因する場合がある、褥瘡および他の合併症
を回避するのに役立つ場合がある。
【０１４６】
　フィルタ要素１４１４は、液体に対して不透過性であるが、気体に対しては透過性があ
り、液体バリアとして働き、液体が創傷被覆材１４００から漏れ出ることができないこと
を保証するように提供される。フィルタ要素１４１４はまた、細菌バリアとして機能して
もよい。通常、管孔サイズは０．２μｍである。フィルタ要素１４１４のフィルタ材料に
好適な材料には、ＭＭＴ範囲からの０．２ミクロンのＧｏｒｅ（商標）拡張ＰＴＦＥ、Ｐ
ＡＬＬ　Ｖｅｒｓａｐｏｒｅ（商標）２００ＲおよびＤｏｎａｌｄｓｏｎ（商標）ＴＸ６
６２８を含む。より大きな管孔サイズも使用され得るが、これらは、二次フィルタ層が、
完全な生物汚染の封じ込めを保証することを必要とする場合がある。創傷流体は脂質を含
有するため、例えば、０．２ミクロンのＭＭＴ－３２３の前に１．０ミクロンのＭＭＴ－
３３２といった、撥油性フィルタ膜を使用することが好ましい。これにより、脂質が疎水
性フィルタを遮断するのを防げる。フィルタ要素は、オリフィスの上のポートおよび／ま
たは被覆フィルムに取り付けられるか、または封止され得る。例えば、フィルタ要素１４
１４は、流体コネクタ１４１０に成型されてもよく、または限定するものではないが、Ｕ
Ｖ硬化接着剤などの接着剤を使用して、カバー層の最上部および吸引アダプタ１４１０の
最下部の一方または両方に接着してもよい。
【０１４７】
　他のタイプの材料がフィルタ要素１４１４に使用され得ることは、理解されるであろう
。より広くは、薄く平坦な一枚のポリマー材料である、微多孔膜を使用することができ、
これは数十億もの微細な管孔を包含する。選んだ膜に応じて、これらの管孔は、０．０１
マイクロメートルから１０マイクロメートルより大きいサイズの範囲にあり得る。微多孔
膜は、親水性（水のフィルタリング）および疎水性（撥水）形態の両方で利用可能である
。いくつかの実施形態では、フィルタ要素１４１４は、支持層と、支持層上に形成される
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アクリルコポリマー膜とを含む。本開示の特定の実施形態に従う創傷被覆材１４００は、
疎水性微多孔膜（ＭＨＭ：ｍｉｃｒｏｐｏｒｏｕｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｏｂｉｃ　ｍｅｍｂ
ｒａｎｅ）を使用する。多数のポリマーを用いて、ＭＨＭを形成してもよい。例えば、Ｍ
ＨＭは、ＰＴＦＥ、ポリプロピレン、ＰＶＤＦおよびアクリルコポリマーの一つまたは複
数から形成されてもよい。これら任意のポリマーのすべてが、疎水性および撥油性の両方
であり得る、特定の表面特性を得るために処理され得る。これらによって、マルチビタミ
ン注入物、脂質、界面活性剤、油および有機溶媒など、表面張力の低い液体を追い払うで
あろう。
【０１４８】
　ＭＨＭは、空気が膜を通って流れることを可能にしながら、液体を遮断する。ＭＨＭは
また、潜在的感染エアロゾルおよび粒子を排除する、非常に効率的なエアフィルタである
。ＭＨＭの単一片は、機械式バルブまたはベントを交換する選択肢として、よく知られる
。それゆえ、ＭＨＭの組込みによって製品組立費を削減し、利益、および患者に対する費
用／利得の割合を改善し得る。
【０１４９】
　フィルタ要素１４１４はまた、例えば、活性炭、炭素繊維布もしくはＶｉｔｅｃ　Ｃａ
ｒｂｏｔｅｃ－ＲＴ　Ｑ２００３０７３発泡体、または類似のものといった臭気吸収材を
含んでもよい。例えば、臭気吸収材は、フィルタ要素１４１４の層を形成してもよく、ま
たはフィルタ要素内の疎水性微多孔膜間に挟まれてもよい。それゆえ、フィルタ要素１４
１４によって、オリフィスを通して気体を排出することが可能になる。しかしながら、液
体、微粒子および病原体は被覆材に包含される。
【０１５０】
　上に記載した創傷被覆材の実施形態に類似して、いくつかの創傷被覆材は、皮膚接触面
上にシリコーン接着剤、および裏面上にアクリル接着剤を伴う穿孔創傷接触層を備える。
この縁取られた層の上方には、透過層または３Ｄスペーサ布パッドが存在する。透過層の
上方には吸収層が存在する。吸収層は超吸収不織（ＮＷ：ｎｏｎ－ｗｏｖｅｎ）パッドを
含み得る。吸収層は、周囲をおよそ５ｍｍ越えて透過層に接し得る。吸収層は、一つの端
部の方に向かう隙間または貫通孔を有し得る。隙間は直径約１０ｍｍであり得る。透過層
および吸収層の上に、裏当て層がある。裏当て層は、アクリル接着剤でコーティングされ
た模様である、高水蒸気透過率（ＭＶＴＲ）フィルムであり得る。高ＭＶＴＲフィルムお
よび創傷接触層は、透過層および吸収層を被包して、およそ２０ｍｍの周囲境界を作り出
す。裏当て層は、吸収層の隙間の上に重なる、１０ｍｍの隙間を有し得る。孔の上方には
、前述した隙間の上に重なる、液体不透過性、気体透過性の半透過性膜（ＳＰＭ：ｓｅｍ
ｉ－ｐｅｒｍｅａｂｌｅ　ｍｅｍｂｒａｎｅ）またはフィルタを備える、流体コネクタを
結合し得る。
【０１５１】
　図１５Ａ～図１５Ｄは、いくつかの実施形態による陰圧インジケータを組み込む創傷被
覆材の実施形態を図示する。図１５Ａは、被覆材の下で陰圧が確立された時点を示すため
、創傷被覆材１５００の上またはその内部に陰圧インジケータ１５９１を示す。陰圧イン
ジケータ１５９１は、機械的インジケータであってもよい。いくつかの実施形態では、陰
圧インジケータ１５９１は、患者から直接視線を必要としないインジケータでありうる。
例えば、陰圧インジケータ１５９１は、患者またはユーザによってタッチまたは感じるこ
とができるインジケータとすることができる。陰圧インジケータ１５９１は、被覆材の吸
収材料内の一つまたは複数の隙間または切り抜きとすることができる。いくつかの事例で
は、カバー層の下に陰圧が印加されると、被覆材は締り、吸収材料内の一つまたは複数の
隙間または切り抜きに吸い込まれるときに、カバー層は圧縮することができる。
【０１５２】
　いくつかの実施形態では、陰圧インジケータ１５９１は、図１５Ａに図示した小さな孔
配列であり得る。いくつかの実施形態では、被覆材に三つの小さな孔がある。いくつかの
実施形態では図１５Ａに示すように、被覆材の側方端に沿って長軸方向に延びる被覆材の
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両側に、三つの小さな孔配列の２セットを使用することができる。いくつかの実施形態で
は、個々の陰圧インジケータの直径は約４ｍｍ～約５ｍｍでありうる。
【０１５３】
　陰圧インジケータは、吸収層の切り抜きまたは孔の結果として被覆材に作成された異な
るタイプの段変化またはくぼみから形成され得る。いくつかの実施形態では、陰圧インジ
ケータは、カバー層が孔または切り抜きを覆う状態で、吸収材料に孔または切り抜きから
形成され得る。いくつかの実施形態では、吸収材料の孔または切り抜きは、円形、長方形
、三角形、楕円形、またはその他任意の形状でありうる。真空が適用されない場合、領域
が緩んでいると感じることがあるが、陰圧下では領域は締まることができ、カバー層内の
段付きトポグラフィーまたはくぼみは明らかとなりうる。段付きトポグラフィーは、ユー
ザによって視覚化および／または感じられうる。図１５Ａに図示した吸収材料の小孔を使
用することができる。他の実施形態において、別のフィルム材料に結合された吸収材料に
おける大きな孔または別のフィルム材料と結合された吸収材料における長方形の細片を使
用することができる。
【０１５４】
　吸収材料に切断された小さな孔は、接着剤被覆上部フィルムと組み合わせて使用され得
る。二つの間の相互作用は、前述のようにふるまう。圧力下では、吸収材料が圧縮され、
フィルムは締りフィルムカバー孔を見えるようにする。この孔は、システムが陰圧下にあ
るときに感じることができる。システムが周囲圧力に戻ると、フィルムは、その元の状態
に「緩む」または「のびる」、そして、孔は上部フィルム材料を通して簡単に感じること
ができない。図１５Ｂ～図１５Ｃは、陰圧適用の前（図１５Ｂ）およびその間（図１５Ｃ
）の孔の断面図を示す。小さな孔（直径４ｍｍ～約５ｍｍ）の陰圧インジケータは、陰圧
がかけられた時に、締まった段付き変化トポグラフィーを可能にすし、一方で被覆材が周
囲圧力に戻されたとき、段付き孔領域を隠す。
【０１５５】
　その他の実施形態では、非接着フィルムを有する大きな孔は、陰圧インジケータとして
使用され得る。大きな孔は、小さな孔で説明された隙間または切り抜きであることができ
る。しかしながら、カバー層は接着材料で被覆されることができるため、カバー層１５１
３が大きな孔に圧縮されてから周囲圧力に戻された後に、カバー層１５１３が被覆材の下
部層に固定されるのを防ぐために、非接着性フィルム１５９２を吸収材料１５２２の大き
な孔内に使用できる。
【０１５６】
　図１５Ｄは、吸収材料１５２２に大きな孔隙間を有する陰圧インジケータ１５９１を有
する創傷被覆材の実施形態の断面図を示す。システムが陰圧下にある時、カバー層１５１
３は非接着フィルム材料１５９２に貼り付けることができ、吸収材料１５２２の周りを締
めることで、陰圧インジケータ１５９１を画定する被覆材に段差付き変化トポグラフィー
を作り出す。被覆材が周囲圧力に戻ると、カバー層１５１３は元の状態に戻ることができ
る。いくつかの実施形態では、大きな孔は直径が１２ｍｍ（約１２ｍｍ）の円形の孔とす
ることができる。いくつかの実施形態では、二つ以上の大きな孔を使用することができる
。いくつかの実施形態では、大きな孔の配列を使用することができる。いくつかの実施形
態では、直径が３ｍｍ未満、３ｍｍ（約３ｍｍ）、４ｍｍ（約４ｍｍ）、５ｍｍ（約５ｍ
ｍ）、６ｍｍ（約６ｍｍ）、７ｍｍ（約７ｍｍ）、または７ｍｍより大きい孔とすること
ができる。
【０１５７】
　用語
　実施形態によっては、本明細書に記載されるプロセスのいずれかの特定の操作、作用、
事象、または機能は、異なる順序で実施され得、また全体として、（プロセスの実践に必
要なもの等）、追加、融合、または除外され得る（例えば、本プロセスの実践にすべてが
必要となるわけではない）。さらに、特定の実施形態では、動作、作用、機能、または事
象は、例えば、マルチスレッド処理、割込処理、または複数のプロセッサもしくはプロセ
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ッサコアを通じて、または他のパラレルアーキテクチャー上で、シーケンシャルにではな
く、同時に実行することができる。
【０１５８】
　図示されたシステムのさまざまな構成要素の処理は、複数の機械、ネットワーク、およ
びその他の演算リソースにわたって分配され得る。さらに、システムの二つ以上の構成要
素を、より少ない構成要素に組み合わせることができる。図示されたシステムの様々な構
成要素を、専用コンピュータハードウェアシステムおよび／またはコンピューティングデ
バイスではなく、一つまたは複数の仮想マシンに実装することができる。同様に、示され
るデータレポジトリは、例えば、記憶エリアネットワークまたはその他の分散型記憶シス
テムを含む、物理的および／または論理的データ保存を表すことができる。さらに、いく
つかの実施形態では、図示した構成要素間の接続は、ハードウェア間の実際の接続ではな
く、データフローの可能な経路を表す。可能な接続のいくつかの実施例が示されているが
、図示された構成要素のサブセットのいずれかは、様々な実施の構成要素のその他任意の
サブセットと通信できる。
【０１５９】
　添付の出願書類に記載されている可能性のあるものを含む、上記の特許および用途およ
びその他の参考文献は、参照により本明細書に組み込まれる。開示の態様は本明細書に記
載の様々な参照のシステム、機能、概念を使用して、もし必要な場合、変更し、さらなる
実施を提供することができる。
【０１６０】
　特定の態様、実施形態、または実施例に関連して説明される特性、物質、特徴、または
群は、本明細書に記載される他の任意の態様、実施形態、または実施例に、これらと両立
できないことがない限り、適用可能であることを理解されたい。本明細書（添付の特許請
求の範囲、要約書および図面のいずれをも含む）に開示する特徴のすべて、または同様に
開示するいずれの方法もしくは過程のステップのすべては、そのような特徴またはステッ
プの少なくとも一部が、互いに排他的である組み合わせを除き、いかなる組み合わせで組
み合わせられてもよい。本発明の保護するものは、前述の任意の実施形態の詳細に限定さ
れない。保護するものは、本明細書（添付の任意の特許請求の範囲、要約書、および図面
を含む）において開示される特徴のうちの任意の新規なもの、もしくは任意の新規な組み
合わせにおよび、または同様に開示される任意の方法またはプロセスのステップのうちの
任意の新規なもの、もしくは任意の新規な組み合わせに及ぶ。
【０１６１】
　特定の実施形態が説明されてきたが、これらの実施形態は、単に例として提示されてお
り、保護範囲を限定することを意図するものではない。実際、本明細書に記載の新規な方
法およびシステムは、様々な他の形態で具現化されてもよい。さらに、本明細書に記載の
方法およびシステムの形態において、様々な省略、交換、および変形がなされ得る。いく
つかの実施形態において、図示または開示されたプロセスにおいて実施される実際のステ
ップは、図に示されたステップとは異なりうることを、当業者は認識するであろう。実施
形態によっては、上述したステップのうちの特定のステップが除去される場合があり、別
のものが加えられる場合もある。例えば、開示されるプロセスで実施される実際のステッ
プまたはステップの順序は、図で示したものとは異なっていてもよい。実施形態によって
は、上述したステップのうちの特定のステップが除去される場合があり、別のものが加え
られる場合もある。例えば、図に示した様々な構成要素が、プロセッサ、コントローラ、
ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または専用ハードウェア上のソフトウェアまたはファームウェアと
して実装されてもよい。プロセッサ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ等のハードウェア構成要素には
論理回路が含まれうる。さらに、上記に開示された特定の実施形態の特徴および特性は、
様々な方法で組み合わせることができ、さらなる実施形態を形成することができるが、そ
の全てが本開示の範囲内に収まることになる。
【０１６２】
　本開示には、特定の実施形態、実施例、および用途が含まれるが、本開示は、具体的に
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開示された実施形態の範囲を超えて、他の代替の実施形態または使用ならびにその明らか
な変更形およびその等価物にまでおよび、これには本明細書に記載された特徴および利点
の全てを提供しているとは限らない実施形態が含まれることは、当業者に理解されるであ
ろう。従って、本開示の範囲は、記述されたの実施形態によって限定されることを意図す
るものではなく、本明細書に提示されるまたはこの後に提示される特許請求の範囲によっ
て定義され得る。
【０１６３】
　「し得る（ｃａｎ）」、「できる（ｃｏｕｌｄ）」、「可能性がある（ｍｉｇｈｔ）」
、または「場合がある（ｍａｙ）」等の条件付き言い回しは、別途具体的に記載されない
限り、または使用される文脈の範囲内で別途解釈されない限り、特定の実施形態が、特定
の特徴、要素、またはステップを含む一方で、他の実施形態は含まないということの伝達
を意図するのが通例である。したがって、こうした条件付き言い回しは、特徴、要素、ま
たはステップが一つまたは複数の実施形態に多少なりとも必要とされるという示唆、また
はこれらの特徴、要素、もしくはステップが特定の任意の実施形態に含まれているかどう
か、もしくは該実施形態で実施されるべきかどうかを、ユーザ入力または命令の有無にか
かわらず決定するためのロジックが、一つまたは複数の実施形態に必然的に含まれている
という示唆を必ずしも意図するものではない。「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、「
含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、および「有する（ｈａｖｉｎｇ）」等の用語は、同義語
であり、包含的に非限定様式で用いられ、追加の要素、特徴、行為、および動作等を排除
するものではない。また、用語「または（ｏｒ）」は、包括的な意味で（排他的な意味で
はなく）用いられることで、例えば要素の列記をつなぐのに使用される場合、列記の要素
のうちの一つ、一部、または全てを意味することになる。同様に、「および（ａｎｄ）／
または（ｏｒ）」という用語は、二つ以上の項目の列挙に関して、言葉の以下の解釈のす
べて：列挙内の項目も任意の一つ、列挙内のすべての項目、および列挙内の項目の任意の
組み合わせ、を網羅する。さらに、用語「各々」は、本明細書で使用される場合、通常の
意味を有するのに加えて、用語「各々」が適用されている一連の要素の任意のサブセット
も意味し得る。さらに、本明細書で使用される場合、「本明細書での（ｈｅｒｅｉｎ）」
、「上記（ａｂｏｖｅ）」、「下記（ｂｅｌｏｗ）」および類似する言葉は、本出願で使
用される場合、本明細書の全体を指し、本明細書の特定の部分を指すものではないことを
意味する。
【０１６４】
　語句「Ｘ、Ｙ、およびＺの少なくとも一つ」等の連言的言い回しは、別途具体的に記載
されない限り、ある項目や用語等が、Ｘか、Ｙか、Ｚのいずれかであり得ることを示唆す
るのに一般的に用いられる文脈によって、別途解釈されるものである。したがって、こう
した連言的言い回しは、特定の実施形態が、少なくとも一つのＸと、少なくとも一つＹと
、少なくとも一つのＺとを含むことを必要とするという示唆を必ずしも意図するものでは
ない。
【０１６５】
　本明細書で使用される「およそ」、「約」、「概して」、および「実質的に」という用
語等の、本明細書で使用される程度を表す言い回しは、所望の機能を依然として果たすか
または所望の結果をもたらす所定の値、量、または特性に近い値、量、または特性を表す
ものである。例えば、「およそ」、「約」、「概して」、および「実質的に」という用語
は、所定の量の１０％未満以内、５％未満以内、１％未満以内、０．１％未満以内、およ
び０．０１％未満以内の量を意味し得る。別の例として、特定の実施形態において、「概
して平行」および「実質的に平行」という用語は、丁度平行である状態から１５度以下、
１０度以下、５度以下、３度以下、１度以下、または０．１度以下ずれている値、量、ま
たは特性を意味する。
【０１６６】
　本明細書に記載の実施形態のいずれも、キャニスタまたはキャニスタなしで使用するこ
とができる。本明細書に記載される被覆材実施形態のいずれかは、創傷滲出液を吸収およ



(81) JP 2020-508767 A 2020.3.26

び保存することができる。
【０１６７】
　本開示の範囲は、特定の実施形態の説明によって制限されることは意図されておらず、
請求項によって定義されてもよい。本特許請求の範囲の言い回しは、本特許請求の範囲で
用いられている言い回しに基づいて広い意味で解釈されるべきであり、本明細書で説明さ
れている例または本出願の手続きの間に説明される例に限定されるものではなく、それら
の例は非排他的なものとして解釈されるべきである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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